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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「レイジィ、きっと君は──最強の怠たい惰だになれる」

　純白と黒のコントラストが僅わずかな灯ともし火びの下、ぼうと浮かび上がっている。

　コミュニケーションは余り得意ではなかった。が、人間関係には恵まれていた。悪魔として転生してからも、人間だった頃も、それについて俺が文句を言ったことはなく、きっと文句を言える筋合いもない。

　怠惰な生活を望んでいた俺が悪魔として転生した事は間違いなく僥ぎよう倖こうではあったが、その中でも特にことさら俺が幸運だった点をあげるとするのならばそれは、転生先の異世界について色々と教えてくれる存在がいた点だろう。そのおかげで、俺は最低限の知識を得られた。

　聞いただけで嫌になるような台詞セリフの後に差し出されたのはトランクケースだった。

　金具を外され、開かれたその中にはチェスの駒こまが整然と並んでいるのが見える。

　それに対して、俺が抱いたのは異世界にもチェスがあったんだなぁ、という下らない感想のみ。娯ご楽らくに興味を抱いた事もない。今も昔も、それは俺にとって優先度の低いものだった。

　まるで予言でもするかのように言葉が告げられる。

「堕だ落らくと放棄、逃避と劣化、停止と衰退、惰だ性せい。君の司つかさどるそれはきっと、強くはないが君を殺さない」

「……面白いな」

「くっくっく、そうだろ？」

　トランクケースを持ってきた悪魔の男が唇くちびるを微かすかに歪ゆがめ、笑う。

　人間の形をした悪魔だ。灰で汚れているかのようなくすんだ金髪をした男。人と異なる特徴は、頭頂から伸びた二本の漆黒の巻角に紫色の唇と銀色の眼のみ。その雰囲気は俺が今まで出会った中で最も悪魔と呼ぶに相応ふさわしい。

　無知の状態で魔界に放ほうり出された俺に様々な知識を与えてくれた男だ。名前は知らず、だが長いこと共にいる事は知っている。それは能動的に動く事を苦手とする俺にいつの間にかできていた数少ない友であったのかもしれない。

　擦すり寄ってきた目的は知らなかったが、別にどうでも良かった。

　堕落と放棄、逃避と劣化、停止と衰退、惰性。

　地位も名誉も力も、その全すべてがどうでもいい。

　最強の称しよう号ごうを欲したこともない。今までもそして、これからも。それは俺にとって煩わずらわしいだけだ。

　だから、面白いと言ったのは、それを知り尽くしているはずのこの男が、俺に対してそういうアクションを取ってきたその事実に対してだった。

　俺の内心を知ってか知らずか、悪魔が続ける。

「レイジィ、怠惰を司る君に最も必要なのは……勤きん勉べんな下僕だ。きっとそれが君の怠惰を確固たるものにするだろう」

「面倒臭え」

「そう言わずに」

「面倒臭え」

　人間関係には恵まれてきた。だが、俺が能動的にそれを欲したことはない。

　諸しよ行ぎよう無む常じよう。いくら努力しようがそれを得られない者もいれば、俺のように楽な方に楽な方にと流されていっただけでそれが構築された者もいる。

　悪魔が青白い蠟ろう燭そくのような指先で駒を摑つかみ、俺の目の前に掲げる。

　白の歩兵ポーンをまるで宝物でもあるかのように、恭うやうやしく。

「これは君の部下だ。君のスキルは、渇かつ望ぼうは強力だ。使い方を誤らなければチェスでも指すような感覚で世界を取れる」

「世界などいらん」

「類たぐいまれな怠惰の才能。怠惰の持つ無数のスキルの中でも一ひと際きわ強力な虐殺人形スロータードールズの力。たまに僕は君の事が羨うらやましくなる」

　話聞かねえな、こいつ。

　まぁ、悪魔なんて大抵そんなものか。こいつらは所しよ詮せん、他人の事などどうでもいいのだ。俺と同じように。

　投げ出していた手の平に駒が落とされた。滑なめらかな感触にも何も感じない。

　視界に映る男の銀色の瞳。その奥底で揺らめく波は欲望の情だ。

「君の力が魂たましいを与える。怠惰より生み出されるスロータードールズが君を最強にする」

「そうか」

　いつの間にか、怠惰に日々を過ごすうちに得たスキル。




　虐殺人形生成クリエイト・スロータードールズ。




　無機物に魂を、意志を、権利を与えるスキル。その存在がこの悪魔に知られたのは、明らかな失策だった。

　スキルの使用方法は本能でわかる。だが、それに対してすら興味が湧わかない。

　力の抜けるままに手の平を開き、魂の入っていない駒が軽い音を立てて床に転がる。

　悪魔が口こう端たんを釣り上げて笑い、尋ねてきた。

「最強に興味は？」

「特にない」

「神ならぬ身で生命を与える気分は？」

「特にない」

「世界に興味は？」

「別に」

　面倒臭い。ああ、ただ何もかも面倒臭いのだ。

　物心ついた時から今この瞬間までずっと付き合っていた感情。

　全ては無意味。誰が何を言った所で俺には何の影響も与えられない。

　たとえ悪魔が如い何かに甘かん言げんを弄ろうして俺を操ろうとしても。それが仮に友だったとしても。

　その言葉はただ俺の耳を通り抜けていくだけだ。

「だが君には運命がある。運命と才能がある。今はまだ使わなくても、きっと君はいつかそのスキルを使うよ。その生きつ粋すいの怠惰を成すために」

「そうか」

　その悪魔は賢さかしかった。賢しく、俺よりも余程多くの事を知っていた。

　故に、その言葉を聞いた時に俺が覚えた感情は反発ではなく、こいつがそういうのならばそういうものなのかもしれないなという想おもいだった。

　もしも運命というものが存在するのならば、それに対して反発するつもりもない。

　悪魔の予言を俺はただ黙って受け入れた。

「自律思考し、その意志と欲望で他者を虐ぎやく殺さつする人形の使い手。レイジィ・スロータードールズ。きっと、君はいつかそう名乗る」

「そうか」

　どうでもいい。万ばん象しよう一いつ切さいがどうでもいい。

　そうなったらそうなったで、ただ為なすがままに生きていくだけの話だ。



















第一話　敗北を許さぬ男









「以上を以もつてご報告とさせて頂きます」

「ああ……ご苦労だったな」

　カノン様が眉まゆを顰ひそめ、労ねぎらいの言葉を投げると、私のまとめた報告書を側そば仕づかえの悪魔に渡す。側仕えはそれを恭うやうやしく受け取ると、静かに王の間を後にした。

　悪あく食じきの王、ゼブル・グラコスの離り叛はんはここ最近の大魔王軍で発生した事案としては最大級のものだった。二柱の魔王を滅ぼしたという事実もその理由ではあるが、実際に眼めで見た結果を言わせてもらえれば、あの底知れない渇かつ望ぼうこそがその理由だったのだろう。

　そして、今となっては、レイジィ様にその任務が与えられた理由も実感している。

　いくら進行方向が暗あん獄ごくの地だったとしても……低位の魔王ではあれには太た刀ち打うちできない。

　ただ泰たい然ぜんと玉座に座するカノン様に気になっていた事を尋ねる。

「カノン様は……レイジィの力をご存知だったのですか？」

　私の記憶では、レイジィ・スロータードールズの序じよ列れつが高いのは、その軍が精強だったからだ。

　力は力ある者の元に集まる。悪魔の持つその本能は知っているが、怠たい惰だを司つかさどるレイジィ様が戦った記録は相当過去に遡さかのぼらないと見つからない。

　私の知っている限り、カノン様が大魔王に着任されてからレイジィ様が戦ったのはこれが初めてのはずだ。

　カノン様がその問いに一度ため息をつき、こちらをじっと見る。

「怠惰のレイジィの力に疑いはない。それはリーゼ、貴様も知っているはずだ」

「それは……」

　言葉に詰まる。

　側にいれば感じる底知れぬ魔力。魔王よりも遙はるかに格が落ちるとは言え、私の攻撃を受けて傷一つ付かない頑強性バイタリテイに、時すら巻き戻す強力無比なスキル。

　私がレイジィ様の元に派遣されてからも見てきたそれらはまさに怠惰の王としての力を示している。が、私が言いたい事はそういう事ではない。

　言葉に出すか迷ったが、ここまで会話を交わして黙っている事などできない。

「確かにレイジィの力は強力です。しかし……それはＶ頑Ｉ強Ｔ性に寄っているように思えます……」

　それはレイジィ様に限らない、怠惰の持つ最も知れ渡っている特性だ。

　ただひたすらに頑丈で、攻撃手段を殆ほとんど持たない。戦いの勝敗、悪魔の死がその心臓──魂こん核かくの破壊にある以上、それでは敗北はなくても勝利には至れない。それが、怠惰の悪魔が色しき欲よくの次に弱いとされる理由でもあった。

「何が言いたい？」

「……カノン様はレイジィが勝利する事を確信していたのでしょうか？」

「当然だ。だが……そうだな」

　何かを警戒するかのように、カノン様が辺りを見渡す。王の間にはカノン様と私を除いて誰もいない。数秒の沈黙後、カノン様がようやく、重々しく口を開く。

「確かに、レイジィの戦闘を私は見たことがない。資料として多少の情報は存在するがな……。だが、私はレイジィの勝利を確信していた、何な故ぜかわかるか？」

「……いえ」

　カノン様にとって、怠惰のレイジィが特別な意味を持つことは知っていた。だが、それ故ゆえにカノン様がレイジィをぶつける決定をした理由が私にはまったくわからない。

　正直に答えた私に、カノン様がまるで子供に道理を教えるかのように一言告げた。

「レイジィ兄様の軍には敗北を許さぬ男がいる、ただそれだけの話だ」

　カノン様の眼に冗談を言っている色はない。

　──敗北を許さぬ男。その単語に合致する者はたった一人しか存在しない。

　怠惰のレイジィの軍、その全すべてを統括する男。

　傲ごう慢まん独どく尊そんのハード・ローダー。敗北の記録を持たない傲慢スペルヴイアの悪魔にして、レイジィ様の片腕。

　自ら動かない堕だ落らくの悪魔の軍を統率し、総勢数千の大軍を作り上げた随ずい一いちの立役者。

　口を開きとっさに出てきたのは言い訳のような言葉。

「……し、しかし、ハード・ローダーは将軍級ジエネラルの悪魔です」

　同じ階位であるデジとミディアが軍をもって討とう滅めつに向かい、千以上の悪魔が殺されたのを知っている。レイジィ様が間に合わなければ間違いなくデジとミディアも食われていただろう。

　司る渇望で言うのならば強ごう欲よくや色欲よりも傲慢が戦闘に向いているのは間違いないが、その程度の差であれを覆せるとは思えない。

　だが、私の見上げる大魔王様の表情はそう言ってはいなかった。

　笑み一つ浮かべず、大魔王様が真剣な表情で告げる。

「階位による区別などあの男にとって意味のない事。もし仮にレイジィ兄様が出なかったとしても、あの男の傲慢は必ずやゼブルを討滅していただろう」

　その言葉には確信があった。

　ぞくりと何か得体の知れぬ怖おぞ気けが背筋を駆け上がる。

　将軍級悪魔ジエネラル・デーモン。階級だけならば私と同じ悪魔。だが、私にはあのゼブル・グラコスと一対一で相対し、勝てる程の力はない。

　ハード・ローダー。怠惰の王に付き従う古こ参さんの悪魔。本来ならば魔王に至ってもおかしくない程の古来より存在を知られるその悪魔について、私は殆ど注意を払っていなかった。が、それは誤りだったのかもしれない。

　ずっと力を研けん鑽さんしてきた。『黒くろの徒と』として任命されるまでに行われた訓練。レイジィ様の元に派遣され上昇した力。少なくとも同クラスの悪魔に負けるつもりはなかった。が、もしかしたら私の認識は大きくずれていたのかもしれない。

　というか、倒せるならデジやミディアを使わず自分で行けよ！　くそっ、腹が立つ。あのせいで私はローナに尋問される事になったんだぞ!?

　色欲を怒らせるとああも恐ろしいとは……今思い出しても、尻尾しつぽの先がぞくぞくする。

　大魔王様はしばらく顎あごに手を当て何事かお一人で考えていたが、やがて諦あきらめたように視線をこちらに向けた。

「……まぁ、いいだろう。レイジィが動いたのは予想外ではあったが、結果的にゼブルを潰つぶせたのであればそれでいい。あれは放置しておくには渇望が強すぎる、被害が二柱で済んだのは僥ぎよう倖こうだ」

「……はっ」

「しかし……」

　大魔王様が肘ひじをつき、どこか訝いぶかしげに眉を顰めた。珍しい表情。












　控えて、続きの言葉を待つ。時計の針の音が耳の中で反響する。数分かあるいは十数分か、静寂の後、大魔王様がため息をついた。

「……いや、なんでもない。リーゼ・ブラッドクロス。レイジィの元に戻るがいい」

「……御意に」

　質問を返す権利は私にはない。

　ただ、主君の前に忠ちゆう誠せいを示す私に、カノン様が未いまだかつて出さなかった言葉を追加した。

「……より一層の注意をもって動向を確認せよ」

「より一層の注意……」

　烈れつ火かの如ごとく燃え上がる瞳ひとみ、強い視線が全身を射抜く。決して怒りではない感情。それは多くの魔王を統すべる大魔王が纏まとう覇は気きとでも呼べるもの。

　だが、その口から出てくる言葉はその視線程強くない。

「貴様もわかるだろう。レイジィ兄様の軍には他の魔王の軍とは異なる上下関係がある」

「……」

「三千を超える我が配下の悪魔の中でも屈くつ指しの規模と精強を誇るレイジィ軍の本質は……たった二人よ。私が兄様の元にいた頃もそして……おそらく現在も」

　言葉の意味を理解しようと頭を回らせるが、情報が足りない。

　私に唯一わかった事は、ハード・ローダーという男がレイジィ軍の中で特別でありそして──カノン様にとっても注目すべき男だという事くらいだった。そしてきっとそれは、軍を統括しているからという単純な理由などではない。

　調べる必要があるかもしれない。

　不ふ遜そんを示す闇やみの如き漆黒の瞳。レイジィ様とは真逆の性質を持つその男の事を。












第二話　憤怒をいだかせる程の怠惰









　影えい寝しん殿でんはその名の如ごとく、常に、その城自体が寝静まったかのような静せい寂じやくに包まれている。

　他の魔王の居城と比べても桁けた外はずれに広く、そこに住み着いた悪魔の数も莫ばく大だいだが、それらは決してその城の主あるじの眠りを妨げない。魔界屈指の広さを誇る暗あん獄ごくの地を全すべて飲み込み満ち満ちる静せい謐ひつな怠たい惰だの魔力は、静寂をもってその地の住人に思い知らせる。

　その地の主が──誰なのかを。

　レイジィ・スロータードールズ。魔界で最も巨大な勢力、大魔王カノンに与くみしていた十九柱の魔王の第三位にして怠惰を司つかさどる大悪魔。虐殺人形スロータードールのレイジィ。

　魔界全土に知れ渡る高名を持つ魔王様は、今日も気け怠だるげにベッドの中に転がっていた。ゼブル討とう滅めつの快挙を果たしたばかりなので、まぁ仕方ないかと思ってしまうのは私がレイジィ様に慣れたためだろう。派遣された当初だったらぶん殴っていたはずだ。

　たとえ一日のほぼ全てをベッドで過ごしていたとしても、レイジィ様は間違いなく魔王であり、畏い敬けいするにふさわしい力を持っている事を知っているから。

　いつも通りベッドの側に佇たたずみ、報告を行う。

「カノン様に報告を致しました」

「そうか」

「よくやった、とお褒ほめのお言葉を頂いております」

「……ああ」

　やる気のない応対にも慣れたものだ。

　聞くだけでテンションが下がってしまうような鬱うつ屈くつした声ももはや気にならない。

　巨大な枕まくらに下した顎あごを埋うずめ、八割がた閉じかけた瞳ひとみをこちらに向ける様はまるで悪魔ではなくただの獣で、その一挙一動がこちらに何ら興味を抱いていないと言っている。

「ゼブル・グラコスは如何いかがでしたか？」

「別に……」

　私の問いに返ってくる短い返答。

　だがこれでも今日は随ずい分ぶんといい方だ。なんたって答えがちゃんと返ってきている。

　体感だと、彼に対する言葉は九割がた答えが返ってこないのだから。そして、残った一割も最後は面倒になりレイジィ様の睡眠という形で打ち切られるのである。何だこれ。

　返答の有無について規則性が見当たらないが、機嫌がいい時にだけ返してくれるのだろうか？　あるいは眠くない時にだけ返してくれるのだろうか？　機嫌はともかく、この魔王様に限って眠くない時がないとは思えないが……。

　ちりちりと燻くすぶり続ける脳内の種火をため息で圧おし消し、報告を続ける。

「褒ほう賞しようについては後日また改めて通達するとの事です」

「そうか」

「何か望みのものがあれば、との事ですが……」

　物欲、名誉欲など、レイジィ様にはきっとないだろう。司るものが怠惰である以上、色しき欲よくや食欲もあるように思えない。

　半ば諦てい観かんをいだきながら尋ねた私に、レイジィ様はしかし珍しく答えてきた。

「何でもいいのか？」

「……二柱を喰くらった第五位を討滅した以上、常識の範はん疇ちゆうならば大抵の褒美は叶うかと」

　カノン様は歴代大魔王の中でも憤ふん怒どを司るとは思えない程に聡そう明めいなお方だ。

　ましてや相手は某なにがしかの関係が深いであろう、レイジィ様。不ふ遜そんな願いをあげた所でそうそう憤怒を刺激するような事にはなるまい。

　勿もち論ろん、まずそうだったら私の所でストップをかけるのだが……。

　レイジィ様はしばらく寝息に近い吐息を漏らしていたが、ようやく一言だけ述べた。

「長期休暇」

「……はい？」

　思わず聞き返す私に、レイジィ様はもう一度はっきりと言う。

「長期休暇が欲しい」

「何言ってんだこの男」

　つい本音が出てしまった。他の魔王にそんな口を利いたら討ち滅ぼされるかもしれないが、レイジィ様は特に何の反応も示さない。

　長期休暇？　今こいつ、長期休暇が欲しいと言ったのか？

　ここ数日は治まっていた頭痛がぶり返す。ストレスのせいなのか、あるいは怒りを抑えている反動が来たのか？

　こちらの勘かん違ちがいであって欲しいという願いを込めて詳細を尋ねる。

「長期休暇というと？」

「……長い休暇だ」

　駄だ目めだ、私が聞きたい事がわかっていない。

　大魔王軍配下に魔王クラスの悪魔は二十柱近く存在しているが、その性格は千せん差さ万ばん別べつである。

　私はレイジィ様の元にしか来たことがないので噂うわさ程度にしか知らないが、カノン様からの勅ちよく命めいに対して軍を動かす者、自ら動く者、無視して怒りを買う寸前までいった者。治める領地についての対応だって、何もしない者、厳しく規則で縛り付け税を絞りとる者、魔界の規則が弱肉強食である以上、その内容は混こん沌とんとしている。

　その中でも虐殺人形スロータードールのレイジィ・スロータードールズは怠惰を司るだけあって特に何もしない魔王であった。レイジィ様本人が指示を出さなくともその軍が全ての勅命を尽ことごとく成し遂げる。

　領地を治めるのだって、レイジィ様は指一本動かしていない。レイジィ様配下の悪魔たちの中で、レイジィ様の姿をひと目でも見たことがある者が何人いるか。

　私でさえ、レイジィ様がまともに働くのを見たのはこの前の対ゼブル戦が初めてだ。

　ふざけた事を抜かした男をじーっと見下ろす。だが、その表情に冗談を言っているような色はない。

　レイジィ様と私では……思考回路が違いすぎる。それはきっと、司るものが怠惰と憤怒で異なっているからとかそういう理由ではないだろう。他の悪魔たちとはまぁまぁうまくやってるし……私。

　若干視線の温度を落とし、怠惰な怠惰の王に聞いた。

「……休暇なんてなくても十分休めているのでは？」

「夏休み欲しい」

「……今は冬です」

「冬休み欲しい」

　ごろごろベッドの上を転がりながら別に欲しくなさそうな声で休みを要求する怠惰の大悪魔。

　こいつ、ただでさえ働いていないのにこれ以上休みを貰もらってどうするつもりだ!?

　そもそも、これはこいつの中ではいつも働いている認識でいるって事なのか!?　そうなのか!?　どこでどう労働しているとのたまうつもりだ!?

　走そう馬ま灯とうのように奔はしるここに配属されてからの思い出の中で、魔王様は尽くベッドの中で転がっていた。一応存在している王の間の玉座に座する所すら見たことがないし、一応存在する魔王様用の執務室もいつだって空っぽだ。ローナが毎日欠かさず掃除しているので塵ちり一つないが。

　ぐつぐつと煮えたぎる思考を抑えるべく、右掌てのひらを力いっぱい握る。嚙かみ殺せなかった憤怒が僅わずかな炎となって掌から噴き出し、空を焼いた。

　わかる。わかっている。怠惰のレイジィに怒りで対応するなど、馬鹿げた事。

　悪あく食じきすら相手にならなかった魔王に私が傷を付けられるわけもなく、ただ疲れるだけだ。

　ここに配属されてからかなり大人になった私は、一度深呼吸して怒りをこれ以上漏れぬように魂たましいの奥底に封じ込めた。

　怒りを堪こらえるために顔面に力を入れ、大きく目を見開きレイジィ様を威い圧あつする。

「……取り敢えず、休暇の申請は無理です」

「何な故ぜだ？」

「我が軍に休暇の概がい念ねんはありません」

　正確に言うのならば、そもそも労働の概念すら乏とぼしい。

　魔王級悪魔たちは休みたい時に皆自分勝手に休んでいるし、指令がある時だけそれに従っているというのが現状だ。休暇が欲しいと申請した所で鼻で笑われるのが関の山だろう。というか、休暇を求める魔王とか聞いた事がねえ。

　レイジィ様は隈くまの張り付いた眉び目もくを歪ゆがめ、とても嫌そうな表情をした。

「とんだブラック企業だな。労ろう基き守れよ」

「……一体何の話ですか……」

　聞き返す私に、レイジィ様が吐き捨てるように言う。

「どこの世界でもあるのか……夢も希望もねえな」

「……一体何の話ですか……」

　ぶらっく企業？

　ろうき？

　レイジィ様が急に意味のわからない事を言うのには慣れていたつもりだが、一体どこの言葉なのか。

　おそらく私の数倍、数十倍は生き延びている大悪魔、その積み重ねてきた歴史は疑いようもないが、たまにその一挙一動からこの魔界とは異なる摂理を感じる。

　記録の残る限り、勢力図は頻ひん繁ぱんに書き換わっても、魔界の基本的な部分は何万年も前から全く変わっていないはずなのだから。

　ごろごろといつも以上に布団の中で転がり、レイジィ様が小さく呟つぶやく。

「もう魔王やめようかな……」

「……レイジィ様はもしや私に嫌がらせをしています？」

「何かもう面倒になってきた」

　そんな理由で魔王をやめようとするなッ！

　大魔王軍を抜ける。それはカノン様に対する造ぞう反はんである。私はカノン様の眼めとして、それを具つぶさに大魔王様に伝えなくてはならない。

　大魔王軍にも面メン子ツがある。カノン様がそれを見逃す事はありえない。

　ゼブル討伐にレイジィ様が選ばれたように、カノン様の勅命を受けていずれかの魔王がレイジィ様の討とう伐ばつに動くだろう。怠惰の悪魔の有する特性がＶＩＴである以上、二人以上の魔王がそれを請け負う可能性すらある。

　全ては仮定の話だが、ゼブルが二柱を喰らい離り叛はんした以上、これ以上、大魔王軍の力が弱まるのを座して見守るわけにはいかない。

　……尤もつとも、レイジィ様の言葉を真剣に捉とらえる程、私は愚かではないつもりだ。彼の言葉を真に受けていたら何回もレイジィ軍は解体されている。

　果たして、レイジィ様の様子は今しがた造反とも捉えられる発言をしたとは思えない程穏やか、言い換えればいつも通りであった。その容よう貌ぼうからは反骨精神の欠片かけらも見えない。正直、もう少し威厳があってもいいのに、と思う。

「……実は俺、平和主義なんだ」

「そ、そうですか……」

　だからどうした。

　という言葉を飲み込む。

　命令の結果とはいえ、躊躇ためらいなくゼブルを殺した男が言っていい言葉ではない。そもそも、平和主義の悪魔なんて存在するのか!?　弱肉強食の魔界で生きていく以上、そんななまっちょろい事を言っていたらあっという間に殺されてしまうだろう。

　大体、あんた魔王だろ！

　もう何が何だかわからない。

　レイジィ様が追加で私に燃料を投下してくる。

「戦うの、嫌い」

「……何でですか？」

「面倒だから」

　……怠惰だから仕方ない、と囁ささやく理性と、舐なめんな魔王と怒鳴る感情がせめぎ合って頭の中がうずうずする。

　しかも言っている魔王様の表情に葛かつ藤とうはなく、ごろごろ転がっているだけである。どうやってこれを真ま面じ目めに取れというのか。できる者がいるなら私と立場を交換しろ！

　……面倒だから戦うの嫌い、か。

　悪魔にはその根こん幹かんに他者を害する本能がある。最古の記録にさえその名を刻むレイジィ・スロータードールズ。その身が殺してきた数はおそらく、最も攻撃的な渇望の一つに数えられる憤怒イーラを抱いている私の比ではない。積み重ねてきた年月が違い過ぎるのだ。

　額ひたいを押さえ、息を整えながらレイジィ様に質問する。

「……レイジィ様、今まで倒した悪魔の数を覚えていますか？」

「ゼロだ」

　ぜ……ろ？

　油断した。

　予想外のその答えに、私の思考にくすぶっていた炎が燃え上がった。頭の中が真っ赤に染まり、駄目だとわかっているのに思いが咆ほう哮こうとなって炎と一緒に溢あふれ出る。

「う、噓うそつくなああああああああああ！　お、お前、この間、ゼブルを倒したばかりだろ！」

「一だ」

「あああああああああああああ！　た、頼むから、真面目にやって！」

「もう魔王やめる」

　話が……話が戻ってる……。

　からかっているのか、天然なのか。おそらく後者。そもそも、まともにコミュニケーションを取る気がないのだろう。

　ここで怒りを爆発させても無駄だ。ベッドを燃やそうが配下を燃やそうが、些いささかの痛つう痒ようも与えられない事は既に知っている。

　波打つ感情に比例して燃え盛る炎。

　壁にがんがんと頭をぶつけ、痛みで怒りを散らす。私が最近知った怒りを鎮める数少ない方法だ。

　レイジィ様はこちらに興味を抱かないので、レイジィ様と二人っきりの時だと人眼が気にならず躊躇いなく使える。

　長いことかけて、何とか怒りを鎮める。

　レイジィ様はその間何も言わなかった。果たしてそれは優しさなのか、それとも偶然か。どのみち、怒りを抱いたのもレイジィ様のせいなんだが。

　私が頭をぶつけ終えるのを見計らったかのように、レイジィ様がため息をついた。

「……そもそも、何故俺は魔王なんだ」

「わ、私が聞きたいです……」

　憤怒を抱かせる程の怠惰。

　根本的な理由は多分それなんだろうが、悪魔の階位の上昇には謎なぞが多くまだ完全な条件は解明されていない。基本的には渇望を深めれば魔王に至れるとされているが、何万年もの時を経て、カノン様が認める程の強大な力を持っていても魔王になれないハード・ローダーのような男もいれば、僅か数百年足らずで魔王に至ってしまう天才も存在する。

　レイジィ様が魔王に至った経緯は知らないが、接している感じだと彼は天才型だ。常人には計り知れない深い奈な落らくを感じる。

　どこまで話したものか、どこまで本気で聞いているのか。

　そもそも、もう悪魔の最高位である魔王に至ったレイジィ様には意味のない事だ。一度上がった階位は下がらない。

　仰あお向むけになったレイジィ様の眼が私を見上げていた。

「カノン配下でない魔王もいるだろ」

「……まぁ、いますね」

「……何で俺は配下なのだ？」

「……」

　それこそ私の知った所ではない。

　レイジィ様配下に配属が決まった際、ある程度魔王の情報は調べたが、そこでわかったのはレイジィ様が何万年もの昔から大魔王軍に名を連ねていたという事だけだ。その歴史は現げん序じよ列れつ一位や二位よりも古い。

　私は勿論、カノン様だってきっとその実情は知らないだろう。レイジィ様はとにもかくにも古すぎるのだ。大魔王軍の本部──カノン様の居城、破は炎えん殿でんの書庫を漁あさっても情報は出てこないだろう。

　大魔王軍とて、問答無用で魔王を配下にしているわけではない。中には従うくらいならと、徹底抗戦を唱える魔王だっている。そして、それらを大魔王軍は討滅してきた。

　もし、大魔王軍に組み込まれたのならば、そこには必ず本人の意志が付ふ随ずいするはずだ。

「……レイジィ様が恭きよう順じゆんの意志を見せたのではないかと……」

「……俺が？」

「貴方あなたが」

「……」

　訝いぶかしげな表情で首を傾かしげる魔王様。

　その反応は予想出来ていたが、私にどうしろと!?

　どうせ反抗するのが面倒だからという理由で従う事にしたとかだろう。どうにもこうにも、レイジィ様には記憶力がなさすぎる。

　レイジィ様が面倒臭そうに口を開く。そこから出てきた言葉も私の予想通りだ。

「記憶にないな」

「レイジィ様、昨日の晩ごはんを覚えていますか？」

「……」

　沈黙をもって答えとするレイジィ様。

　昨日の晩ごはんさえ覚えていないのにどうして昔の事を覚えていようか。彼にとって過去とは記憶にとどめるような事ではないのだろう。悠ゆう久きゆうの時を生きる大悪魔の中には時たまこういう者が存在する。

　私にできるのはレイジィ様が変な気を起こさないように言葉を選ぶ事だけだ。怠惰の王が本気で何かをなそうとしたら私に止める手段はないのだから。

「……どのみち、大魔王軍から外れたらそれこそ外と様ざまの魔王たちが攻め入ってきますよ」

「マジか」

「マジです」

　何しろ、怠惰のレイジィの名は他の魔王と比べて武勇を伴ともなっていない。大魔王の庇ひ護ごの下にいる今でさえレイジィ様の元に攻め入ってくる存在は跡を絶たないのだ。庇護から外れればどうなるかは子供でもわかる。

　……領地を捨てて瞬間移動のスキルで逃げてしまえば、敵が追いつけないであろう事は黙っておこう。きっと黙ってれば気づかないし。

　レイジィ様は私の言葉を嚙みしめるように黙ったまま布団の中でもぞもぞしていたが、やがて僅かに顔をあげた。

「枕だ」

「……へ？」

　唐突な話の転換に目を丸くする私に、レイジィ様がもう一度言った。

「褒賞は枕にしよう」

「……」

　どこの世界に戦果をあげた報酬として寝具を求める者がいるというのだ。いや、ここにいたか。

　聞き間違いではないかと、一いち縷るの望みをかけて聞き返す。

「……ま、くら？」

「ああ……枕だ」

　……やはり聞き間違いじゃなかったか。

　……枕？　大魔王様の宝物庫には古こ今こん東とう西ざいの武具や珍しい財宝が山のように積み上がっているが、果たしてその中に枕など存在するのか。確認してみないと確実な所はわからないが、多分ない。

　長期休暇よりはまだマシだけど……。

「……枕、ですか……」

　正直、力が抜ける。肩を落とす私に、レイジィ様が追加の要望をあげた。

「燃えたり破けたりしない枕がいいな」

「……」

　あああああああああああああああ。私が燃やしたせいかああああああああああああ!!

　いや、だって、憤怒の悪魔を怒らせたらそりゃ燃やすわ！

　くそっ……カノン様に褒賞として枕くださいって言わなくちゃならないのか!!

　カノン様は笑って許してくれるだろうが、何という罰ゲーム……。

　頭を抱える私を他よ所そに、レイジィ様が呟いた。

「何かもう疲れたな……」
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　どこか影えい寝しん殿でんの中はぴりぴりしていた。

　ゼブル戦で大きな被害が出たせいか、残った第一軍や二軍に所属する者は勿もち論ろん、すれ違うミディアやデジもどこか緊迫感を背負っている。

　いつも通りなのは眼めの前にいる二人くらいだ。

「どうかしたの？」

「くすくすくす、大魔王様に怒られたとか？」

　城内の空気も我関せずなローナに、何が楽しいのか、いつも通り癇かんに障るような笑い声を上げるヒイロ。

　彼女たちは厳密に言えば軍属ではなく、影寝殿の中をハウスキープする使用人だ。だからだろうか、纏まとっている空気がミディアやデジと異なるのは。

　どうやら今は姉が妹にベッドメイクを教えているようで、客室のベッドのシーツを手慣れた様子で広げている。

　姉の方が真剣にやっている一方でヒイロの方はそういう堪こらえ性しようがないのか、こちらに興味津々の様子だった。彼女には集中力やらレイジィ様への敬意が足りていないと思う。多分、それは性根の問題なので直らないだろう。

　ヒイロがシーツを敷いたばかりのベッドの上にぴょんと飛び乗り、ローナが短い悲鳴をあげた。ローナはそろそろヒイロにそれを教えるのを諦あきらめるべきだ。

　私はため息をついて答える。

「いや、怒られてないから」

　そもそも、カノン様はレイジィ様の周辺の事については、大たい概がい寛かん容ような様子だ。私の見解だが、たとえレイジィ様を残して軍が全滅しても大して怒らないだろう。弱みを握られているのだ、きっと。いつか機会があったらレイジィ様を焼きつくしてやりたい。

　ヒイロがつまらなそうに足をぶらぶら揺らし、あざとく首を傾かしげる。一挙一動がまるで私の怒りどころでも探しているかのようで燃やし尽くしてやりたくなるが、まぁレイジィ様よりは大分マシだ。

「ならハードさんにでも怒られた？」

「……何でハードに怒られるのよ」

　大きな被害を出したデジやミディアならまだしも、私が怒られる理由はない。

　ヒイロがくすぐったそうに笑い、続けた。

「くすくすくす、違う、かあ。ハードさんはそもそも今、外に出てるし」

「何でヒイロがそんな事知ってるのよ」

　確かに、ここに戻ってきてからハード・ローダーの姿を見ていない。

　が、メイド見習いのヒイロとハードとの間に関連性が見えない。というか、私の知る限り最も遠い関係なんだけど……ハードとヒイロって。共通点はどちらも傲ごう慢まんを司つかさどっている事くらいだろうか。でもきっと、ハードはヒイロの性格は嫌いそうだ。

　完全にやる気をなくし、金髪をぷらぷらと揺らすヒイロに、ローナがため息をつく。

　どこが疲れたようなため息。ローナの苦労は彼女たちを見ていると何となくわかる。

　ローナがため息ついでに、信じられない事を言う。

「ヒイロはハード・ローダーの弟子なの」

「……は？」

　弟子？

　ローナの言葉を反はん芻すうする。

　ちょっとその単語、ヒイロに似つかわしくなさすぎて理解できない。理性で理解できても感情が拒否する。

　しかも、ベッドに座る当の本人も、首を大きく振って否定していた。

「いやいや、お姉ちゃん！　私に師匠なんていないから！　ハードさんからは傲慢スペルヴイアのあり方を勉強しているだけ！」

　なるほど、師匠としては認めてないわけか。

　傲慢の悪魔はその特性故ゆえ、主あるじや師を認めにくいと聞く。全すべてを見下すのが傲慢たる所以ゆえんだというし、司る渇望が異なる私にもそれは理解できる。だけど──

「……勉強しているだけで何かもう意外なんだけど」

「くすくすくす、ハードさんは影寝殿ではナンバー２だし」

「……」

　ああ、なるほど。強いものに媚こびへつらっているだけか。

　冷たい視線でヒイロを見下ろす。そういう言い方をすると、凄すごくそれっぽい。出会ってまだ日が浅いが、ヒイロの性格は何となく理解できてきている。

　しかし彼女の傲慢はそれで満たされるのだろうか？　そして、何を学んでいるのだろうか。学んだ結果今のヒイロがいるのだろうか。疑問は尽きない。

　いや、うん……凄くどうでもいい事だけど。

　そんな私の内心を読み取ったのか、ヒイロが唇くちびるを尖とがらせる。動きの一つ一つが媚び媚びに見えてもう何というか彼女の傲慢は歪ゆがみねえなあ。

　セットしたばかりの枕まくらを抱きしめ、ヒイロがベッドの上に仰あお向むけに転がる。転がりながら、信じられない事を言う。

「レイジィ様を戦闘に出すなんて前ぜん代だい未み聞もんだったから、怒られるかなぁって思ってたのに」

「前代未聞……はぁ。貴方あなたたち、何で疑問に思わないの？」

　大魔王軍の魔王の役割は一軍の長おさである。

　敵対勢力──他の勢力の魔王や、天界から度たび々たび舞い降りる天敵、天使に連なる者、あるいは稀まれに人間界から魔界に下ってくる英雄たち──を相手にする事であって、決してだらだらベッドに転がっている事ではない。

　レイジィ様に甘々なローナはともかく、魔王を相手にしても助けを求めなかったデジやミディア、あまつさえカノン様までもそれを勘かん違ちがいしているきらいがある。

　レイジィ様はニートじゃない。魔王なのだ。それも大魔王軍で三位の序じよ列れつを預かる極めて強力な。

　できれば一から十まで全部説明してやりたかったが、多分説明しても無駄だと思ったので大きく深呼吸をするにとどめた。

　ローナとヒイロは顔を見合わせ、案の定私がおかしいかのように一言だけ言った。

「レイジィ様だし」

　その一言が私の堪かん忍にん袋ぶくろを突いた。

「あ……ああ……あああああああああああああああああああああああああ!!」

　もしかして私が一番レイジィ様を働かせるのに必死になっているのではないだろうか。

　頭を壁にがんがんぶつける私を見て、ヒイロがケラケラ笑う。

　それがまた怒りを燃え上がらせる燃料になる。確信犯な分だけレイジィ様よりたちが悪い。いや……確信犯な分だけレイジィ様よりマシ、か？

　魂たましいからの咆ほう哮こうをぴたりと止める。ぽたぽたと落ちる血を手で押さえ、私はゆっくりと顔を上げた。

　ローナが若干引きつったような声を出す。

「リーゼ……無表情なんだけど……」

「……だから？」

「……いや」

　そんなに酷ひどい表情をしていたのか、ローナは無言で眼を背そむけた。

　頭をがんがんぶつけ、痛みで怒りを抑えると同時に頭に上った血を物理的に流す！　これが私の怒りを抑える術すべなのだ！　外野は黙ってろ！

　こうしないと、また消し炭にしてしまいそうなんだ。カノン様を見た感じ、いつかある程度はコントロールできるようになるのだろうが、今の私にはこれが精一杯。

　ふいに、まるで話題でも変えるかのようにローナが口を開く。目を背けたまま。

「そ、そういえばレイジィ様、お疲れみたいだったわ」

「……は？」

　予想だにしていなかったその言葉に怒りが一瞬収まった。

　レイジィ様が……お疲れ？　カノン様への報告の結果を伝えた際に会話を交わしたが、別にいつも通りだったように思える。いつも通りベッドに転がり、いつも通り隈くまの張り付いた顔でとてもダルそうだった。

　先ほどのレイジィ様の様子に変わった所はない。

　少し考え、ローナに自分の考えを告げる。

「……いや、いつも通りでしょ」

　口癖は『疲れた』と『面倒臭え』。むしろ元げん気き潑はつ剌らつだったらそっちの方が怖いわ！

　あれはどこからどう見ても平常運転だ。

　だが、当のローナには何か思う所があるのか、彼女の表情はどこか優すぐれない。

「……ゼブル戦のダメージが残っている可能性も……」

「ゼブル戦でレイジィ様、かすり傷くらいしか受けてないけど」

　私の知る限り攻撃を受けたのは初撃の触しよく手しゆに突かれた一度くらいで、それも瞬時に再生していた。

　あの瞬間移動のスキルは卑ひ怯きよう過ぎる。軽く見た感じ制限も相当緩ゆるそうだったし、あんなの当てようがない。初撃が当たってたけど、あれだって避よけようと思えば避けられたはずで、とどのつまりは自業自得としか言いようがなかった。

　まだレイジィ様よりも、何時間も相対していたデジたちの方がダメージが深いだろう。

　何度も言うがあれは完勝としか言いようのない勝利だったのだ。

　ローナの眉まゆはしかし、まだ懸念があるのか、ハの字を描いている。

「魔力の消耗が激しかったとか……」

「スキルは何回か使ってたけど、消耗しているような気配は見せてなかったわ」

　そもそも、レイジィ様の基礎能力は馬鹿でかい。特に魔力の高さは広大な暗獄の地を飲み込む『混沌の王領アビス・ゾーン』に表れている。魔力の総量で言うのならば、レイジィ様以外のレイジィ軍の悪魔の魔力を全部足した所でレイジィ様一人に敵かなわないだろう。

　そのレイジィ様が消耗？　ちゃんちゃらおかしい。

　鼻で笑う私に、しかしヒイロが追つい従しようする。

「まぁ、レイジィ様の特性は『怠惰アケデイア』ですからねぇ。そりゃ、動いちゃったら消耗すると思いますよ」

「あんな僅わずかな戦闘時間で？」

　戦うと決めてからゼブルの討とう滅めつを終えるまで僅か十数分である。本来戦場まで飛竜で一時間はかかる事を考こう慮りよすると、早いなんてものではない。全て終わった後に夢でも見ていたかのような気分になったから、私。

　確かに渇望に反する事で能力が下がるのは解わかるが、いくらなんでも十数分程度で下がるなど燃費が悪すぎる。

「先ほどレイジィ様は何も言ってなかったけど……」

「レイジィ様は私たちが心配すると思って何も言わなかったのよ」

「それはない」

　それはない。

　話しかけてもなかなか答えてくれないくらいにこちらに関心を持たないレイジィ様がこちらの感情を考慮するわけがない。カノン様が怒りを忘れるよりもありえないと思う。

　しかし、ローナの中ではレイジィ様にどんなフィルターがかかって見えているのだろうか。この間まで名前すら覚えてもらえてなかったくせに。

　ローナは私のあからさまな否定を受けても、表情を変えなかった。

「ともかく、レイジィ様の力が落ちているから……大魔王様にご報告を」

「……あんた、過保護にも程があるわ」

　全然気分悪そうでもなかったし、そもそも、魔王の能力の増減は個々人の問題だ。それをあえて報告する理由もないし意味もない。子供の心配をする親じゃあるまいし。

　後ついでに今の所、敵もいない。

「大体、多少落ちた所で何の影響があるっていうのよ」

「それは……」

　ゼブル戦で見たレイジィ様の能力はほぼほぼ無敵だ。

　何が強いって瞬間移動が強すぎる。キロ単位の距離を一瞬で移動可能のあのスキル。

　攻撃にも有効だが、何よりもあれで逃げられたら追いかけようがない。どこの方向に何キロ逃げたのかもわからない魔王を追いかけるのは如い何かに魔王といえども不可能だ。居場所を察知しようとしてもレイジィ様の『混沌の王領アビス・ゾーン』には押し負けるだろうし。

　少なくとも、私には勝機が見えない。唯ゆい一いつ可能性があるとしたら背後からの奇襲で一撃で葬ほうむるとか……ああ、そう！　無理だよ！

「まぁ、私も心配いらないと思いますけどね……」

　言葉に詰まるローナを押しつぶすように、ヒイロも同意した。












第四話　……ゼロ、です。









　悪魔の外見はその魂たましいの本質を表す。

　六本の腕に六つの輝く眼。その姿形が表すは、その悪魔の持つ怪物然とした渇かつ望ぼうだ。

　腕には一振りの巨大な太た刀ちが握られていた。二メートルを超える身の丈を持つデジ・ブラインダーク。分厚い筋肉で包まれたその肉体をもってしても巨大としか表現できない象ぞう牙げ色いろの刃やいばはゼブル・グラコスの保有していた武具だ。

　三日月刀の刃が空を切り、床を切り裂く直前で止まる。

　刃を通して感じる運動エネルギーとそれを振りぬく膂りよ力りよく。強欲アワリテイアの能力の本質は奪だつ取しゆである。にも拘かかわらず、その身のこなしからは確かに研けん鑽さんされた武が感じられた。それこそがデジ・ブラインダークという悪魔が将軍級にまで至れた理由なのだろう。

　渇望を成し遂げるためになされた研鑽は、スキルに頼りきったレイジィ様とは正反対のもの。魔王と比べれば遙はるかに格下でしかなくとも、一悪魔として尊敬できる。

「きっきっき、悪かあねえが、やはり割にあわないねえ……」

　まるで試し切りでもするかのように刃を翻ひるがえし、デジが唸うなる。

　強ごう欲よくや嫉しつ妬とを司つかさどる悪魔は個人差が激しい。何を求めるのか、何に嫉妬しているのか。欲の対象が個々人によって異なり、その差異によってスキルの働き方が変化するためだ。

　デジ・ブラインダークはその中でも武具や宝具の類たぐいを欲の対象とするポピュラーな種類の強欲の悪魔だった。同時に、あらゆる戦場に姿を現し武功を積み上げた悪魔でもあった。間違いなくレイジィ軍の勇ゆう名めいの一端は彼の力によるものだ。

　デジがため息をつき、その容よう貌ぼうを歪ゆがめるようにして苦笑いを浮かべる。

「武具は命を預けるものだ。もっと気を遣えってんだ。なぁ、リーゼの嬢じようちゃん？」

「……まぁ、ゼブルの本領はあのスキルにより生み出した漆黒の刀でしょうから」

　その刃は恐らく、ゼブルにとっては大した武器ではない。事実、スキルによって生み出して見せたあの刀と比較すれば玩具おもちやみたいなものだ。

　ただ悪魔を嬲なぶるためだけに使う、そんな武器。

「スキルで生み出した刃はさすがに『簒さん奪だつ』できねえからなぁ。奪えても取っておけねえ」

　集めた武具を前回のゼブル戦で殆ほとんど食われたと聞いているが、デジの表情に悔かい恨こんはない。

　命あっての物種と納得したのか、詳細はわからないが、強欲の対象を奪うために命を失う悪魔も少なくない中、それは一つの強さといえるのかもしれない。

　ゼブル戦を終えてまだ日が経たっていないにも拘らず、新たに得た武器を使った訓練を行うデジに尋ねる。

「第三軍は壊滅ですか」

「きっきっき、将軍である俺だけが生き残ったのは皮肉としか言いようがねえなあ」

「大魔王様からはお咎とがめなしとのお言葉を頂いています」

「そうかい」

　会話をしながらも、刃が白の弧を描き旋風のように舞う。

　切り裂かれた空に発生した轟ごう音おんが数メートル離れたこちらまではっきりと伝わってくる。

　悪魔のスキルは一撃必殺と呼ぶにふさわしい程に強力だ。私の憤ふん怒どならば数十メートル離れた場所から悪魔を焼きつくす事すら可能だろう。だが、一方でスキルを使わない『武技』も疎おろそかにはできない。強力なスキルだけを持つ悪魔と強力なスキルと研鑽された武技を有する悪魔では後者に軍配が上がるのは自明の理。

　そして、武技は悪魔の存在の根底に根付くスキルとは逆に、後から身につけなくてはいけないものでもあった。故ゆえに、それを身につけた悪魔の数は少なく、武技を修めた悪魔は軍人として優秀な評価を受ける。

　数多あまたの戦場を駆け巡ってきた者程、己の肉体を操る術すべに長たける。例外はレイジィ様のようなスキル特化の化け物だけだ。

　結果的に第三軍は壊滅したとは言え、デジの動作は将軍としての、そしてゼブルを相手に粘ってみせた彼の力量を示していた。

「嬉うれしそうじゃないですね」

「敗北して嬉しい奴なんざいるわけがねえ」

　まるで鬱うつ憤ぷんを晴らすように、刃が轟音を響かせ、床を穿うがつ。訓練室の床、壁の全面に張られた結界が膂力だけで強く撓たわんだ。

　敗北。ゼブルの討とう滅めつは達成したとは言え、軍が全滅した以上、彼にとって敗北となるのか。

　悪魔とは欲望の化け身しん。格が高くなればなるほど我が強くなってくる。その訓練の様子はただの訓練とは思えぬ程に鬼き気き迫せまっていた。

　訓練室にはデジと私を除いて誰もいない。

　以前も考えていた事をデジに告げる。兵を率いる者として、一万年以上の時を生きる悪魔として知らぬはずのない事実。

「……そもそも、魔王を相手に魔王未満の悪魔を配するのは用兵として誤りです」

　魔王とは突出した悪魔だ。悪魔の中の悪魔。強力無比なスキル、それに裏打ちされた高い身体能力。特に相手が暴グ食ラともなれば、こちらの数を揃そろえた所で一瞬で喰くらわれるのがオチで、事実そうなりかけた。

　もしもデジが最初からレイジィ様を連れて行っていれば結果は異なったものになっただろう。

　デジは何が面白いのか、私の言葉に声をあげて笑う。

「きっきっき、リーゼの嬢ちゃん。渇望を満たすにゃ、時に馬鹿げたような事でもやらなきゃならねえ時がある」

　やはりわかっていたのか。それはそうだ。デジは恐らく私よりも長い事戦場にいるのだから。

　敗北必至の戦争に向かい、必然的に敗北した。だが、デジの表情に後悔はない。

　それは軍属ではあっても兵士ではない私にはわからない感情なのか。

「それが、前回のゼブル戦だったと？」

「結果は敗北だが、生き延びた。仲間を食われ、友を食われ、武具を食われた。手に入れたものは少なく、失ったものは多かったがそれはまた別の話だ。長く生きてりゃそういう事もある」

「達たつ観かんしてますね」

「欲のまま生き、死ぬのならば本望よ……きっきっき、大魔王様の手足、『黒くろの徒と』のお嬢ちゃんにもいずれわかるだろうさ」

　言い切ると同時に上腕筋に力を込め、大きく刃を翻し最後にピタリと止める。その象牙色の剣身、研ぎ澄まされた切っ先は天を向いていた。

　怪物が放つのは酷ひどく真剣な声。訓練場に響き渡る。

「それは悪魔デーモンの本能だ。俺もミディアの嬢ちゃんもそして、ハード・ローダーも変わらねえ」

「……」

　その眼にはただ、何かを決意している色があった。

　カノン様に忠ちゆう誠せいを尽くす身としては納得しがたい言葉ではあったが、同時に私も嘗かつて──カノン様に殺されること覚悟でレイジィ様を罰することを進言した事もある。反論なんてできるわけがない。

　デジは掲げた刃をそのまま強欲のスキルで異空間に収納した。戦闘訓練は終わりか。いや、新たに得た武具の使い心地を確かめていただけか。

　第三軍の生き残りは存在しなかったはずだ。一軍や二軍からメンバーを募って新たに三軍を編成する事になるはずだが、再編成には長い時間がかかる事だろう。

　『黒の徒』の任務はあくまで魔王の監視と補佐。

　私の任務はあくまでレイジィ様の監視であって、その配下の軍の動向の監視は優先度が一段階下がる。が、どこかそのデジの言葉に違和感を感じとった。

　特に注意していなかっただけで、何だかんだデジとも数年の付き合いがあるのだ。その程度の感情の機き微びを感じ取れる程度の付き合いは。

「第三軍の再編はいつするのですか？」

「きっきっき、再編は──」

　デジが腕を組む。その全身から漂う怖おぞ気けを感じる程の気配。

　邪気とも敵意とも呼べぬその気配に、一歩後あと退ずさった。

　刃のような歯が立ち並ぶ口こう腔こうを歪ませ、デジがにやりと笑う。




「しねえ」




「!?　な、何な故ぜ!?」

「『俺たち』は──敗北したんだ」

　再度デジが、敗北という言葉を使った。

　結果的にゼブルの討滅は成し遂げたはずなのに。

「リーゼ、あんた、怠たい惰だのレイジィの軍が今まで何度負けたか……知ってるかい？」

「何度……負けたか？」

　配属された際に調査は行ってきた。その情報の中には戦績も入っている。

　唇くちびるが震える。声が震える。私は眉まゆを顰ひそめ、デジを見上げた。

「……ゼロ、です」

「そうだ。絶対無敗のレイジィ軍。大魔王軍に所属する他の魔王の軍にここまで強え軍はいねえ。王であるレイジィの旦だん那なもそりゃ大たい概がいに化け物だが何より──所属する悪魔の覚悟が違う」

　数多の戦場を駆け抜け無敗。

　弱肉強食、欲望渦巻く魔界に於おいて尚なお敗北の記録なし。

　覚悟と言った。配属されたての頃から気づいていた。この軍は何よりも精強だ。将軍は勿もち論ろん、一般の軍属の悪魔の質がそもそも違う。グランザ・エスタードの軍を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで退けたデジの猛もう攻こうは今も記憶に新しい。

　魔王本人の動きなくして序じよ列れつ三位を達成した何よりも強き魔王の軍勢。

　デジがとつとつと続ける。その眼には狂気と欲が入り混じった光が宿っている。

「無敗記録はだがしかし、破られた。敵の強弱なんて関係ねえ、レイジィの旦那が討滅したという事実も関係ねえ。レイジィの旦那が強いのはレイジィの旦那の渇望の強さ故だが、レイジィ軍が無敗を誇っていたのは間違いなく──その総司令官が化物だったからだ」

　レイジィ軍総司令官。傲ごう慢まん独どく尊そんの二つ名を持つ傲慢スペルヴイアの悪魔。

　ハード・ローダー。

　鍛え上げられた痩そう身しんに怜れい悧りな印象を抱かせる漆黒の瞳ひとみ。そして、そこに渦巻く得体の知れない欲望を想起する。何物をも見下すその視線を。

「最強の軍はハード・ローダーの傲慢の顕けん現げんだ。俺もミディアの嬢ちゃんもそこそこできる悪魔だが、ハード総司令官はまさしく……レベルが違う。きっきっき、何故まだ魔王に至っていないのか、そういうレベルの男だよ」

　報告に赴おもむいた際にカノン様が言っていた言葉を思い出す。

『レイジィ兄様の軍には敗北を許さぬ男がいる』

　ハード・ローダーは総司令官。まずそもそも直接戦場に赴く機会は多くない。私がここに配属されてからも、ハード・ローダーが戦った所を見たことはない。

　にも拘らず、皆が囁ささやくその名には確信に近い評価がつきまとっている。

「俺の知る限り、傲慢独尊のハード・ローダーはずっとレイジィの旦那の片かた腕うでだった。レイジィの旦那には常にその男の名がついて回っていた。傲慢スペルヴイアを司っているにも拘らず──万ばん物ぶつを見下す傲慢を司っているにも拘らず──」

　壮絶な笑みを浮かべたまま、まるで独り言のように続けるデジの声がそこで止まった。

　その内容は支離滅裂で、第三軍を再編しない理由になっていない。

「……きっきっき、話しすぎたな」

「……いえ」

「まぁ、どのみち全すべてはハード司令官が戻ってからだ」

「……そうですね」

　軍のダメージは深刻だ。

　別にそれで防衛や進撃が不可能になるわけではないが、今後の対応については将軍級ジエネラル三人を集めて話し合う必要があるだろう。

　しばし影えい寝しん殿でんを空けていたハード・ローダーももう少しで戻るはずだった。

　薄い闇やみの中、ぎらぎらと光り輝くデジの六つの眼に、私はぞくりと肩を震わせた。



















第一話　誰かになれる









　それは害悪だった。




　生まれてから一度も得るものはなく、何も望まず、何も知らない。

　誰からも望まれず、知られず、生への渇かつ望ぼうすらもなく。

　大抵の悪魔が抱える原げん罪ざいすら抱けぬ生活。

　怠たい惰だも強ごう欲よくも色しき欲よくも憤ふん怒ども暴ぼう食しよくも傲ごう慢まんも何もなく、生きるに足る意味すらなく、意志もない。

　プラスを望む以前に、まずはゼロになる必要があったのだろう。




　私は、ただのマイナスの存在だった。




　知恵も力もない悪魔は弱肉強食の魔界ではただ座して死を待つ運命を与えられる。

　そして、そういう悪魔は決して珍しいものではなかったし、王都はもちろん地方都市でも溢あふれるほどに存在していた。

　だから、きっとそこから抜けだす事ができたのはただの偶然だ。

　他者に奪われる価値すらない悪魔は多いが、強しいて言うのならば私は運が良かったのだろう。

　その時から成長した今に至っても、その光景を忘れた事はない。

　引きずられる男がいた。だるそうな表情で何も言わずにただ為なすがままになっている男がいた。仕立てのよいビロードのような黒いマントが地面に擦こすられ、白く汚れていた。

　引きずる女がいた。道行く人が震え上がるような炎の如ごとき憤怒を振りまき、地面を踏み抜きながら歩く女がいた。ガンガンという長ちよう杖じようが地を穿うがつ音はまるで、黙っている女の代わりに其その怒りを叫んでいるかのようだった。

　私がいた。意志もなく、意味もなく、ただ道の端で偶然にそれを眺める私がいた。そして、私の隣で同じようにそれをただ眺める仲間たちがいた。

　男も女も私にも仲間にもただの一度も視線を向けず、ただ通り過ぎる寸前に──男の左手が伸びて私の身体からだ──食べるものも食べず、同年代の中でも貧ひん相そうで小さく軽い身体──を抱え込んだ。

　通りすがりに林りん檎ごでももぐかのような鮮やかな手つきで。

　仲間たちは私が連れ去られたのに何一つ声を出さなかったし、私も声を出せなかった。

　後から聞いたら、枕まくらが欲しかったらしい。何だそれ。

　そんな感じで、私は偶然に偶然が重なって、ただそこにあった手頃な大きさの枕という価値を求められ怠惰の王に拾われ、何の因果か『殺さつ戮りく人にん形ぎよう』のレイジィ・スロータードールズの軍に組み込まれる事になったのだ。

　ちなみに言うまでもない事だが、私を抱きかかえた時点でレイジィ様は既に寝ていた。

　その後の話はそんなに面白い話ではない。

　影えい寝しん殿でんに戻った後に、いつも使用している寝所の枕との生存競争に破れ、晴れてその地位を追われた私は、当時のレイジィ様を見張っていた監察官であり、『黒くろの徒と』の筆ひつ頭とうでもあったカノン・イーラロードの『いつの間にそんな汚いもの持ってきたんだ！』のあまりにもな声にやられ、焼却処分される所をレイジィ様の『よは』をこの上なく好意的に勘かん違ちがいしたメイドのローナに助けられることになった。

　気づいたらお人形が着るような綺き麗れいな服を着せられ、決して『おかわり』なんて面倒なことをしないレイジィ様が万が一『おかわり』をした時のために作られた食事を無理やり詰め込まれ、私はようやく思考が追いついたのだった。

　あれ？　なんだこれ、と。

　悪魔の渇望は自分で決定するものではない。強い欲望によって自動的に得てしまうものだ。

　複数得ると欲望が濁にごり、悪魔のクラスの成長が遅くなる。だから、悪魔は大抵の場合、自分の追い求める欲望以外のそれを抱かないよう無意識に調整している。

　余分な欲を求める余裕がなく、生きているだけで奇跡だった最底辺の悪魔が、生存するに足る環境を与えられ、ようやく思考を巡らせる余裕を得てまず第一に抱く強い渇望とは何か。

　強い感情とは何か。

　それは、救ってもらえた事に対する安あん堵どでも、幸福を感謝する貞てい淑しゆくな祈りでも、残された仲間たちを憂うれう自己満足な気持ちでもない。

　当たり前の話だが、決して『色欲ルクセリア』なんかでもない。




　それは即すなわち──嫉しつ妬と。




　今まで当たり前の生活を当たり前のように享きよう受じゆしてきた一般的な悪魔に対する強い妬ねたみの心。

　魔王に迫る強力な魔力と烈火を形にしたような美び貌ぼう、大魔王の娘として生まれ、エリートである『黒の徒』の筆頭を務めるカノンに対する嫉妬。

　代々レイジィ様に仕える家に生まれ、高度な教育を受け、そのためだけに技を、力を磨いてきたローナに対する嫉妬。

　怠惰の王の片かた腕うでとして軍をまとめ、ありとあらゆる力を優ゆう越えつし、王の威い光こうを至高のものとしたハード・ローダーに対する嫉妬。

　この世の何もかもを羨うらやみ妬み、思考する。

『できることなら代わりたい』と。

　それこそが私の司つかさどる『嫉妬インヴイデイア』の原罪にして存在理由。

　何も与えられなかった故ゆえにありとあらゆるものを妬み成り代わろうとする、




『暴グ食ラ』よりも昏くらく

『強欲アワリテイア』よりも欲深く

『憤怒イーラ』よりも激烈で

『色欲ルクセリア』よりも移り気で

『怠惰アケデイア』よりも意味がなく

『傲慢スペルヴイア』よりもたちの悪い




　ただの醜みにくい『嫉妬インヴイデイア』に他ならない。




　だが、私はそれを得た瞬間に思ったのだ。

　ああ、これでようやく、生きる意味ができた、と。

　これならば、誰かになれる、と。












第二話　幻想魔影









　身体からだが重い。消しよう耗もうした魔力はある程度回復したが、体調は最悪だった。

　重しでもつけられたかのようにずっしりと重い腕を掻かき抱く。

　嫌な夢を見た。もう数百年も前の夢。まだたまに見るその夢は、私の渇かつ望ぼうそのものを指しているといえるだろう。

　手を無む造ぞう作さに開閉し、感覚を確かめる。

　身体だけでなく、頭も重い。今起きたばかりなのに、今にも意識が闇やみに飲み込まれてしまいそうだ。

　脳のう髄ずいにずきずきと感じる鈍い痛みにとっさに額ひたいを押さえる。

　ゼブル戦の影響がまだ色濃く残っていた。魔力、体力だけでなく、何よりも精神の消耗が激しい。

　背中から生えた悍おぞましい紫の触しよく手しゆとその生えそろった鋭い象ぞう牙げ色いろの牙きば。そして何より──最後に使った、その悍ましいまでの食欲、その二つ名である悪あく食じきを顕けん現げんしたような大地に生えた巨大な口。

　極めて強力で、そして忌き避ひすべきその渇望は余りに鮮烈で、刺激が強すぎた。思い出すだけで身体が震える。

　どうしてあれの前に立っていられたのか、今となっては生き延びたその事実が奇跡のようにしか思えない。

「将軍級ジエネラルなんて言っても……まだまだ、か」

　私以外誰一人いない寝室の中、自分のものだとは信じられないくらい掠かすれたか細い声が喉のどから出た。

　拾われてから今までの間、さぼっていたつもりはない。

　魂たましいを研けん鑽さんした。武技だって磨いた。軍人になる意志は誰から押し付けられたものでもない、間違いなく自分のものだ。だけどそれでも、追いつかない。追いつけない。

　ゼブルの見せた苛か烈れつなまでの食欲と、そしてレイジィ様の見せた奈な落らくのようなあの眼め。自分とは立つステージが違うとさえ思えてしまう。

　あれは私と同じ悪魔ではない。

　努力や訓練などでは決して埋めようのない差。そもそもの発生した時点で存在する格の差。

　彼ひ我がに感じる差は私が後数万年生きた所で埋められるわけがないと、そう実感させられる程のものだった。




『今のまま』ならば。




　嫌な夢を見た。ここに来る直前の夢。全すべての始まりの夢。あらゆる全てが羨うらやましく妬ねたましかった、マイナスの頃の夢。

　悪魔としての階位が上がるにつれて見なくなっていた夢。それを今になって再び見たのは、それが再び私にとって必要なものになったからなのかもしれない。それはまさしく、私の渇望そのものなのだから。

　まだまだ身体は睡眠を欲していた。それを撥はね除のけ、ベッドの上に上半身だけ起き上がる。窓のない、よく言えば静せい謐ひつな、悪く言えば閉へい塞そく的な寝室。

　天てん蓋がい付きのベッドに、高級木材で作られたシックな家具。レイジィ軍でも三人しかいない将軍である私にはそれなりの俸給が約束されている。

　デジなんかは魔道具の類たぐいを買い集めているらしいが、生まれが生まれのせいか物欲の薄い私は何かを買うということも殆ほとんどなく、部屋の中には余計なものもなく閑かん散さんとしていた。ストイックと評されている事は知っている。が、正確には違う。私は心の底から知らないだけなのだ。豊かである、という事を。

　冷たい空気が鼻び孔こうから入り、淀よどんでいた思考を冷やす。ため息が出た。

　昔から静寂は友だった。路ろ傍ぼうの片隅で生きていた頃も、周りに仲間はいても彼かれ等らは私の事を手助けしてくれず、そして私が彼等の事を手助けしたりもしない。欲望渦巻く魔界の落らく伍ご者しやとは、金も力もない、何よりも欲がない、路傍の石ころと何ら変わらない。多数の中で感じる孤独程、静寂を感じさせるものはない。

　全身を覆う静謐で重い空気はレイジィ様の張り巡らせた『混沌の王領アビス・ゾーン』の魔力によるもの。怠惰アケデイアの魔王の魔力は私によく馴な染じむ。そして、その空気はどれだけの時を経ても何一つ変わっていない。

　壁に掛けられた鏡の中の私は憔しよう悴すいした表情をしていた。私を知らない者の眼めからみてもきっと、明らかにわかるくらいに。

　頰ほおが薄うす墨ずみのように黒く汚れている。右手を頰に当て、それをゆっくりと親指で拭ぬぐう。

　親指の先に黒の汚れが付着していた。鼻を突くような独特の刺激臭。

「……はぁ」

　悪魔や天使は魂から成る存在。精神の揺らぎが直じかに肉体に反映される。気分は悪いが文句を言っている場合でもない。

　未いまだジクジクと痛む頭を左右に振り、汚れのついた指先を無造作に口内に入れる。

　舌の先に感じる指は血の味がした。





　　　＊＊＊＊＊






　ミディア・ルクセリアハートは幸福だ。

　そう思い込もうとしたことがある。少なくとも、私と同じ立場だったのに、転がっていた位置が僅わずかずれていただけで掬すくい上げられなかった仲間たちと比べたら、随ずい分ぶんとマシだと。

　だが、思えなかった。実感できなかった。

　レイジィ様の威い光こうを借り、色欲ルクセリアの魔王に拝はい謁えつし、その名の一部、『ルクセリアハート』を頂く栄光に与あずかった時も、悪魔の中でも魔王に次つぐ将軍級ジエネラルクラスの力を手に入れた時も、満たされなかった。

　嫉妬インヴイデイアは底のない渇望。

　気づけば当時はその存在すら知らなかった遙はるか高みに立っていたが、上を見れば彼ひ我がの差さえ想像できない至高の存在がいる。

　富とみ、名誉、力、いくら得ても満たされない、満たされる気配すらない渇望。

　忘れていた。

　いや、違う。忘れようとしていた。この身内に潜むどろどろとした醜みにくい感情を。

　自らの中に存在する嫉妬インヴイデイアのスキルツリー。その渇望と縁を切れるわけがないというのに。

　全身鏡の中にいるのは無愛想な、まるで能面のような表情をしている自分。

　痩こけていた頰は適切な栄養を取ったことにより回復し、ぼさぼさだった髪も整えられているが、手足や首から肩にかけてのラインは今にも折れそうな程華きや奢しや。ローナなどの根っからの色欲ルクセリアと比較すると丸みの乏とぼしい身体はいくら『嫉しつ妬と』した所でそのものに成り代わる事などできないのだと私に囁ささやいているかのようだ。












　身を包むピンクのベビードールは半分透けており、豊満とは程遠い自身の身体の線をはっきりと映し出している。きっと、ローナなどが着れば扇せん情じよう的てきな光景になっていたのだと思う。

　毎日鏡の前に立つ事。

　かつて拝謁した色欲ルクセリアの魔王、『魅み了りよう』のリリス・ルクセリアハートのアドバイスである日課を欠かしたことはない。

　既に討とう滅めつされてしまったが、彼女は美しくそして──同性である私から見てもぞっとする程に魅力的な魔王だった。他者を妬み害する嫉妬インヴイデイアの悪魔は七つの渇望の中でも暴ぼう食しよくとは別のベクトルで忌き避ひされる。

　にも拘かかわらず、彼女は私を受け入れ、自らの名まで与えてくれた。いつかその名が私の本質を示すようになる事を願って。

　色欲に嫉妬するのならば形から入らなくてはと方法を教えてくれた。ベビードールも、日課も、そしてその名も、それどころかスキルすら与えてくれた。

　彼女が自らの死を予期していたのかどうかはわからない。感謝はしている。そこまでされても、私の嫉妬は満たされなかったけれど。

　寝間着として利用しているベビードールを脱ぎ捨て、服を着替える。

　スイッチを切り替え、仮面を被かぶる。膨ふくれ上がり抑えきれなくなった嫉妬を押し込め、自身の望んでいるはずの『色欲ルクセリア』に。

　ゼブルに一いつ張ちよう羅らを溶かされてしまったけれど、予備はあった。白くひらひらとしたローブ。色欲ルクセリアの得意とする夢む幻げんを最大限に活いかせる衣装。

　いつもならば着替えているうちに気分が切り替わるのだが、まだ疲れが残っているせいか、膨れ上がった嫉妬のせいか、あのハード・ローダーと相対しなくてはならないせいか、気持ちが沈んだまま、私は姿だけ『幻げん想そう魔ま影えい』のミディアになった。

　レイジィ様の軍を統率するたった三人の司令官の一人。

『幻想魔影』のミディア・ルクセリアハート。レイジィ様の御おん身みを、そして影寝殿を守護する誇りある第二軍の将。天使だろうが勇者だろうが、悪魔だろうが、近づくものを尽ことごとく退ける。

　姿形を取り繕つくろえても、顔色は化粧で誤ご魔ま化かせても、その眼の色だけは隠せない。ぎらぎらと何かを求め彷徨さまよう深紅の瞳ひとみだけは。












第三話　また会いましょう









　レイジィ様の下には常にその男がいた。

　軍に所属する悪魔というのは基本的に好戦的だ。私がレイジィ様の元に来る前からいて今も残っている者はローナとその男くらいしかいないだろう。そして、ローナは軍人ではないので厳げん密みつに言うのならば、軍に残っているのはたった一人という事になる。

　傲ごう慢まん独どく尊そんのハード・ローダー。

　冷静で冷徹でそして同時に激しい業ごう火かのような攻撃性を持つ男。

　レイジィ様と相反する性質を持ち、しかし私が発生する遙はるか昔から怠たい惰だの王に付き従う男だ。

　その怠惰故ゆえに行動的でないレイジィ様を今の地位までのし上げた、自他ともに認める立役者でもある。敵対するあらゆる種を討ち滅ぼし、時には自軍をさえ牽けん制せいしその威い光こうを広めた男。傲慢スペルヴイアの名に相応ふさわしい圧倒的なまでの自負とそれを裏打ちする実力。レイジィ様配下の軍の殆ほとんどはレイジィ様ではなく、実質ハード・ローダーの元に集っているとさえ言える。

　勿もつ体たい無い、と評した魔王がいた。貴様程の傲慢スペルヴイアが怠惰アケデイアに仕えるのは理解できない、と。

　その魔王は殺された。魔王殺しの将軍ジエネラル。対象を『優ゆう越えつ』する傲慢スペルヴイアの能力ならば不可能ではなく、しかし滅多にあるような事でもない一種の偉業の類たぐい。

　武功だけが知れ渡り、その本性を知る者は多くなく、しかし皆が口を揃そろえて述べる、レイジィ様の評価にはその男の名がついてまわる。

　会議室の内部には張り詰めた空気が漂っていた。私もそしてデジも、何一つ口を開けない。

　まるで地面に落ちていた生ごみでも見るかのような冷たい瞳ひとみがこちらに鋭い視線を下ろしている。

　奈な落らくの底のような黒の瞳をした眉び目もく秀しゆう麗れいな男だ。まるで王のように深く腰をかけ、脚を組んで私たちを睥へい睨げいする様は、確かに王の姿だった。レイジィ様とこの男を二人並べれば十人に十人がこの男を王だと判断するだろう。

　同時に、その渇かつ望ぼうに従い悠ゆう久きゆうの時を自身を鍛えあげることに費やした生きつ粋すいの武人でもあった。

　ハード・ローダー。怠惰の片腕。傲慢スペルヴイアを司つかさどる悪魔。

　レイジィ軍で最強を誇る男がため息を吐つく。

「やれやれ、二人も司令官が出てなんてザマだ……レイジィ様のお手を煩わずらわせるとは……情けない」

　その言葉に、先ほどから断続的に痛みを訴える頭がさらに強く痛んだ。

　それは、決して、傲慢なこの男に対する怒りではなく──

「いやいや……あのゼブル・グラコスはカノン様の配下でも有数の強力な魔王……魔王抜きで討とう滅めつするには荷が重い相手です」

　レイジィ様を引っ張ってくるという恐ろしく無礼なマネをしたカノンの側近、リーゼが窘たしなめるように言う。その傲ごう岸がん不ふ遜そんな手段によって私たちは助かったのだから、私には何も言えないが……。

　治まる気配のない脳の奥から感じる刺すような痛みを宥なだめるように額ひたいを撫なでた。痛みに乱れた思考、その奥底から汚れた泥のような欲望が鎌かま首くびをもたげる。まるでさっさとその渇望を遂げよとでも言っているかのように。

　ハードは大魔王の使者を前にしても微み塵じんも揺らぐ気配はない。

　逆に、その視線に苦々しい表情を浮かべ、はっきりと述べた。彼の言葉は常に自信に満ちている。

「ふん……それは凡ぼん百びやくの悪魔ならば、の話だろう。仮にも偉大なる怠惰の王の軍を統率する者として、あまりに無様だ、と僕は言ってるんだ。リーゼ・ブラッドクロス」

「……よくもまあ、そこまで大口叩たたけますね。一人だけ出撃しなかった癖に」

「そうだな。確かに、ここまで使えないとは思えなかった。次に魔王が攻めてきた際には僕が一人で出る事にしよう」

　忌々しげな、憎しみさえ感じさせる言葉。

　ハードの表情には何一つ冗談を言っている色はない。将軍級二名を含んだ軍がたった一人の魔王に敗北したというのに、その眼めには全く焦り、緊張がなかった。

　ただただ、優雅に。何よりも傲慢に。

　傲慢スペルヴイアの悪魔は強い。

　現に、魔王に至る悪魔のうちのおよそ七割は傲慢スペルヴイアの悪魔だと言われている。

　敗者は糞くそにも劣り、勝者は神に等しい。そして、自身は神をも超える。

　それが、傲慢スペルヴイアの原げん罪ざい。弱きに強く、強きに弱い酷ひどく不安定な悪魔。それでも、最も強力とされる悪魔。

　彼らが求めるものは結果のみであり、過程がどうあれ敗北すれば貶おとしめられる。

　それはその他の渇望と同様に、強ければ強い程にその傾向に傾く。

　円卓を囲んでいた四人のうちの最後の一人──その収集品のほとんどを失い、軍まで失った一番の被害者であるデジが傷だらけの魔剣セレステを検分しながら言う。強欲にとってその事実は自らの身が引き裂かれるような苦痛だったはずだが、その表情は私程憔しよう悴すいしていない。

　その声色も平時と変わらない。

「……だがなあ、ハード司令官。リーゼの嬢じようちゃんの言うとおり、悪あく食じきのゼブルは魔王の中でも別格、ありえないくらい巨大な力を持ってたぜ？　いくら傲慢不遜のハード司令官と言えども、奴を『優越』するのは難しかっただろうさ」

「それは君の今まで仕えてきた魔王の中でも、ということか？」

「きっきっき、ああ。あれよりも強力な存在と言われたら……レイジィの旦だん那なと大魔王様くらいしか思いつかねえなあ」

　デジの眼がこれまでの経験を想起しているかのように天井を見つめている。

　古き悪魔であるデジの言葉には説得力があった。

　そして、悪食のゼブル・グラコスは間違いなく私が出会った中で三指に入る凶悪な魔王だった。其その魔力もスキルもあり方も並の悪魔では足元にも及ばない絶対強者。一万年以上前の天界との戦いで天兵を食らったという噂うわさもただの噂と笑えなくなるくらいの『暴グ食ラ』。

　実際に眼で見ないとわからないその凶暴性。嘗かつて出会った色欲の魔王と比較しても遙かに高い。あれはまさしく上位の魔王、カノン・イーラロードと比較しても何ら遜そん色しよくのない悪魔の王だ。

　事前に知っていたらたとえ千人いても挑もうとなど思わなかっただろう。

　私にあれだけの力があったら──。

　意味のない思考が頭をよぎり、砂時計から刻ときと共に砂が落ちていくように、私の精神の奥底で泥のような何かが溜たまっていく。

　あまりのその重さに酷い目め眩まいがする。情動が、衝動が、渇望が抑えきれない。

　これが司令官に就任してから初めての敗北だったのも原因の一つかもしれない。第二軍は護衛の軍。表に打って出る軍ではないのだ。

　しかし、何よりもこの思考を焼きつくす黒い欲望が抑えきれないのは間違いなく──。

「ふん、だが我が主あるじはいとも容易たやすく討滅せしめたらしいじゃないか」

　──レイジィ様の持つ絶望的なまでの黒き魂たましいを垣かい間ま見みてしまったが故。

「きっきっき、まぁ、さすが第三位としかいいようがねえなあ。レイジィの旦那は──化け物だな。悪食の王が完全に手玉に取られていた。なんたって旦那は……ほとんど動いてすらいなかったからなあ」

　デジの言葉に、先日の魔王とレイジィ様との戦いが脳内で想起される。

　自身の矮わい小しようさが知れる。ちょっとばかり強くなったと思っていた自身の余りの矮小さが。

　どうして私は未いまだこんな状態にあるのか。何な故ぜ、レイジィ様はあそこまで強力な力を持っているのにこの身は未だ将軍級ジエネラルの位階に留とどまっているのか。

　自身より高き者を見たことによる向上心？　否、これが、この感情がそのような前向きな欲求のわけがない。

　この感情は──嫉しつ妬と。羨うらやみ。無責任な嫉妬の炎に魂が焦げそうだ。

　一体私は何が欲しいのか、何になりたいのか、何が羨ましいのか。

　感情を蝕むしばまれるような痛みを我慢する私を他よ所そに、ハードが、知ったふうな顔──鋭い傲慢な瞳でその言葉に頷うなずく。

「……ふん、怠惰のスキルは、動かなければ動かない程強くなるからな……レイジィ様らしい選択だ」

「多分、あの男はそんな事考えてないと思いますが……」

　リーゼの挟んだ言葉を無視し、ハードがデジの方を向いた。

「他に主はどんなスキルを使用したのか、教えてもらえるかい？　デジ」

　果たして、何故ハードは傲慢を未だ保てるのか？

　この男もこの男で謎なぞだ。太たい古この昔から怠惰の王に仕える事のできる傲慢。そんな存在あるわけがない。レイジィ様に、何にも興味を示さないレイジィ様に傲慢のプライドが満たせるわけがない。

　ここにいるだけで、遠い寝室におられるはずのレイジィ様の魔力を痛いほどに感じる。この力の量、質はともに間違いなく悪魔には届かないステージにあった。将軍級ジエネラルの私や──私よりも強いはずのデジやハードと比較しても、その差は恐らくは十倍や二十倍じゃない。

　怖おぞ気けと同時に羨せん望ぼうを感じる程の力。本来、分野が異なる私の嫉妬が刺激される程の力を前にして尚なお、ハード・ローダーは平静。

　実際にその力を確認したからこそ、その態度の異常性がわかる。

「きっきっき、さすがの俺でも全すべてわかったわけじゃねえなあ。リベルの奴も食われちまったし……」

「……探求のリベルが食われたのか……目をつけてたんだが……ふん」

　ハードがくだらないとでも言うかのように一度目を閉じた。

　死を悼いたむものではない、その眼を、表情を、仕草を見ても、デジの表情は変わらない。

　リーゼの表情が曇っても、リベル・アイジェンスという盟めい友ゆうだったらしい男を失ったデジの表情は変わらない。

　それは、天界との戦争すら生き抜いた古参の悪魔であるデジの強さなのだろう。

　三人の司令官の中では私が一番若い悪魔だ。悪魔は基本的に年を取れば取るほど渇望を深め、強くなる。デジは一万年前の天界との戦争を経験しているというし、ハード・ローダーについては言わずもがな。

　レイジィ様程ではなくても、彼我に感じる差は嫉妬を煽あおるに十分なものだ。物理的な研けん鑽さんの年月の差。経験の差。

　──その強さが、ただただ妬ねたましい。

　──それが、ただただ妬ましい。

　震える腕を強くつかむ。その感情は決して今爆発させてはいけない感情だから。

　デジは、ハードの言葉にすぐには応こたえず、セレステの炎の剣身を鞘さやにしまうと、異空間に格納した。上位の魔剣は生きている。些さ細さいな罅ひびならば自動的に修復される。

　腕を組み、デジの視線がハードの方に向けられた。

「俺が見たのは……重力を上げるスキルと、瞬間移動のスキル……後は正体不明の、ゼブルをふっ飛ばしたスキルくらいだなぁ」

「……ふん……随ずい分ぶんと出し惜しんだものだ」

　デジの言葉に、ハードが顔を顰しかめてため息をつく。それは傲慢の悪魔には本来浮かばない類の感情だった。

　テーブルの上に肘ひじをつき、思考の海に沈むように顎あごに手を当てるハードの姿は遠目に見てもそのまま絵画にできる程にできた画だった。

　器用に六本の腕を組んでデジが訝いぶかしげな顔で尋ねた。

「出し惜しんだ……？　とてもそうは見えなかったが……」

「……ふん。僕の知っているレイジィ様の力はその程度ではない。そもそも、その名の由来である『虐殺人形スロータードール』を使用していないではないか」

「きっきっき、確かになあ。だが、如い何かな旦那といえど、人形程度でゼブルを討滅できるたあ思えねえ。現に、俺が頂いた人形はばらばらにされて食われちまった」

「……貴様の人形と一緒にするな。レイジィ様の本来の虐殺人形スロータードールは……至高だ」

　ハードが嗤わらう。デジをリーゼを私を。

　冗談を言っている気配はない。唇の端が僅わずかに持ち上がっている。

　誰よりも長くレイジィ様に仕えてきた男。レイジィ様についての情報を誰よりも持っているのだろう、それは恐らく、ハードにしかわからない事実だ。

　そして、ハードが信じられない言葉を出した。

「……ご本人よりもな」

「は？　……いくらなんでも人形が本体よりも強いなんてありえねえだろ？」

「……ふん。並の悪魔ならば、な」

　虐殺人形スロータードールのスキルは怠惰アケデイアの魔王が持つスキルであるが、現在、使用できることが確実にわかっている怠惰の魔王はレイジィ様のみ。前例は殆ど無い。

　噂には聞いていた。悪魔を狩る悪魔に似て非なる存在の噂。一種の都市伝説、戦場でのみ語りつがれる伝承ゴーストロア。

　実際に扱う魔王がいる以上ただの伝承ではないとは思っていたが、いくらなんでも魔王を超えた力を持つ存在を作れるというのは常識の範囲外だった。

『あれ』以上の魔王が量産されたら魔界の統一など容易いだろう。

　リーゼがまるで、顔に噓うそとでも書いてあるかのように、驚きよう愕がくの表情でハードの顔を見つめる。

　ハード・ローダーは正気だった。少なくとも、傲慢ではあってもその力は確かで、スキルだけでなく知性、カリスマを確かに備えている。そうでなくては、最も人数の多い第一軍を、ひいてはレイジィ軍の全てを率いることなどできない。

　デジだけがただ面白そうに獰どう猛もうな笑みを浮かべ、その言葉を聞いている。古今東西の宝具を集めるその性質から思う所があるのか。

　笑みを浮かべたまま、とんとんと小気味良く机を人差し指で叩きながら、冗談とも本気とも取れない言葉をハードに放った。

「きっきっき、それが本当なら、凄すげえなあ。是非とも、もう一体ほしいねえ。だがまぁ、そうだったとしても……今回の相手は旦那に傷を負わせるレベルの魔王だぜ？　原罪のスキルも持たない人形じゃあ荷が重いと思うがね」

　その瞬間、ハードが目を大きく見開いた。がたんと音をたて立ち上がりかける。

　かっと開かれた瞳。魂を震わせる程の感情の発はつ露ろ。闇やみのような眼の中に、私は確かにハード・ローダーという男の本質の一片を垣間見た。

　激情ではあっても、憤ふん怒どではない。それは言うなれば忘ぼう我が、驚愕。常に万ばん物ぶつを取るに足らない事であるかのように振る舞うハードという男の初めて見せた表情に、ぞくりと背筋を震わせる。

　ハードはその変わりように呆ぼう然ぜんとする私たちに気づく様子もなく、身を乗り出して、デジを強い視線で睨にらみつける。

「……馬鹿な……レイジィ様が傷を負った……だと!?」

　怠惰の悪魔は確かに防御力が高いが、ダメージを受けないわけではない。

　罵ば声せいにも似た勢いの詰きつ問もんに、デジが圧おされていた。

「……あ、ああ。まぁ、ほんの少し血が出たくらいだったし、すぐに治ったけどなあ」












「……十分だ……そうか、堕落のレイジィに傷をつけたか。悪食のゼブルが……。ふん、なるほどな……」

「何かおかしな事でもあるんですか？　如何な魔王といえど、相手が魔王では傷くらい負うでしょう。……目の前に連れてった時に泣き事言ってたし」

　ハード・ローダーの眼の光が、感情の発露が噓のように収まっていく。

　リーゼの問いに、ハードがため息をついて椅い子すに深く腰を掛け、背にもたれ掛かった。

　何か考えがあるのか、宙に視線を彷徨さまよわせる。

「……ふん、それはいつもの事だ。だがまあ、怠惰のレイジィを僅かなりとも傷つけられる者など……二千年ぶりだな。そうか……レイジィ様が、な……」

「二千年……二千年前にもいたんですか？」

「ああ……貴様もよく知っている相手だ。だが……まぁいい」

　会話を終えたとでも言うかのように、何気ない動作でテーブルを右手で叩く。

　音が爆発した。漆黒の石材でできたテーブルがびりびりと震え、部屋全体が震える。

　ハードがゆっくりと席から立ち上がった。

　レイジィ様と同様の黒髪黒眼。しかし、レイジィ様とは異なる、戦うための筋肉のついた軍人の肉体。鍛え上げられた傲慢の悪魔の身体。

　その身体から放たれる押さえつけられるような圧迫感──傲慢スペルヴイアの魔力が一気に密度を濃くする。

　本能が警けい鐘しようを鳴らす。

　極寒の視線が私とデジを睥へい睨げいした。身体がこわばる程の世界を侵食する力。

　それは、その視線に込められた感情は確かに──敵意に限りなく近い感情。

　リーゼが驚愕に眉まゆを歪め、立ち上がる。もし派遣されてきた直後だったら、激怒していただろう。最近憤怒を制御する事を覚えたらしく、滅多に部屋も焼かなくなっている。

「ちょ……まだ……」

　それでも上げかけたリーゼの抗議の声を完全に無視し、ハードが私とデジを見下ろした。

　審判が下される。

「……ふん。結果的には問題なかったとはいえ、無様の代だい償しようは払ってもらうぞ。追って沙さ汰たを言い渡す。楽しみにしておけ」

「きっきっき、せいぜいお手柔らかに頼むぜえ」

「……ふん」

　最後に私にはっきりと侮ぶ蔑べつの視線を投げつけると、纏まとった闇色の外がい套とうを翻ひるがえし、会議室から出て行った。

　大きな音を立てて扉が閉まる。全てを押しつぶすような気配が消える。

　た、助かった……死ぬかと思った。いや、死んでもおかしくなかった。いつものハード・ローダーならば、傲慢独尊ならばそうしていたはずだ。

「な、あの男……いくらなんでも自軍に対しての態度じゃ──」

　リーゼが憤慨したように言った。ちらちらとその髪が紅ぐ蓮れんの燐りん光こうを纏う。

　その言葉は正しく、しかし同時に間違えている。

「きっきっき、リーゼの嬢ちゃん、若いな。傲慢の将なんてあんなもんだ。むしろこの場で処刑されなかっただけ……俺たちの運はまだ残っているという事だぜ」

　デジがにやりと嗤わらって立ち上がる。

　そうだ。

　運。幸運だと思ったことはなかったが、今のこの状態は間違いなく幸運だ。

　まさかあの男が手を下すのに時間をかけるとは。それに、あの眼に灯ともっていた激情の光は──

　唇が、口内がからからに渇いていた。唇を開く。出た声もまた、乾いたものだ。

「……様子がおかしい」

　常に王のように振る舞うあの男が感情を乱す所など見たことがない。常に平静に虫けらのように敵を踏み潰つぶすあの男が感情を乱す所、など。

　私の言葉に答える事なく、デジの六つの瞳が私を見た。

「ミディアの嬢ちゃん、俺は──この軍を抜ける事にする」

「……そう」

　その言葉は、ある意味私の予想通りであった。

　デジはこんな姿をしていても、理性的な悪魔だ。その渇望が、欲が、人ではなく物に向かっている時点で他の悪魔よりよほどマシ。第二軍と第三軍、同じレイジィ軍の司令官として劣等感にも似た感情は持っていたが、それとこれとは別の話。

　リーゼにとっては予想外だったのか、その言葉を聞き驚きの声をあげる。

「なっ……本気ですか？　デジ」

「ああ……このままここにいたらハード総司令官に処分されちまうからなあ。怠惰のレイジィの片腕、傲慢独尊……きっきっき、厄介な事だ」

　デジの言うとおり。あのハードの様子からどのような審判が下されるかは予想がつく。

　私とデジはそれなりの期間、ハードと戦場を共にしてきているのだ。

　リーゼが激高に近い調子でデジに叫ぶ。

「馬鹿な……司令官の貴方あなたにそんな事が許されるとでも？」

「許されるだろうさ。なんたって、俺の渇望は──別にここにいなきゃ満たせねえ類のものじゃねえ。嬢ちゃんやハードはどうだか知らんがね」

　それに対してデジの答えは簡潔だ。

　即時決断の判断力。否、きっとレイジィ様の手を煩わせた時点でデジの中では決定していたに違いない。

　デジの言葉は的を射ている。デジの渇望……宝具や武具を対象とする強欲アワリテイアの渇望はどこの軍に参加しても満たせる類のものだ。デジがレイジィ軍に入ったのは宝具が手に入りやすいからというただそれだけの理由。

　デジ程の実力ならば、どこの魔王の配下になっても評価されるだろう。ましてや、ゼブルに恐ろしいと言わしめた魔剣まで持っている。前回は相手が悪かったが、低位の魔王くらいならば滅ぼせるかもしれない魔剣を。もしかしたら、魔王の傘下に入らなくても生きていけるかもしれない。

　そして、後者も的を射ていた。

　私の渇望は──『嫉妬インヴイデイア』は、レイジィ様の元に来て得た渇望。

　きっと──ここで無くては満たせない。

　頭痛が止まらない。欲望が私を急せかせる。まるで堰せきを切ったように燃え上がる感情。

　気づかないようにしていた反動が、色欲を模も倣ほうして満たしていた事にしていた反動が今まさにやってきたかのよう。

　終わりだ。もう終わりだ。この渇望を私はもう抑えきれない。

　デジは引き際を知っていた。だからこそ、天界との戦争も生き延びたのだろう。

　鋼のように鍛えあげられた肉体、理性、思考、渇望。ああ、その全てが──羨ましい。

　脳が針でかき回されたかのように痛いのに、何故か意識は鋭えい敏びんだ。

　きっきっき、と聞き慣れた声でデジが笑う。そして、私が考えもしなかった言葉を出した。

「きっきっき、一応、同じゼブル戦の生き残りとして聞くぜ？　嬢ちゃん、俺と一緒に抜けねえか？」

「何……それは──」

　予想もしなかった誘いに言葉が途切れる。

「渇望を満たせるのは一箇所じゃねえ。きっきっき、嬢ちゃんは若い。ハードに処分されるよりはまだましな人生が送れるはずだ……」

　リーゼが慌ててデジと私を交互に見た。監察官として、魔王の軍の戦力の下落は彼女の失点となる。

　大魔王の憤怒イーラは彼女に向くだろう。たとえ本人のせいじゃなくても、竜の逆げき鱗りんに触れるようなものだ。いや、カノンの憤怒は竜よりもさらに恐ろしい。

　カノンはレイジィ様と縁が深いから、果たしてそうなった結果、何が起こるのか私にも予想がつかない。

「……私がハード・ローダーに取りなしましょう。大魔王様の戦力を減らすわけにはいかない」

　再び説得を試みるリーゼ。だが、彼女は知らな過ぎる。ハード・ローダーという男の事を。

「きっきっき、嬢ちゃんの提案はありがたいが、そりゃ無理ってもんだ。ハードは……嬢ちゃんの憤怒より強え。なんたって奴は俺がまだ凡百の悪魔だった頃──太古の昔から生きている悪魔だ。傲慢スペルヴイアの『優越』のスキルは長く生きれば生きるほど強力になるからなあ」

「私の命令は大魔王様の命令、私の言葉は大魔王様の言葉です。それでも聞かないと？」

「そんなの知らねえよ」

　デジが無責任に言い捨てた。

　聞かない。ハードは間違いなく聞かないよ。だって、傲慢だもん。

　リーゼの呆然とした視線を他所に、デジが続ける。

「……だが……嫌な予感がする。きっきっき、もう奴をただの悪魔だと考えない方がいい。これは……年上からの忠告だ」

　忠告は素直にありがたかった。どのような意図が裏側にあるにせよ、その言葉は私のためを思ってのことなのだから。

　ああ、そうだろう。その言葉は事実なのだろう。私がここに残れば近いうちにハード総司令官に処分されるというのも間違いないのだろう。そんなことはわかっている。

　だが、しかし、それでも──私にはまだここにいる理由がある。いや、あるはずだった。

　心を決める。いや、既に決めていた。私は──嫉妬の悪魔。まだまだ果ては見えない未み熟じゆく者ものだが悪魔としてのプライドもある。それもまたここに来て得たものだ。

　はっきりとデジを見上げた。一時とは言え、ゼブルとまともに打ち合った武人である悪魔を。

「……ありがとう。だけど、私の渇望は……ここでしか満たせない」

「……きっきっき、そう言うと思ったぜ。まぁ、せいぜい頑張りなよ。一応、元同じ司令官として、嬢ちゃんが生き残れる事を祈っといてやろう」

　握あく手しゆでもするかのように右手を差し出すデジの手を握った。

　ごつごつとした、筋肉で覆われた手だ。どれだけの力があるのか、私は知らない。だが、そこには確かに積み重ねられた年月を感じられた。

　それが羨ましい。積み上げてきた年月が。

　悪魔としての格は年月に比較してそれほど突出していなくても、その性格は私にとって、ハードよりも遙かに好ましい。

　デジが最後に思いついたように尋ねてくる。

「嬢ちゃん……そういえば一つだけ聞きたいことが残っていた。『色欲ルクセリア』の魔王を知っているか？」

「……知っている。会ったこともある」

『色欲ルクセリア』の魔王が討滅されてから、もう随分と経たつ。

　会ったのはたった一度だけ。それだけで強烈に惹ひきつけられた。とてつもない嫉妬を抱いた。今もまだまるで昨日の出来事のように鮮明に覚えている。

　デジが私の表情に、似合わないため息をついた。

「……やっぱり嬢ちゃんには色が足りねえなあ。俺に盗とれるわけがねえ……か。まぁ、その幸運に感謝する事だ」

「…………」

「『今度は』上う手まいことやるといい」

　その一言で、私ははっきりと理解した。

　ああ、この男……気づいているのか。私の司る渇望に。

　否、気づいて当然なのかもしれない。私は一度、デジの目の前でセレステに『嫉妬』してしまっている。

　そして、彼はそれを言葉に出さない。渇望がぶつからないという事も理由の一つではあるだろうが、同時にこの強欲の悪魔の優しさでもあるのかもしれない。

　いや、そうであって欲しいと思った。

　そして、私はデジの言うとおりに、デジに嫉妬した。

　私はデジになった。

「きっきっき、怠惰と堕落のレイジィ……随分と面白い魔王だったぜ。そして、恐ろしい……欲望すら感じないねえ。まぁ、次出会うときも願わくば味方でありたいもんだ」

　ああ、その通りだ。願わくば再会せんことを。

　私ははっきりとデジを見上げて言った。

「……そうね。また会いましょう。『強欲アワリテイア』」

「きっきっき、またな。『色欲ルクセリア』」












第四話　貴方になりたい









　必要なのは何よりも、それを成す覚悟だった。理性が許しても感情が許せない。

　それは悪魔が持つ性さがというものだ。

　故ゆえに、ハードが傲慢スペルヴイア故に見下し、レイジィ様が怠惰アケデイア故に怠け、リーゼが憤怒イーラ故に怒り、デジが強欲アワリテイア故に求め、ゼブルが暴グ食ラ故に喰くらっても何らおかしくない。

　ローナが色欲ルクセリア故にレイジィ様に欲情を抱いてもおかしくは──ない。

　そして、それに私が嫉妬インヴイデイア故に嫉しつ妬としても。

　力を入れすぎて嚙かみきった唇くちびる──血の味が口の中いっぱいに広がる。鼻の奥に感じる強い刺激臭。

　見たくもない光景、聞きたくもない言葉。

　鮮烈な憤ふん怒どのそれとは異なる、『嫉妬』の濁にごった炎が湧わき出すように脳内を舐なめる。

『覗き眼エンヴイー・ヴイジヨン』

　嫉妬インヴイデイアのツリーに連なるスキルの内の一つ。嫉妬した相手の動向を探る力。風景だけでなく、声までも聞くことが可能。

　まるで目の前で繰り広げられているかのように、視界は鮮明で聴覚はローナの柔らかい声を捉とらえている。

　決して、レイジィ様に劣情を抱いているわけではなく、私はただただ羨うらやましい。

　自身の主あるじに性欲を抱けるローナが。

　強ごう欲よくに従いただ欲を求道するデジが。

　暴ぼう食しよくの王をも見下す程の自信に溢あふれるハードが。

　今まで、嫉妬のスキルは自室でのみ使用していた。

　表はあくまで『色欲ルクセリア』。

　才さい色しよく兼けん備び、一つの軍の頂点に立つ、色欲を司つかさどる一人の女。

　色欲ルクセリアの魔王であるリリス・ルクセリアハートに嫉妬し、手に入れたスキルは大抵の色欲の悪魔のスキルを凌りよう駕がしていた。その名は確かに私を形作っていた。

　それ故の──ミディア・ルクセリアハート。

　姿見に映る私の姿は、醜みにくい嫉妬の感情に表情を染め、その眼めから流れるは淀よどんだ黒の血涙。

　精神を黒く塗りつぶすような鮮烈な、醜しゆう悪あくな感情。

　自身に対する嫌悪感。嫉妬を受け入れる苦痛に、荒く息を零こぼす。

　感情とは裏腹に、私は順調に嫉妬の系統樹を進めつつある。所しよ詮せんどこまで行っても本質というものは変えられないという、ただそれだけの話。

「はぁはぁ……」

　一歩も動いていないはずなのに、胸が苦しい。

　吐き出される息は熱く、湿っていた。

　デジの言葉を思い返す。私の事を慮おもんぱかったその言葉を。

　そして、一笑に付した。やはり駄目。ここで嫉妬を遂げない限り、私に未来はない。

　逃げてしまえば──これまで積み重ねてきた僅わずかなものの意味さえ、消えてなくなってしまう。

　たとえハード・ローダーが私を殺そうとしていたとしても──

　誰にも……私の嫉妬は邪魔させない。

　私の生きる意味を、これまで積み重ねてきた生を侮ぶ辱じよくさせはしない。

　処分しようとしてくるのならば、返り討ちにするまで。

　デジに嫉妬して手に入れた強欲アワリテイアのスキル。

　色欲の魔王、リリスに嫉妬して手に入れた色欲ルクセリアのスキル。

　私自身が進める嫉妬インヴイデイアのスキル。

　潰つぶれたゼブルの死し骸がいから手に入れた暴グ食ラのスキル。

　嫉妬の渇かつ望ぼうの原点は羨ましいというただそれだけだ。それ故に、嫉妬の能力は他者を模も倣ほうする。

　仮にも将軍級の力を持つ私に嫉妬できる数は、デジの片腕だった探求のリベルよりも遙はるかに多い。

　だが、そんなものは、力を羨んだ渇望などは、副次的なものにすぎない。

　私の嫉妬は──嫉妬インヴイデイアの渇望を抱くきっかけ、根源になった理由は、他にあるはずだった。

　いや、予想は既についている。

　妬ねたましい。

　羨ましい。

　私も──貴方あなたになりたい。

『レイジィ様、お食事の時間です』

　ローナが穏やかな表情でレイジィ様に声をかける。

　古くから仕えるレイジィ様の側そば仕づかえ。最もレイジィ様に接する時間の多いメイドで、同時に私を救った悪魔でもある。

　容姿、性格、技術、忠誠心。その何もかもが羨ましい。

　──貴方がいなければ、私がそこにいたはずなのに。

　そんなわけがない。ローナがそこにいる事と私がそこにいない事に因果関係はないはずだ。

　それなのに、また、頭の中が黒い熱に炙あぶられる。熱に浮かされる。全身が熱っぽい。それはもしかしたら、恋に似ていた。

　何な故ぜ、どうして、私が欲しいものは後一歩で手に入らないのだろうか。

　誰が悪いのか。何が悪いのか。いや、一番悪いのは欲深い私だ。将軍級にまで階位を進められただけでも私は天地に感謝すべきだとわかっている。それでも感情は、情動は止まらない。

　ゼブルさえ上う手まく討とう滅めつできれば、手柄さえ立てることができれば、少なくとも今まで通りの日常が続いていたはずなのに……。

　何よりもないのは時間だった。

　ハードが何故会議室で処刑を終えなかったのかは判わからないが、処分を諦あきらめる可能性はまずない。

　遠からぬ内に彼は私を殺そうとするだろう。

　まるで木の枝でも手た折おるかのように何の感情もなく。

　数百年の付き合いなど意に介する事もなく。

　彼は、そういう悪魔だ。

　遠くから嫉妬しているだけでは間に合わない。私の生が意味を失ってしまう。何もなくなってしまう。

　腕が、脚が、寒くもないのに震える。頼りない薄い滑らかな布地が太ももに擦すれた。

『レイジィ様、御お髪ぐしが乱れております』

『……そうか』

　いつもベッドに潜っているのだから乱れていないことがあるわけがない。

　半ば言いがかりに近い言いようで、ローナがレイジィ様の漆黒の髪に触れる。レイジィ様は目をつぶって黙ったままだ。

　触れた瞬間に、ローナの頰ほおが薄っすらと朱に染まったのが見えた。

　何も言っていない。何も言っていないし、レイジィ様がローナに僅かでも意識を向けた気配もない。それなのに、ただただ羨ましい。

　風の噂うわさで聞いた。レイジィ様がローナの名前を記憶されたらしい。今までずっと分相応に下がって奉ほう仕しし続けてきたローナが少し前に出ているのもそれが原因だろう。

　──私はまだ名前を覚えてもらっていないのに。

　強く唇を嚙む。再び皮膚が弾はじけ、鮮血が垂れた。

　頭が朦もう朧ろうと、しかし鋭敏化される。駄だ目めだ。もう駄目だ。絶対にだめだ。

　荒い息を整えつつ、ハンカチで眼を拭ぬぐう。白かったそれは、たった一回目元を拭ふいただけで黒に限りなく近い朱色に染まっていた。

　鏡に映った自分は色欲を取り繕つくろっていたとは思えない程に醜悪で邪悪で、まるで屍鬼グールのように青白い色をしていた。見開かれた眼が、鏡の中の自分の姿を通してローナを貫いている。

　ああ、貴方が──ただただ妬ましい。

　意味のない想定だとは自分自身が一番わかっている。

　だけど、私が、私が魔王だったら、ローナの姿をそのまま模倣することができたのに！

　ぐるぐると渦巻く意味をなさない思考。

　何度拭っても次から次へと流れ出る血の涙は止まる気配がない。嫉妬を吸ったハンカチの重さが憎い。

　時間がない。ハードに勝てるかどうか、正直私にはわからない。考えた事もない。

　デジの忠告を考えると、確率はかなり低いのだろう。何を隠し持っているのかわからない得体の知れない男だ。そもそも、地力で負けている可能性は高い。

　ならば、その前に渇望を遂げる。

　涙を拭うのは諦めた。予備の服に着替える。純白だったローブに瞬く間に黒の斑はん点てんができる。

　溢れ出る嫉妬は止まる気配がない。

　鍵かぎを開けて部屋を出た。震える脚、壁に手をつけ身体からだを支えながら、レイジィ様の部屋に向かう。廊下の空気は冷たいはずなのに、嫉妬が蝕むしばむ身体は異常に熱かった。

　途中で部下とすれ違う。部下は私に挨あい拶さつをしようとしたが、私の表情を見てぎょっとしたように目を見開いた。

　気にする必要はない。私の渇望は貴方に向いていない。

　そう言おうと、なんとか表情を変えて笑みを浮かべてみせると、顔を青あお褪ざめさせて逃げてしまった。

　ああ……私がローナのように笑えていたら、逃げなかっただろうか？

　だが、それもまたどうでもいいことだ。

　今までいくらでも時間があったのに、結局時間がなくなってから嫉妬を強くする私は無様な悪魔に違いないだろう。

　渇望を諦め、凡ぼん百びやくに成り下がった悪魔など腐る程いるのに、渇望を抱くことすら許されない悪魔など腐る程いるのに、一度マイナスを味わった私にはとてもじゃないけど、諦められない。

　歯を食いしばる。嫉妬に狂ってしまいそうになる意識を保つため、自分自身に言い聞かせる。

　平静に、冷静に。今まで私は自身をコントロールできていたはずだ。

「……だめだ、絶対に……」

「くすくすくす……何がダメなんですかぁ？」

　それはただの独り言だったはずだ。

　返答があった。通路の角から、一人の影が現れた。

　金髪、碧へき眼がん。ローナの装いよりも丈の短いメイド服を着た悪魔。

　ヒイロ。ローナの妹。レイジィ様に仕える家系のナンバー２。

　癇かんに障るくすくす笑い。ローナに似た容姿を持ちながら異なる雰囲気を纏まとう少女。

　同時に、ハードと同じく傲慢スペルヴイアを司り、それでいて戦いに参加しない特殊な悪魔でもある。

　何だって傲慢はこうも癇に障るような声を上げるのだろうか。その表情、声色、全すべてが私を苛いらつかせる。

　顔見知りではあった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで何を考えているかはわからないが、付き合いの長さはハードとローナに次ぐ。が、私はこのヒイロの事をいまいち理解しきれていない。

　部下はぎょっとしたように遠ざかったのに、ヒイロの顔に浮かぶ表情は愉ゆ悦えつだ。抱いている渇望の差異の故ではなく、性格の差。

「お姉ちゃんに追い出されちゃったけど、代わりに面白い物見つけちゃいましたぁ」

「……貴方に用はない」

「くすくすくす、ミディアさん、被かぶっていた猫が剝はがれていますよ？」

　その言葉に今更気づいた。

　嫉妬のスキルでいつも模倣していた『色欲ルクセリア』の空気が解除されている。

　いつから解除されていたのか。今までずっと纏っていたはずなのに解ける時は一瞬。それは、部下も驚く事だろう。今更どうでもいいが。

　深呼吸をして、スキルを使い色欲を纏う。

　ヒイロが面白がっているような眼で私を見ていた。

「……なるほど、ずっと思ってたんですよ。いくらなんでも色欲にしては『薄い』なあって。くすくすくす……」

　余計なお世話だ。

　デジにも言われたが、私に模倣できたのは纏う空気と一部のスキルだけ。中途半端なのはわかっていた。

　それに、もう隠す意味などない。もともと私は、ヒイロになんか興味もない。

　私がもともとそれを隠したかったのは──レイジィ様に対してだけなのだから。

　ヒイロがスカートのポケットからハンカチを出し、私の流れる涙を拭き取る。真っ黒に染まった布を見て、にやりと笑った。

　そのまま、汚れるのも気にせずにハンカチをポケットに仕舞う。

「それで、どうするつもりなんですか？　そんな姿で」

「……余計なお世話」

「くすくすくす、つれないですね。どうしようかな……止めたらお姉ちゃんも褒ほめてくれるかな？」

　こいつ……やりあうつもりか。将軍級ジエネラルの私を相手に。

　自分の中でただ燃え上がっていた渇望が指向性を持つ。自らの渇望を阻もうとするその相手に向け、殺意という名の刃やいばを向ける。いくら興味がないとは言え、相対するのならば容よう赦しやするつもりはない。

　確かに嫉妬のスキルそのものの攻撃力は決して高くない。単純に強力である傲慢スペルヴイアと相対すれば勝率は高くないだろう。

　だが、私には今まで嫉妬したスキルがある。

　嫉妬の悪魔の性能は積み上げだ。他者の力を模倣し戦う忌まわしき悪魔。

　司令官として様々な悪魔と出会ってきた。勝てるだろう。凡百の悪魔を相手にして敗北するほど私は弱くない。

　だが、私の殺意を受けて尚なお、ヒイロは無邪気な表情で笑っていた。

　本来ならば威圧だけで萎い縮しゆくしてもおかしくないはずなのに。

「……冗談ですよ。冗談！　そんなおっかない顔しないでください、ただの冗談じゃないですか。くすくす、いいですよ、通してあげます。お姉ちゃんも……まだ部屋にいますが、すぐにいなくなるはずです。全く、まどろっこしいんだから……」

「……何が目的だ」

　この少女が何を考えているのかわからない。

　長く生きているわけでもないのに、それほど傲慢の系統樹を進めているわけでもないはずなのに、その表情には種類は違ってもハードと同じ傲慢が見て取れた。

　馬鹿にしているとかではなく、自然と見下す態度。そして、その容姿には見合わぬ賢さかしさ。

「べーつーに？　目的なんてありませんよ。どうせミディアさん、もう殺されちゃうし最後くらい想おもいを遂げたいかなって思っただけです」

　ねぇ、ミディアさんもそう思ったんでしょ？

　と、ヒイロが声をあげて笑った。

　頭がずきずき痛む。コップになみなみと注がれた水のように、ぎりぎりまだ均衡を保っていた嫉妬が揺らぐ。

「ま、好きにしたらいいと思いますよ。レイジィ様も……くすくす、気にも留めないと思いますし？」

「…………」

　だめだ、時間がない。

　こいつを討滅するのにかかる時間はいくらだ？　一分？　十分？　それともそれ以上？

　ヒイロにかまっている時間が勿もつ体たい無い。

　こそこそと道をあけるヒイロにたった一度だけ視線を向け、そのまま前を見る。

　眼から、唇から滴る血がぽたぽたと絨じゆう毯たんに染みを作る。

「くすくす。あ、お姉ちゃんを殺したら教えてくれますか？　次は私の番なので」

「…………」

　相手にしていられない。

　よろめきつつも前へ進む私は隙すきだらけに見えたはずだが、ヒイロは結局何もしなかった。

　しかし、ヒイロがいなくなった後も、そのクスクス笑いが耳に付いている。

　何がおかしいのか。何が面白いのか。

　……もはやどうでもいい。

　ここに残る未練はたった一つだけだ。

　レイジィ様の部屋が見えてきた。ローナは既に部屋の外に出ている。

　もともとローナを殺すつもりなんかない。私の嫉妬の感情に排除の意志は含まれないし、救ってもらった恩だってある。

　邪魔をされたらどうかわからないが、彼女は並の軍人よりよほど忙しかったし、レイジィ様の目の前では奥ゆかしかった。夜は驚くほど激しいくせに。

　レイジィ様の部屋の前に立った。胸が痛い程に打っている。

　その時が近づいたため嫉妬の感情が落ち着いたのか、血の涙は止まっていた。身体の震えも。

　分厚い扉を一度ノックして、返事を待たずに躊躇ためらいなく開ける。時間を空けてしまえば再び震えが始まる気がして。

　肉眼で見たレイジィ様の部屋は、数回リーゼに燃やされたせいでかつて入った部屋とは変わっていたが、空気だけはかつて感じたそれと一緒だった。

　私が攫さらわれ連れてこられたその時と。

　嫉妬とも強欲とも憤怒とも暴食とも異なる強い怠惰アケデイアの空気。全身を覆う重たく静せい謐ひつな空気。

　一度深呼吸をして、ローナの落ち着いた声を意識して声を出す。似ても似つかない乾いた声が出た。

「失礼……します……レイジィ様」

　レイジィ様の反応はない。既にわかっていた事だ。

　後ろ手に扉の鍵を閉めて、レイジィ様の寝転がるベッドに近づいた。

　まるで死んだように眼をつぶっているそのご尊そん顔がんには何の表情もなく、起きているかどうかすら定かではない。

　目の前にしても、ほとんど何の感情も抱かない。嫉妬のしようのない怠たい惰だの王。まるで彫ちよう刻こくのように……というよりは、死体のように身動き一つしない堕だ落らくの王。

　手に入れられない物だからこそ嫉妬するに足るというのに、レイジィ様の事は何も羨ましくない。嫉妬の悪魔に嫉妬を抱かせない。暴食に食欲を抱かせない。それこそがレイジィ様の強い理由なのかもしれない。

　ある意味、当たり前の事だ。

　私が羨ましかったのはレイジィ様ご本人ではなく、その周囲なのだから。

　手の平でレイジィ様の頰に触れる。生きている。

　頰に残っていた醜い血の涙がぽたぽたとその頰を汚した。

　青白い肌を汚す水滴が何故か酷ひどく官能的だ。

「レイジィ様……一体、私は……何が妬ましいんでしょうか……何故、私は満たされないんでしょうか……」

「…………」

　レイジィ様は薄っすら眼を開け、見下しの感情すら籠こもっていない透明な視線で私を見た。

　だが、何も言わない。それがただ無性に悲しかった。

　手がかりはただ一つ。

　今まで私が認識している中で、記憶の中で一番強く嫉妬したのはローナだった。

　──だからこそ、そのローナができないことをすれば私の嫉妬も埋められるはずだ。

　答えなどわかっているのに、口が勝手に問いかけていた。

「レイジィ様……私の名前を覚えてますか？」

「……ああ」

「え？　本当ですか!?　言ってみてもらっていいですか？」

「…………」

　眼が誰だろう？　と言っていた。

　……なんでレイジィ様はこう、脊せき髄ずい反射的に生きているのだろう。

　血の涙を流す私を見ても、頰が汚れても全く動じた様子がない。私では、レイジィ様の心を動かせない。今のままでは。

　それもまた……既にわかっていたことだ。

　奇妙な斑点ができてしまった純白のローブの裾すそを持ち上げ、丁寧にお辞じ儀ぎをする。

　ならば、最後だけでも有ゆう終しゆうの美を飾らんことを。

「レイジィ様……ミディア・ルクセリアハートといいます。司る罪は『色欲ルクセリア』。以後、お見知り置きを」

「……そうか」

　レイジィ様は鬱うつ屈くつした声を出した。

　魂こん核かくはうるさい程に鼓こ動どうしている。

　だが、おかしい。ご本人を前にして尚、嫉妬が満たされる気配がない。私は──何を見落としているのだろうか。

　目標を前にした高こう揚よう感かんも何も感じない。

　だが、どちらにせよ、迷っている時間はない。

「レイジィ様──」

　ローブの首元を結わえていたリボンを解ほどき、サイドテーブルに真っ赤なそれを置く。

　木製のボタンを一つ一つ、震える手で丁寧にはずしていく。

　腕を抜き、ローブを足元に落とす。むき出しになった二の腕が、外気に触れてひんやりとした感覚を脳に伝えてくる。

　身体を護まもるのは薄手のワンピースとその中に着ている下着だけだ。戦闘服ですらない。私を護るものは何もない。

　ゼブルに脱がされるのではない、自ら脱ぐという行為は想定していたよりも遙かに恥ずかしかった。色欲の悪魔って凄すごい。

　唇が震える。震える声でレイジィ様に宣言する。

「……今から私は……レイジィ様を犯します」

「……そうか」

「……つまり、レイジィ様の意志を無視して、無理やりセックスするということです」

「……そうか」

　そこまで宣言しても、レイジィ様の顔は、表情は全く変わらず、眉まゆ一つ動かない。

　喜怒哀楽の一切がない。羞しゆう恥ちも恐れも何もない。欠伸あくびをしながら、ぼんやりと動く視線は私を見ているのかすら定かではない。

　わからない、何もわからない。

　私は、再び頰を流れる涙を自覚しながらも、震える手でワンピースの一番上のボタンをぷちりと外した。

　流れた涙は血の涙ではなく、透明だった。












第五話　こんなのあんまりだ









「ありがとう……ございました……」

　身を切る思いをして全すべてを捧ささげても、炎はごく僅わずかに収まっただけだった。多分そこは、ローナに対して抱いていた嫉しつ妬との分なのだろう。

　根源を成す巨大な奈な落らくは微み塵じんも埋まっていない。

　焦しよう燥そう感かんは微塵も収まっていない。私は呆ぼう然ぜんと行為の跡あとを拭ふき取り、手早く脱ぎ捨てた衣類を身につけた。

「…………」

　レイジィ様は微塵も動かない。行為の最中すらもほとんど動かなかった。

　私が頭を深く下げても、答えすら返さない。目をつぶったままだった。私は泣きそうだった。

　この魔王様に性欲はあるのだろうか？　いや、あるのだろう。

　だからこそ、ちゃんと事を成せたのだから。

　無む為いの王。

　改めて感じるその異常な在り方に、とんでもない喪失感と絶望を感じる。もはや乾いた笑いすら出ない。

　頭を振り、自身の醜しゆう態たいを思考から追い出す。多少嫉妬が収まったのが不幸中の幸いだが、絶対にトラウマだ。

　しかし、これが違うのならば、私がここに来て得た嫉妬は果たして何が原因なのだろうか。

　考えなくては。思考を止めてはならない。

　ずっとレイジィ様に対する慕ぼ情じようが原因だと思っていた。レイジィ様に攫さらわれて初めて得た渇かつ望ぼう。

　色欲ルクセリアに感じた嫉妬もレイジィ様に目をつけてもらうためだと思っていたし、だからこそずっと色欲を装っていたのだから。

　多少溜りゆう飲いんが下がった以上、それは間違いではない。正しくなかっただけで。

　ありえない。もう思いつかない。

　自分が嫉妬を抱いた対象がわからない。それは、悪魔としての根幹、司つかさどる罪として選択されるほどの大きな感情だったはずなのに。

　これからどうすればいいのだろうか。

　揺れる視界。来る前とは別の意味で思考のまとまらないまま、おぼつかない足元で扉に向かう。

　全身がまるで怠たい惰だに侵おかされたかのように重い。扉に身体からだを預けるかのように寄りかかりながら鍵かぎを外し、扉を開ける。

「……ふん、もういいのか」

「……ああ……なるほど……」

　その声で悟った。

　全身を貫く気配に僅かに気力が戻る。

　……もう時間切れという事か。

　ゆっくりと顔を上げる。その僅かな時間で覚悟を全て終える。

　壁に身体を預け、こちらを睥へい睨げいする黒髪の男。

　ハード・ローダー総司令官。レイジィ様の片腕。

　その姿を視界に収めると同時に、強烈な激情で目の前が紅ぐ蓮れんに染まった。

　理由は判わからない。覗のぞかれたのが原因か、嫉妬の邪魔をされたせいか。

　それすらもはやどうでもいい。やることは変わらない。

　先ほどまで抱いていた勝てないかもしれないという恐怖が激情の濁だく流りゆうに飲み込まれ消える。

　私の邪魔をするというなら、私の『嫉妬インヴイデイア』と、貴方あなたの『傲慢スペルヴイア』、どちらが強いか比べてみるのも悪くない。

　積年、手がかりと信じていたものが綺麗さっぱりなくなり、無性に八つ当たりしたい気分だった。他人から見たらやけになっているかのように見えるかもしれない。

　魂こん核かくがどくりと強く鼓こ動どうする。息を整える。

「くすくす、ミディアさん、渇かつ望ぼうは満たせましたか？」

　隣に立つヒイロが唇に指を当て、意地の悪い満面の笑みで私を見下している。

　何な故ぜこいつがここに……いや、そうか。ハード・ローダーがいるのはつまり……そういう事なのだろう。

　ありったけの殺意を込めてヒイロを睨にらみつける。

　満たせない。満たせるわけがない。この顔を見てまだそのような事を言えるのか。

　まだ、私には悔いが残っている。いや、むしろ悔いがより深くなった。

　唇を舐なめる。幸いな事に、涙はもう止まっていた。まあ、ひどい表情をしているのは間違いないとは思うけど。

　震える手足を叱しつ咤たする。レイジィ様の寝室の扉を閉めたその時、スイッチを切り替えたかのように私は平静になった。

　頭二つ分背の高い傲ごう慢まんの悪魔を見上げる。いくら食べても肉のつかなかった私の華きや奢しやな身体とは相反する鍛え上げられた筋肉の詰まった身体。リーチの差に、魔力の差。まさに絶望的。だが、戦いはそれだけでは決まらない。

　もちろん、油断はしないが、傲慢の悪魔は基本的に不意打ちなんてしない。格下ならば尚更のこと。奴らはつまらない蟲むしでも踏ふみ潰つぶすように蹂じゆう躙りんするのだ。

　念のために最後に一度だけ確認する。

「ハード・ローダー……私と戦う気……？」

「……僕に殺意を向けるなんて、いい身分になったじゃないか。戦う？　否いな、これはただの──処分だよ」

　相変わらずの鼻持ちならない言葉。

　だがそこで、ハードがふと思いついたように言う。

「……ふん、だが、貴様にはレイジィ様の手を煩わずらわせ、弱体化させたという『功績』がある」

「……は？　一体何を──」

　レイジィ様を……弱体化？

　功績？

　こいつ……何を言って……。

　デジの言っていた台詞せりふが脳裏に蘇よみがえる。

　嫌な予感。そう、嫌な予感と言っていたのだ。

　天から見下ろすような視線が確かな重圧を伴ともない、私の身体を縛り付ける。

　ただそこにいるだけで感じる重圧。圧迫感。

　まるで空気に押しつぶされるかのような巨大なプレッシャーは、ゼブルを目の前にした時と変わらない。

　確かに、ハード・ローダー総司令官はこの軍の中でレイジィ様に次ついで強力な悪魔だった。だが、ここまで突出した空気を、プレッシャーを持っていただろうか？

　傲ごう慢まん独どく尊そん。

　かつて、たった一人でレイジィの軍を支え続けた最大の功労者にして、軍の支配者。

　ハードが、石ころでも見るかのような視線で私の全身を検分する。

「……そうだな、特別だ。貴様の功績を認め、元同軍のよしみとして、特別に軍の『慰い安あん』用に飼ってやってもいい」

「は……？」

「くすくすくす、よかったですね、ミディアさん。殺されずに済んで。くすくす、『色欲ルクセリア』として、本望なんじゃないですか？」

　ヒイロがくすくすと笑う。くすぐったそうなその笑いが思考に反響する。

　あからさまな侮ぶ蔑べつ。こちらの意志の蹂躙。ああ、もうだめだ。

　憤ふん怒どじゃなくても、私はこいつを殺さなくてはいけない。

　おかしい？　違和感？　強い？

　そんな事知っている。相手が格上である事など承知の上。

　だが、ここまで言われて黙っていたら一人の悪魔として失格だ。

　傲慢を司らなくてもプライドはある。

　憤怒を司らなくても、怒る事くらいできる。

　目の前のこいつらには『嫉妬』すらも浮かばない。

　縛り付けるプレッシャーを潑はね除のけるべく、脳内にくすぶる嫉妬を殺意に、戦意に変換する。

　激情とは裏腹に、口を開き出てきた言葉は今までどおり平へい坦たんだった。

「……ハード、貴方には感謝してる。唯ただの悪魔だった私に仕事をくれて」

「……ふん、感謝などいらん。僕が欲しいのは結果だけだ。レイジィ様の軍に敗者はいらない」

　そして、貴様は結果を出せなかった、とでも言うかのように、道理の判らない子供に罪を言い聞かせるかのように、ハードが私を鼻で笑う。

　だが、その眼めに傲慢な光はあっても油断はない。

　万が一にも躓つまずかないように。プライドを護まもるための病的なまでの修練。

　それこそが傲慢として君くん臨りんし続けたハード・ローダーの本質。

　それ故に、彼はずっとレイジィ軍の総司令官として輝き続けた。歴戦の猛も者さであるデジが、拾われてきた私が将軍級に至っても。

　存在の底から魔力を、渇望を汲くみ上げる。

　ゼブル戦から既に数日が過ぎている。体調はともかく、魔力は万全だ。

「……場所を変える？」

　私にそんな気がないとわかっていたのだろう。

　ハードはつまらなそうに、レイジィ様にそっくりな表情で私を見下した。

「場所？　……ふん、必要ない。いや、むしろ『ここ』の方が手間が省ける」

「手間……？」

「いや、こちらの話だ。……さぁ、ミディア・ルクセリアハート。かかってくるといい」

　ヒイロは戦闘に参加するつもりはないのだろう、大人しく通路の端に身を寄せる。

　宣戦を終えてさえ、ハードは至ってリラックスしていた。戦闘態勢に入っている様子もなく、その表情も佇たたずまいも平時と何ら変わらない。

　舐められてる。傲慢の名に相応ふさわしく。

　……いいわ。貴方を嚙かませ犬にしてあげる。

　嫉妬は既に戦意に昇華されていた。渇望がその時を今か今かと待ち、鼓動している。

　油断なくハードの挙動を注視しながら、息を大きく吸い──

　──私は『模も倣ほう』のスキルを使用した。

　思考が稲いな妻ずまとなって身体を駆け巡る。油断している隙すきに一撃で決める。

　脳裏に浮かぶのは緑髪の少女。ただの一柱で軍を率い、大魔王様に弓引いた強力な魔王。

　鮮明だった視界に薄うす墨ずみに似たフィルターがかかり、嫉妬の炎が目の前に燃え上がった。

　数日前のゼブル戦ののち、やっと回復した魔力が惜しげも無く消費される。

　膝ひざが笑う。身体ががくりと一瞬下がる。恐ろしい魔力の消費量。その消費量は、色欲の魔王に嫉妬したＳＳ級のスキル『分ふん装そう幻げん舞ぶ』すらも遙はるかに超える。

　それは、まさしく魔王の技なのだろう。

　本来ならば、数千、数万年の渇望に身を捧げた結果として得られる境地なのだろう。

　それに、私は嫉妬した。何の責任も敬意もなく。

　魔力が集約し、手の中に重さが発生する。硬い柄つかの感かん触しよく。

　嫉妬した他者のスキルを完全に模倣する『嫉妬インヴイデイア』のスキル。

『模倣イミテート』

　それは、『強欲アワリテイア』の『簒奪スキル・ルーラー』と同様に、それまでの経験により構築される嫉妬の嫉妬たる所以ゆえん。

　簒さん奪だつとは異なり、成長させる事はできないが、模倣した状態で使用できる。

　本人が使った時の状態で。

『原初の牙ハジマリノキバ』

　それは、かつてレイジィ様との争いでゼブルが使ったスキル。

　私の身長ほどもある純白の刃が、飢き餓がを思わせる黒の霧を纏まとって今、顕けん現げんした。

　がくりと落ちかけた右手をとっさに左手で支える。ゼブル本人が軽々と振り回していた刃やいばが酷ひどく重い。

　ハードの眉がはっきりと顰ひそめられる。しかし、明らかに色欲ではないそのスキルを見ても、驚きはない。

　ヒイロが教えたのだろう。傲慢を司る悪魔は、その渇望故に、絶対的な上下関係を持っている。

　忘れていた。いや、結びつかなかった。総司令官とメイド見習いの二人が。

　だが、もはやどうでもいいことだ。後悔もない。そんな事で、魔王のスキルは破れない。

「それは……ふん、悪食のゼブル……暴グ食ラのスキルか」

「……」

　重圧。恐ろしい飢餓。身体から刀に得体のしれない何かが吸われ、視線が霞かすむ。足元がふらつく。

　長くは保もたない。だが、それでいい。

　それを完全に無視して、身を低くして、床を強く蹴けった。下に構えた剣の切っ先が床を舐め、何の抵抗もなく、空くう虚きよを作り出す。

　レイジィ様が避けなければならなかった、レイジィ様を殺すために、悠久の生を生きたゼブルが選択した、怠惰の王を殺すための突出した攻撃力。

　僅か一歩で懐ふところに飛び込み、全身を撥ば条ねに逆ぎやく袈げ裟さに切り上げる。

　刃が迫るその瞬間、ハードがその切っ先を見て明らかな侮蔑の表情で嗤わらった。

　建物が揺れるかのような振動。床が陥没する。刃がハードを喰くらい尽くす直前にその姿が掻かき消えた。

　キバが結界のかかった壁を容易たやすく結界ごと喰らい破る。

「……ふん、やはり……つまらんな」

　背後から声が聞こえた。慌てて振り向こうとした所で、脇腹が撃たれる。痛みを感じるまもなく、目の前が壁で埋まった。

　痛み。身体全体を揺らす衝撃。判断する。生命力の減少を確認。脇腹の激痛。骨が数本逝っている。

　背中から首元がぎりぎりと締め付けられる。

「魔王のスキルを模倣しようが、所しよ詮せん、嫉妬インヴイデイアなんぞには使いこなせん」

　首元を押さえつけられたまま、剣を握った右腕が潰される。顕現したキバがまるで敗北を認めるかのようにさらさらと砂になって消えた。

　レイジィ様が見せた馬鹿げた瞬間移動などではない。純粋な身体能力による移動。その理屈は酷く単純だが、私の動体視力ではまさしく『瞬間』に見えた。

　静のレイジィ。

　動のハード。

　凄すさまじい膂りよ力りよく。躊ちゆう躇ちよのない戦闘行為。壁から身体が一瞬離され、再び頭に衝撃が奔はしった。

　思考が揺れる。わからない。何もわからない。

　衝撃。轟ごう音おん。嫉妬の頭痛とは異なる外部からの衝撃。三半規管が揺らされる。何が起こっているかわからないが、ダメージが蓄積されていることだけがわかる。鈍痛と痛みと朦もう朧ろうとした意識がないまぜになる。

　目の前が真っ赤になる。

「……ふん、やはり、たかが『嫉妬インヴイデイア』か……デジがこいつのどこに目をつけていたのか……理解できん」

「……デ……ジ……」

　その言葉、名前に、意識が反応した。

　反射的に『模倣』を発動させる。対象は『強欲アワリテイア』の悪魔、『簒奪』のデジ・ブラインダーク。

　妬ねたむ。妬まざるをえない。

　その『身体能力』。

　力が入らなかった腕に力が戻る。熱い血ち潮しおが。魔王と撃ちあったデジの経験が。

　後ろ手で首根っこを摑つかまれたハードの腕を握る。力の限り。握り砕くべく。

　だが、ハードの手は些いささかも緩まない。

「……ほぅ、それがデジの『腕力』か……ふん、貴様なんぞに貸してやるには勿体無い力だな」

　身体が浮く。気づいた時には、片手だけで投げ飛ばされていた。

　脳内がシェイクされる。動体視力は迫る壁を完かん璧ぺきに捉えていた。だが、身体が動かない。

　それでも何とか頭だけ庇かばい、壁に激突する。身体を通り抜ける衝撃。デジの耐久性故ゆえか、ダメージはさほどでもない。

　崩れ落ちた身体を立て直す。ふらつきながらも立ち上がる。ダメージは尋常だが致命傷ではない。消えかける意識を戦意で奮い立たせ、ゆっくりと歩みを進めるハードを睨みつける。

　散歩でもするかのようにこちらに近づく傲慢の悪魔を。

「ふん……大したことないな。『嫉妬インヴイデイア』、レイジィ様に嫉妬すればよかろう」

「……何を……」

　ハードが口元に歪いびつな笑みを浮かべる。

「嫉妬したんだろう？　レイジィ様の上で腰を振りながら。ふん、それを使えと言っているんだ、僕は」

　こいつ……どこまで私を馬鹿にしているんだ。

　余りの侮辱に真っ赤になりそうな頭。

　だが、それを切り裂くように唐突にデジの言葉が蘇る。

『まぁ、せいぜい頑張りなよ。一応、元同じ司令官として、嬢じようちゃんが生き残れる事を祈っといてやろう』

　そうだ。私は何としてでも、生き残らなくてはいけない。

　そうでなくては、力を貸してくれたデジに申し訳が立たない。

　──渇望を満たすために。

　身体能力の模倣をやめる。

　全身から抜ける力。だが、立てるくらいの力は残っている。そして、魔力もまた同じく。

　不幸中の幸い、数秒しか『原初の牙ハジマリノキバ』を顕現できなかったおかげで。

　だくだくと血が流れる頭を押さえる。痛みのせいではない、覚悟を決め、意志を集中させるために。

　嫉妬を舐めるな。何もかもを妬み、羨うらやみ、成り代わらんとする我が嫉妬を。

「……ならば、見せてあげる。怠惰の王の力を！」

　想起するのは王。常にベッドの中で、床の上で、荒野の粗い地面で、寝そべり面倒くさそうに片手間で蠅はえでも叩たたき潰すように外敵を討滅する、ただ一人存在する怠惰の王。無為の王を。

　思う。

　その力を。その在り方を。




　──そして、私はそのスキルに嫉妬した。




　私は、手を軽く振った。

　ハードの身体が唐突に壁に叩きつけられる。

　まるで、私の手によって叩きつけられたかのように。

　なんという……無為な使用感。

　私はあまりに『ない』手て応ごたえに、あっけにとられて、自分の手を見る。

　まったく、何一つ私の手には感触がない。ただ振っているだけだ。音を立てて結界が張ってあるはずの壁に罅ひびが入る。

　ただ、何も考えずに手を握る。

　それだけで、ハードの黒の衣に『握られている』かのような皺しわが寄った。




『不可思議で便利な空の右手ミラクル・ワンダー・ライトハンド』




　それがこのスキルの名前。レイジィ様を通じて伝わってきたスキルの真ま名な。

　確かにミラクルでワンダーだがさすがにこれはないと思う。だけど、確かに強い。一方的に強い。

　デメリットがほとんどない上に遠くから一方的に攻撃できる。

　これなら──負けない。

　手の平に籠こもる力と確信。

　だが、しかし、ゼブルを屠ほふったほどのスキルをその身に受けても、傲慢の悪魔に焦りは見られない。

「『空くうの手』か……つまらんな」

　ハードが締め付けられながらも、私を見下す。

　この余裕は──

　その瞬間、ふいにスキルが消え去った。元々無かった手応えが真の無に帰す。

「なッ──」

　浮き上がっていた身体が、地面にたんと降り立つ。その身体にも表情にもダメージはない。

　皺のついた服をパンパンと手でならす。つまらなそうに。

　馬鹿な、何を──

　反射的に再度スキルを発動し、見えない手の平をハード・ローダーに叩きつける。

　その身体を押しつぶす寸前にスキルが消去された。悪夢なんかではない、これは現実。

　怠惰の王のスキルを消し去る？

　いや、違う。そうじゃない。何をしたかくらいわかる。

　ハード・ローダーは傲慢の悪魔。

　それならば自おのずと出る答えはたった一つ。

　これは──『傲慢スペルヴイア』の『優越オーバー・ルール』のスキルだ。

　心の底から超えたと判断した──優越したスキルを無効化する能力。

　優越した相手に対する絶大な補正を齎もたらすその能力こそが傲慢たる所以の一つ。

　だが、ありえない。おかしい。

　そんな馬鹿な。頭によぎる数多あまたの思考。

　傲慢の手口はわかっている。だが、おかしい。普通じゃない。

　──仮にも主あるじである魔王のスキルを優越するなど、普通じゃない。




「馬鹿な……何故、貴方がレイジィ様のスキルを……」




「……ふん、くだらんな、嫉妬インヴイデイア。僕は、『使え』と言ったんだ。『模倣』しろと言ったんだ。怠惰のレイジィの──」

　一瞬の動揺。戦場である事を、戦闘中である事を忘れたそれは明確な隙だった。

　床が踏み抜かれ、ハードの高く伸ばされた脚が上から襲いかかる。

　気づいても、知っても避けられない疾しつ風ぷう迅じん雷らいの速度。距離を詰められた瞬間が見えない。

　身体が地面に叩きつけられる。同じ将軍級とは思えぬ、馬鹿力。私よりも圧倒的に強い膂力を誇っていたデジよりも上。

　龍革でできているのだろう靴がぐりぐりと私の頭をまるでごみでも踏みつけるように踏みにじった。

　見なくてもわかる。叩きつけられるような冷たい視線。身を切るような鋭い研ぎ澄まされた戦意。砕けた床の尖とがった破片がぎりぎりと頭ず蓋がいに食い込む。

　意識がばらばらになりそうな中で聞こえる、ハード・ローダーの吐き捨てるかのような声。

「──『Ｖ頑Ｉ強Ｔ性』を」

　その言葉に込められた力。私は理解した。

　こいつは……違う。圧倒的に違う。強いとか強くないとかそういう話ではない。

　その声に籠った感情は限りなく冷たいもの。

　生きている年齢とか、戦闘経験とか、魔力が高いとか、そんな事とは無関係に……異常。

　何故、どうしてこのような男がレイジィ様に頭を下げているのか。下げることができるのか。

　余りにも突出した傲慢に私はその瞬間、理解した。理解してしまった。

　──勝てない。

　ぎりぎりと強く踏みつけられる顔を動かし、ハードを見上げる。

「あな……た……何をするつもッ!?」

「……僕は、『模倣』しろと言ったんだ。口を開けなんて言っていない」

　脚が一瞬上がると、顎あごが踏み抜かれ、砕かれた。

　激痛、口の中に広がる血、微かすかに感じられる硬い感覚は歯か骨か。どくどくと地面を流れる血液がぼやけた視界で何故か妙にはっきりと映った。

　朦朧とする意識の中、判断すらつかない。

　視界が遠く、闇に染まる。誰かが、見下ろしてる。

「……くすくすくす……ハードさん、この子、もう意識ないみたいですよ？」

「……ふん……まぁ、コレに期待するのは間違い、か。レイジィ様の力を削ってくれただけまだマシ……という事か」

「……まぁ、そういう事ですね。くすくすくす、もともとコレは司令官のうち最弱とされてましたから」

　何もわからない。何も見えない。

　魂核が急速に力を失うのを感じる。

　ダメージを受けすぎた。身の丈に合わないスキルを使いすぎた。

　そして、それでも敵かなわなかった。

　意識がさらに昏くらくなる。何も見えない。何も感じない。わからない。

　ふと視界に鮮やかな映像が流れた。まるで走そう馬ま灯とうのように。

　今まで生きた数千年の時ではない。

　レイジィ様に枕まくら代わりに抱きしめられここに連れてこられた時の映像が。

　その感情までも鮮明に。無為の表情。温ぬくもりすら感じない腕。目を閉じたまま動かないレイジィ様。

　帰ってベッドに乱暴に突っ込まれるレイジィ様。私に気づき眉まゆを釣り上げるカノン様。

　レイジィ様が眠そうな眼で見比べる。初めて胸中に発生する強い不安。

　そして、レイジィ様が、私を離した。

　そして代わりに抱きしめたのは──

　衝撃が脳内を揺さぶった。死にそうとかもうどうでもいい。

　如い何かなる摂理か、視界が色を取り戻す。

　し、死んでも死にきれない……こんなのあんまりだ。

　枕!?　……ちょ……私の嫉妬のげんい──

　思わず叫ぶが、喉のどが潰されていて変な声しか出ない。

「ふぁ……ひょ……」

「……あれ？　まだ意識あるんですか？　くすくす、頑丈ですね。えいっ！」

　白しら魚うおのような指が容よう赦しやなく両の眼に突き刺された。

　眼が潰され物理的に視界が真っ暗になる。声にならない悲鳴が喉から搾り出された。ぐりぐりと眼の中で指が動く。

　あまりの激痛に意識が今度こそ飛びそうになる。

　もう何もかもどうでもいい。殺して……

　感覚が麻ま痺ひした。ぐりぐり眼がん窩かで動く指の感覚。もはや痛みは感じない。ただ、眼で動き回る感覚だけが凄まじく気持ち悪い。

　意識が闇に飲まれる寸前に、声が微かに聞こえた。

「くすくす、ハードさん。コレ、もういらないですよね？　私が、もらっちゃっていいですか？」

「……ふん、僕はいらないが……何に使うつもりだ……」

　身体が乱暴に揺れる。感覚がずれる。

「コレ、優越……できると思うんですよね、私にも。ちょっと『実験』させていただこうかと……」

「……ふん、いいだろう。それもまた『傲慢スペルヴイア』の一つの進め方。だが、一応言っておく。どう扱おうと構わないが、最終的には処分しろ」

「くすくすくす、わかっています、ハードさん。コレの始末は私にお任せください。ハードさんは……レイジィ様を」

「……是ぜ、也なりだ。些さ事じにかまってる暇はない……ふん、くだらない時間を使ったな。堕だ落らくのレイジィ……か。我が父上も落ちたものだ。否、堕落の王に相応しい、か。最後のご挨あい拶さつをすることにしよう」

　強い気配が消えるのが、微弱に鼓動する魂核にも感じられた。

　それよりも……

　微かに聞き取れたハードの言葉が気になる。

　気を抜くと引きずり込まれる奈落。

　必死に意識を集中する。油断をすると消えかける魂たましいの灯ともし火び。

　父……上？　どういう事だ？

　ハード・ローダーの父親がレイジィ様？

　初耳だ。所属してから長いが、そんな話聞いたこともない。噂話ですら。

　何かが不ま味ずい。このままハードを行かせてはまずい。

　だが、身体が動かない。意識も。

　走馬灯が強心剤的な効果をもたらして意識を浮上させたが、もう限界だ。

　ぴくりとも動かない腕。ただ、動かない感覚のみが空を掻く。

　そこに未練があるかのように。

「はぁ……お姉ちゃんもですけど、ミディアさんも大たい概がい頑丈ですね……そんなに現世に未練があるんですかぁ？　ここまでされて死なないなんて……くすくす、本当、色欲も嫉妬も頑丈すぎ……レイジィ様の事言えないですよ？」

　身体全体を衝撃が揺らした。僅かに残っていた呼吸が一瞬止まる。

　それが収まる前に、視界にぼんやりとした光が戻る。

　真っ先に入ってきたのは、小さなガラス瓶を逆さにして私を見下ろすヒイロの姿。

　水滴が頰を流れる。唐突に復活した激痛に思わず唸うなりそうになった口に、ヒイロが靴を差し込んだ。

「ごッ……」

「やれやれ、手間かけさせないでください、ミディアさん。くすくす、ハードさんにバレたらまとめて殺されちゃうじゃないですか。ちょっと静かにしててくださいね？」

　何が面白いのか、笑ったままヒイロが二度三度嫌がらせのように靴を動かすと、ようやく靴を抜いた。

　そのままポケットから新しいガラス瓶びんを取り出す。

　瓶に入ったロゴ──生命力を回復するための妙薬ポーシヨン。見覚えのあるそれは、軍の倉庫に常備されているものだ。

　キャップを外すと、再びかなり高い所から私に向けて振りかける。

　ポーションは超高級品だ。部位欠損すら回復する魔法の薬。

　普通、戦争ではポーションなんて使う余裕はないので、それは非常事態のために、いざというときのために取ってある品だった。

　ポーションの効果で痛みが和らぐ。砕けた顎が修復される。

「あらら、二本でもダメですかぁ。ほんっとう、ＨＰ高いですね……三本目いきますか……」

「い、いらない……もう、大丈夫だから！」

「くすくす、無茶しちゃだめですよ？　ほら、ほら」

「ぐっ……」

　肋あばらをぐりぐり脚で踏みつけられる。

　激痛にまるで捻ひねり出されるかのようにうめき声が出た。

　もう私は何がなんだかわからなかった。いたぶりたいのか、それとも回復させたいのか。

　僅かに口を開いた瞬間に、瓶を喉に突っ込まれた。

　液体が喉の奥に直接流し込まれる。咳せき込みそうになった所を、無理やり手で口を閉じさせられた。

　鼻の穴からポーションが逆流する。それを見て、ヒイロは小さく上品に『けたけた』と笑った。

「ごほ、ごほ、ど、どういう……つもり？」

「んー？　どういうつもり？　助けてあげたんですから、まず言うことがあると思うんですけど？」

　腹の立つ言い方だ。

　だが……助けた？

　慌てて周囲を見渡す。壁に入った罅、崩壊した床、意識を失った場所からまったく変わっていない。

　狐きつねにつままれた気分だった。変化したのはいなくなったハード・ローダーだけ。

「ほら、ミディアさん……お・れ・い・は？」

　ニコニコ笑いながら言う。

　私は歯を食いしばった。うめき声が出る。

「………ありがとう。助かった」

「くすくす、どういたしまして。これからはちゃんと分を弁わきまえて逃げるんですよー？　ハードさんにミディアさんが敵う訳がないじゃないですか。そもそも、『傲慢スペルヴイア』は相性的に『嫉妬インヴイデイア』に強いんですから」

　まるで犬でも撫なでるかのように髪を乱暴に撫でられる。

　同時に、神経が逆撫でされるが、命があるだけラッキーだ。

　何より、いらいらよりも、どうして？　何故？　の気持ちの方が強い。

　呆然とする私の視線を受けて、ヒイロがため息をつく。

　通路──レイジィ様の部屋に続く通路の角を見つめて、得体の知れぬ視線で私を見下ろした。

「いやー……もしかしたらレイジィ様がもう一度ミディアさんを抱きたいって言うかもしれないじゃないですか？　もしかしたらのもしかしたらの万が一のですけど……くすくす……」

　理解……理解できない。

　得体が知れなすぎる。なんでローナの妹でこんなのができるんだ。

　意味がわからない。理解できない。

　ハードの力は恐ろしかったが、ヒイロは精神が恐ろしい。

　そんな理由で──場所すら変えずにその場で治ち療りよう？

　もし、ハードが戻ってきたらどうするつもりだったんだ？

　思考が渦巻く。あまりの理由に私はたった一言しか言えなかった。

「……ありえないと思うけど」

「私もそう思います。ミディアさんの身体貧相だし……お姉ちゃんならわかりますが……」

　喧けん嘩か売ってるのか？

「いやー、でも、ちゃんとレイジィ様に閨ねやに呼ばれたら正直に言うんですよ？　『傲慢スペルヴイア』のヒイロに助けられました、この貧相な身体をご賞味くださいって」

　もし仮にほぼ一〇〇％ないことだが、そんな機会が来てもそんな台詞は出さない事を私は決意した。

　命を救ってもらったとかそういうレベルじゃない。

「くすくすくす、まー、冗談はこの辺にしておいて──」

　……冗談だったのか。

　いつも笑顔なので本音なのかふざけているのかさっぱりわからない。

　ヒイロが真ま面じ目めな表情に改め、通路を見た。レイジィ様の部屋を見通すかのように、儚はかない眼まな差ざしで。

「ハードさんは、レイジィ様を殺すつもり……『優越』するつもりです。魔王との戦闘直後で弱ったこの隙を狙って」

「……は？　な、どうして……いや、違う。……そう」

　正気じゃない。

　魔王との戦闘直後とは言え、レイジィ様はほとんど傷を負っていなかったし、スキルもほとんど使っていなかった。弱った様子もない。いや、寝ているから分からないけど。

　だがしかし、ハードが殺すつもりというのならば……何かしらの手があるのだろう。

　そもそも、主君殺しとは傲慢のある種のステータスでもあった。

　ハードの意味深な言葉もそれならば納得がいく……のか？

　だが、最後に聞こえたハード・ローダーの言葉は一体──

　続いて、大きく伸びをしてヒイロがため息をついて言った。

　億おつ劫くうそうにふせられた瞳ひとみが幼さに見合わぬ色気を醸かもし出している。

「私は、賭かけたんですよね。確かに同じ傲慢ですけど、そんな事無関係にハードさんは多分『負ける』って。まぁ、ただの勘かんなんで、もしハードさんが勝利したら私はこの場でミディアさんを殺します。くすくすくす……実は私、強い方の味方なんですよ」

「……そう」

　ダメだ、こいつ。わかっていたけど、ナチュラルでクズだ。

　だが、助かったことも確かな話。私は口に出さない事にした。

　蹌よ踉ろめきながらも立ち上がって大きく身体を動かす。魔力はほぼ空っぽだが、痛みはもうない。

　私の傷は完全に回復されていた。

「……なら、なんで私を完全に治したの？　死なない程度に治すとか、あるはずじゃ……」

　いくら魔力までは回復していないとは言え、私とヒイロでは力量差があるはずだ。

　完全に治療してしまえば、逃げられる可能性も高くなる。

　私の疑問に、ヒイロが事も無げに答えた。

「……そーれーはー、十中八九レイジィ様が勝利するからですよ！　ハードさんは確かにデタラメに強いですが……レイジィ様の力は理解不能です。傲慢は正体不明に滅法弱いですからねえ……相手が弱ければまだ何とかなりますが、レイジィ様は大魔王配下で序列第三位ですし。初見のスキル使用されて終わりじゃないですか？　きっと」

　また、えらく辛しん辣らつな言葉だ。だが、同じ傲慢の言葉にはどこか説得力があった。

　私は不安を押し殺し、ヒイロと一緒に角を見つめた。

　あれほど荒れ狂っていた嫉妬の炎は既に鳴りを潜めている。

　……枕、渇望、どうしよう。



















第一話　至高の魔王に









　悪魔の命は人族と比較すると酷ひどく長い。

　寿命はほぼ悠ゆう久きゆうの如ごとく、年月による老化など元より存在しない。

　魂たましいの形、意志の形、渇かつ望ぼうの形こそが存在を確固たるものとし、その強固な在り方こそが悪魔をこの途方もなく広き魔界に君くん臨りんする種たらしめている最大の要因だ。

　そして同時にそれは、渇望を突き詰め続けた長命な悪魔であればあるほど、力は無制限に肥ひ大だいを続けるという事でもあり──それが魔王ともなれば、本来天敵である天をも侵しうる強力な力を持っている。

　覚かく醒せいした瞬間に目に入ってきたのは、だらしない格好をした生気のない男だった。無造作に切られた髪に、埃ほこりに塗まみれ薄汚れた衣。その痩そう身しんを支える、ぎしぎしと軋きしむ音を立てる色あせた安あん楽らく椅い子す。

　生気、活力、意志がなく、ただ莫ばく大だいな力だけがあった。

　どのような襤ぼ褸ろを着込んでも、部下がただの一人も存在しなくても、はっきりその男が魔王だとわかるような凄すさまじい力。

　まだ未熟な感覚器にすら感じられる世界を満たす、ただ深く昏くらく、まるで空気のように自然で静かな魔力。




　──堕だ落らくの王。




　弱肉強食、魔王同士が雄を競う魔界において存在する唯ゆい一いつ無む二にの不干渉にして、ただそこに在るだけで魔王の座に上り詰めた強大な悪魔。

　誰にも流されず、ただ時の流れにも置いて行かれた哀れな悪魔。

『堕落』のレイジィ。

　意志あるものに力が与えられるとは限らない。

　また、逆も真なり。

　力があるからといって、それを有効活用できるとは限らず、ことそれが怠たい惰だともなれば、その力を使うとすら限らない。

『怠惰アケデイア』を突き進めた魔王は、ただ何も言わずに、何も考えずに僕を見ていた。

　いや、その視線は僕の方を向いていたが、僕を見てはいなかったのかもしれない。ただ虚うつろに揺蕩たゆたう視線に意味はなく、その眼めに宿る考えは僕なんかに到底理解できる種のものではなかったのだけは確かだった。

　恐らく──発生は奇跡。

　手に入れた力を戯たわむれに一度だけ使ってみた、ただそれだけの理由で僕は生まれたのだろう。

　尤もつとも、それに気づいたのは大分後の話……意味もなく、何を指示されることもなく生まれた僕が、レイジィという悪魔が無意識に垂れ流す魔力を吸って自意識を、そして渇望さえ手に入れた後の話だ。

　勝手に指示もなく動き出した僕を見ても、レイジィは何も言わなかった。

　存在の意味、生まれた意味が理解できなかった。

　それは魔王の意志ですらない。目的は力の使用だけで、結果には興味すら抱かない。

　求められた生、理由のない発生、意味のない存在。

　欲望の欠片かけらもなく奈な落らくの中、ただ、主あるじを見ていた。

　その怠惰の意志を受け、その配下の一人すら持たない魔王のあまりにも哀れな軍を見て、食うものも食わず、どこから拾ってきたのか汚らしい椅子と湿し気けったベッドを無意味に行き来する王の姿を見て、それでも、ありとあらゆる勇者を、賢者を、悪魔を、天使を、魔王すらも歯し牙がにかけない在り方を見て、

「……ふん……これが『支配者』の在り方か……」

　今でもはっきりと覚えている。

　それが、それこそが僕の第一声。悪魔としての意識が固まった瞬間。

　くだらない。つまらない。

　目的もないただ長く弛だれた命に、膨ふくれ上がり肥大化した力。

　その様のなんと醜みにくく、耐え難い事か。

　それこそが僕の司つかさどる渇望。

　それ故に得た『傲慢スペルヴイア』の原罪。

　情けない創造主の姿、そしてそれに対して敗北を積み上げる挑戦者たちの姿は、滑こつ稽けいに過ぎた。

　そして、同時に感じた深い羨せん望ぼう。

　時の流れに比例して増大していったのであろうその魔力は鍛たん錬れんによる研ぎ澄まされた鋭さこそなくとも、他の種を──同じ魔王でさえも、ただ圧倒的に寄せ付けない。

　その存在は唾だ棄きすべき醜悪さを持つと同時に至高。

　まさに己の創造主に相応ふさわしく、これを『優越』できれば、それこそが至高の存在として人魔問わずありとあらゆる存在の上に立つことに等しいのだろう。

　そう思った。思わざるを得なかった。

　力に貴き賤せんなど存在しない。

　それは、ほとんど思考の回らない頭ですらそう感じる程の、何よりも高く何よりも尊き力だった。

　だが、今のままでは絶対に越えられない。

　悪魔として生を受け、想像もできない程の長い年月を掛けて魔王に至った存在は、そのライフスタイルはともかく力が強すぎた。

『優越』はできる。そのだらしない仕草、性格、覇者としてあるまじき在り方は、下に置くに十分だった。

　だが、勝てない。相性がいいとかそういうレベルではなく、地力の差、経験の差、存在の差が、まさに天と地の差に等しい。

『優越』は悪魔の位で言う、『将軍』と『魔王』の差を覆す程の戦闘能力の補正を齎もたらす、優秀なスキルだが、それでも足りない。

　本能で分かった。本能で分からざるをえない位の途方も無い差があった。




　──今はまだ。




　睥へい睨げいする僕を見ても、堕落の王は何も言わない。ただ、黙するのみ。

　やらねばならない。打ち破らねばならない。至高の主を。それこそが僕が王である証明となるのだから。

「……ふん。だが、主がコレでは僕まで低く見られてしまうな」

「……そうか」

　堕落の王がつまらなそうに布団の中から言った。そこに感情の起伏はない。

　その目は僕を見上げ、尚なお、意志の一つすら、抱いていない。

　絶望はなかった。宣言する。全すべては自らのために。

　それは誓いでもあった。自らの存在に刻み込むための。

「僕が父上を名実ともに至高の魔王にしてやろう」

「……いらん」

「……ふん、なってもらうぞ。堕落の王。何よりもこの……僕のために」

「……そうか」

　好きにするといい。

　声には出さずに唇の動きだけでつぶやくと、堕落の王は布団の中に緩慢な動作で引っ込んだ。

　ずっと見ていた。ろくに意識がない頃から。侮ぶ蔑べつと羨せん望ぼうを込めて。

　わかりきっていた反応。顔を背そむける。

　いいだろう。

　……手始めに、この一帯を平らげよう。

　碌ろくに動かしたこともない腕が上がる。まるで宣戦でもするかのように。

　我が主を無害と判断し、見下し、無視してきた愚かな悪魔を制圧し、この地を我が偉大なる主の墓標とするのだ。

　そして、全てを優越したその時にこそ、この魔界に魔王をさえ超えた存在が生まれ出ることになるだろう。












第二話　せめて至高のままに









　魔界。

　強きが何より尊ばれ、悪魔同士が渇かつ望ぼうを求め、限り在るリソースを奪い合う群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの世界。

　論ずるまでもなくくだらない。




　強ごう欲よく

　色しき欲よく

　憤ふん怒ど

　暴ぼう食しよく

　嫉しつ妬と

　傲ごう慢まん

　そして──怠たい惰だ。




　僕の目標はたった一つだった。

　鍛え、優越し奪い合ううちにはっきり理解できる。

　領土が増える。身にまとう魔力が増え、傲慢のツリーが成長する。

　まるで草を刈るかのように、それはたやすい事だった。

　悪魔はもちろん、天界からの刺客も、時には表の世界から魔王討伐に来る愚かな英雄も。

　何もかもが屈服した。僕の力に。そして、我が主の力に。

　基本的な性能がそもそも高かった。

　力の塊かたまりといってもいい怠惰の王に造られた僕が弱い『わけ』がない。

　そして、度重なる鍛錬。

　自らの力を鍛えあげる。筋力、魔力、知力、統率力。万が一にもつまらぬ理由で敗北せぬように。主あるじに土をつけぬように。

　それが第一の優越であり、傲慢の根源にして僕の力を高める要因だった。

　他の王の渇望など我が主君の怠惰に比べなんと脆ぜい弱じやくな事か。

　時が矢の如ごとく過ぎ去る。

　唾だ棄きすべきは我が主に欠片かけらも興味を抱かぬ、我が主よりも弱き力をもってして魔界に君臨したつもりになっている魔王たち。主への侮ぶ蔑べつは僕への侮蔑をも意味した。

　許さない。許せるわけがない。地に伏せ、頭を下げよ。従属しその威い光こうを掲げよ。

　戦う。打ち破る。

　やがて、城が作られる。

　主の住んでいた極小さな家とも呼べぬ家を中心にして生み出された城壁は万ばん里りに届き、城の中央に建造された塔は天さえも貫く。

　影えい寝しん殿でんと名付けられた怠惰の王の寝所はその力を示すべく、他の如い何かなる魔王の城をも遙はるかに超えた圧倒的な広さと威容を誇っていた。

　我が主の城。満足などしない。仮かり初そめにでも我が上に立つというのならば、この程度の城では足らぬ。

　悪魔が集まる。

　屈服した、屈服させた悪魔が。もとより下地はあった。力の下には力が集まる。

　渇望はより大きな渇望を求め、膨ふくれ上がっていく。

　有象無象を統率し、軍を成した。他の如い何かなる魔王の軍をも超える至高の兵を。

　時が経たつにつれ勇ゆう名めいが知れる。

　今まで、愚かにも怠惰のレイジィに挑戦した僅わずかな者しか知らなかった我が主の名が。

　怠惰のレイジィの擁ようする精強な軍団レギオン。

　唯ゆい一いつにして頂点たる怠惰の王とそれに与くみする傲慢の悪魔。

　直接屈服させなくとも、自ら頭こうべを垂れる愚かな悪魔たちが増える。

　人数が増え、軍が増える。一軍、二軍、三軍。

　だが、構成するその如何なる悪魔をもってしても僕の力の、そしてレイジィ様の力の足元にも及んでいない。

　脆もろい。脆すぎる。所しよ詮せんは有象無象。

　確認するまでもなく、『優越』するまでもなく優越している、そいつらは僕の敵に足るには弱すぎる。

　無敗にして絶対。

　この僕に敗北は無く、それ故ゆえに主にもまた敗北はない。

　倒せば倒すほど、上に行けば上に行くほど、年月を経れば経るほど僕の力は上昇していく。

　傲慢の悪魔の強さは戦闘経験に比例する。

　既き知ちとは乗り越えた証あかし。一度勝利した者には二度と負けない。

　学べば学ぶほど、知れば知るほどに敗北は遠のき。

　年月が過ぎ去れば過ぎ去る程に敗北は遠のく。いくら渇望を突き詰めようが、年若い悪魔に敗北するほど落ちぶれてはいない。

　敗北するわけがない。蓄積される絶対の自信。




　──だが、同時にそれは怠惰の魔王に時間を与える事でもあった。




　やがて、大魔王に服従を求められる。

　大魔王とは、魔王と悪魔の差異とは異なり、ただの最も大きい縄張りを持っている魔王の自称だ。

　だが、この魔界でそれだけの勢力を率いているという事は、最も大きな渇望を持っているという事でもある。

　実際に会う。

　大魔王の司る原罪は傲慢。僕と同じく優越を礎いしずえとする悪魔。

　目的は魔界の制圧。戦火渦巻く魔界をまとめ、ひいては地上を、天界さえも飲み込むという、己の力にそぐわぬ巨大な野望を持つ男。

　実際に目で見て確信する。大したことがない。我が主が出るまでもない。

　出会った時点で僕はその大魔王を『優越』していた。それ即すなわち、怠惰のレイジィには敵かなわないという事。

　発生してからの年月も、長くはあるが主は疎おろか、この僕にすら及ばない。所詮は少し才能があるだけの魔王、今まで主に出会わなかった幸運で最強を名乗れていた男だ。

　こいつを屈服させれば主の地位は上がるか？

　くだらない話だった。この程度の魔王ならば、討とう滅めつする価値すらない。

　傲慢の魔王ならば屈服させてしまえば力も落ちよう。軍に組み込む価値さえ──

　主の堕落の渇望はとどまる気配を見せない。

　威光は些いささかも増えないが、力だけが増していくその様はまさに悪魔の王に相応しい。

　主に伺いを立てる。

　いつも通りの答えが返ってくる。

　何年たっても変化することのないただの一言が。それでいい。羽虫など考こう慮りよするに値しない。それでこそ我が主。

　大魔王に与することにした。

　雑事はやるつもりはないが、魔界が一つに纏まとまればさらなる強敵が現れるやもしれん。主の威光を広める手段にもなろう。

　大魔王が主と面会する。

　そして、しばらく経って力を失い、大魔王の代が替わった。

　弱肉強食。敗者はただ死にゆくのみ。経過に価値などない。絶対強者のみが上に立つことを許される。

　同じ魔王の位階でありながら存在するあまりに巨大な差異。石のように動かぬ超越者の想おもいを周囲は察することすらできない。

　大魔王が替わる。何代も替わる。

　天界は愚か、魔界すらも結局統一される気配がない。

　魔王が新たに生まれ、そして死んでいく。

　名だたる英雄が入れ替わりで魔界に侵攻する。

　天界からの大規模な侵攻が発生する。大多数の悪魔が討滅される。




　──だが、影寝殿は未いまだ眠ったままだ。




　主は微睡まどろみの中におられる。動かないまま、それ故にただ力が高まっていく。どんな悪魔も魔王も追いつけない高みへと。

　同時に、そこから生み出された僕の力も上昇していく。その傲慢の本ほん懐かいは満たせないままに。

　傷ひとつ付けられない怠惰の王。

　そのスキルから生み出された人形は強力無比。

　幾いく星せい霜そうの時の間に暇つぶしのように戯れに生み出された人形が魔界全土に散る。僕以外の人形たちは主の名すら知ることのないまま、戦場を動き続ける。

　堕落のレイジィはいつの日にか『虐ぎやく殺さつ人にん形ぎよう』のレイジィと呼ばれていた。

　その原初の一体の功績によって。

　主に仕える悪魔の一族ができる。理解できない。が、それもまた是ぜ、也なり。

　我が主ならば、そういった一族がいるのも悪くない。いや、いて当然だ。

『黒くろの徒と』なる騎士団から監察官が派遣されてくる。配下の魔王の反乱を恐れた、『恐れざるを得ない』程度の力しか持っていない大魔王の手足共。

　是、也。我が主を好きなだけ観察するがいい。所詮、僕以下の力しか持たない貴様らなんぞに堕落のレイジィを傷つけられはしないだろう。

　反乱などしない。するまでもない。我が主の力は既にあらゆる他の魔王を凌りよう駕がしている。

　──勝利を、栄光を重ねよ。主に相応しい栄光を。

　部下が死んでいく。何人も死んで顔ぶれが次から次へと移り変わる。

　僅かな油断で僕の片腕を張っていた男が死ぬ。馬鹿な奴だ。戦場で油断などありえん。

　老いはなくとも、戦闘本能を持つ悪魔の死者の数は多い。渇望を抱く事に飽き、力を失う者さえいる。構築した軍の内部は常に変動している。変わらぬはレイジィ様とこの僕のみ。

　強者として有名だった魔王が別の魔王に滅ぼされ、弱者が魔王に成り上がる。

　盛じよう者しや必ひつ衰すいの理ことわり。

　敵も味方も、次から次へと顔ぶれが変わる。魔王、悪魔の情報を書き留めた資料が図書室に溢あふれ、第二、第三の図書室が出来上がる。常に積み重ねた研けん鑽さん。

　ほとんどは遙か彼方かなたに優越した、もはや不要な資料だ。

　年に一度、その積み重ねた年月を記すべく壁に刻んだ印が部屋に溢れ、廊下に刻まれていく。

　石の気分を味わう。

　変わらないのは我が主の存在と魔界に輝く蒼あおき月のみ。

　レイジィ様の持つ漆黒の瞳ひとみは奈な落らくの闇やみだ。

　いくら研鑽しても、それでも敵わない。底が見えない。それは如何なる感情なのか。

　あらゆる一切を優越した僕だからこそわかる遙かな力。

　時間だけはあった。怠惰の悪魔を好んで襲った。

　ほとんどが凡ぼん百びやくの悪魔だ。話にならない。記すに足るスキルも使わない。

　何十年、何百年、何千年たっても他の怠惰の魔王が現れない。殺さねばならない。情報が欲しい。挑戦者として。

　嘗かつてのレイジィ様と同じくどこぞの地の底にでも眠っているのだろうか？

　それとも、怠惰の悪魔が魔王に至っていないだけなのだろうか？

　それすらも不明。

　屍し山ざん血けつ河が。

　積み上げた悪魔の死体はもはや数えるのも億おつ劫くうだが、初めて怠惰のレイジィを見た時に感じた衝撃は悠久の時を経て尚色いろ褪あせない。

　劣等感。それは『傲慢スペルヴイア』の悪魔の最大の敵だった。

　さらに月日が経つ。

　情報を集める。自らを鍛える。敵対種を撃退する。

　気がついたら獲物はいても、敵は殆ほとんどいなくなっていた。今となっては魔王すらも打倒できるが、その事実にももはや意味はない。

　優越する相手がいない限り、傲慢の力は強くならない。根拠なき傲慢など無意味に等しい。

　頭打ち。スキルは極めきり、肉体を引き絞り、魔力を研ぎ澄まし、傲慢のスキルツリーは魔王になる一歩手前で止まっている。その傲慢を遂げられぬが故に。

　最初にして最後の壁。堕落のレイジィという名の壁に阻まれ。




　──だが、それも今日までの話だ。




　ミディアの処分は準備運動にもならなかった。予行練習にすらならなかった。

　所詮は他者の猿マネしかできない嫉妬インヴイデイアの悪魔。元よりそれほど期待はしていなかったが、それでも感じるのは深い失望。

　主のスキルを模倣するなど愚の骨頂。攻撃力の低い怠惰のスキルなど、強奪や嫉妬の悪魔が奪い模倣し、使用したところで大した威力は出ない。

　それでも、力の差を理解して尚、立ち向かってきた事だけが唯一評価に値する点だろうか。所詮は路ろ傍ぼうの石ころ。それでも力の差異くらいはわかっていたと思いたい。あれでいて、レイジィ様の軍の一つを担っていたのだから。

　主は論ずるまでもなく強い。

　攻撃に向いていないスキルはともかくとして、何よりもその途方も無く高いＶＩＴだけが問題だった。

　高い生命力と頑強性は本来他者を害する事に力を割く悪魔には類るいを見ない特性。貫く自信がないわけではないが、いくら修練を積んでも、いくら他の怠惰の悪魔を討滅しても、完全なまでの自信は構築できはしない。

　ため息をつく。精神は、既にこの上なく高められていた。もはや記憶の片隅にすら残らぬ霞かすみのような戦闘経験は僕の与あずかり知れぬ所で蓄積されている。

　目の前に聳そびえる扉。奥から感じる膨れ上がった力。祈りを込め十字を切り、扉を開く。

　度々、カノンの小娘の部下によって焼き払われているため、頻ひん繁ぱんに替わった父上の寝室は新しく、微かすかな性臭がした。

　明らかにわかっているはずなのに、気配に気づいているはずなのに、父上は声一つ、身動き一つしない。

　まるで死んだように眠っていた。布団の奥底から見える閉じられた双そう眸ぼう。その下に張り付いた隈くま。

　堕おちたもんだな……堕落のレイジィ。

　たかがメイド一人助けるためにスキルを使う。

　自ら戦闘に赴おもむいた上に、如何な魔王とは言え、ゼブルなんぞに傷を受ける。

　あまつさえ、襲われるに任せる。

　最近の所作は我が主として嘆かわしい。

　……いや、そろそろ潮しお時どきという奴なのだろう。

　本当に長い年月が過ぎた。馬鹿らしくなる程に。

　そして、父上は更に多くの年月をその生に費やしてきたはずだ。その長さは僕の経験全てを積み上げてさえ、微み塵じんも推測できない。

　今、当時の魔界を知るものが何人いようか。

　いつか時が来るはずだと思っていた。ずっとその時を夢見てきた。否、おそらくはそれこそが僕が発生した理由であり、使命であった。

　幾ばくかの寂せき寥りよう感かんを感じながら、足を踏み入れる。

　その身に感じる魔力は未だ絶大。

　並の魔王など束になっても敵わない。だが、今までずっと付き従ってきた僕には理解できた。

　──堕落のレイジィは、弱っている。

　ここ数千、数万の年でも稀まれに見ない程に。

　それは、司る『怠惰アケデイア』から背いた証拠だった。

　全ては……想定通りだ。

『怠惰アケデイア』は怠惰に過ごせば過ごす程に強力になるが、逆に自ら動けば動く程にその力が下降していく。

　ベッドの横に立つ。まるで死んだように目を閉じる主の顔には虚無の他何も浮かんでいない。

　力の入っていない怠惰の王の手を取る。鍛錬のたの字も見えない骨のような指に、死人のような透き通る白い肌に薄っすら浮いた青い血管。

「父上……長い年月が過ぎましたね」

「…………」

　レイジィは答えない。だが、知っている。

　父上は眠っていない。怠惰の王にとって寝るも起きるも全ては泡沫うたかたの夢にすぎない。

　故に、僕はそのまま続けた。

　本当に久しぶりの会話を。

　堕ちた、失望したなど言うに値しない。レイジィもそんな理由には興味がないだろう。

　そもそも、これは遙か昔生み出されたその時からの必定でもあった。

　父上は敏さとい男だ。怠惰を司り、同時に怠惰以外の側面も持っている。

　それは、他の怠惰を司る悪魔との明確な差異で、きっと怠惰のレイジィが悠久の時を過ごすことになった要因だ。

　言いたいことは沢山あるが、言葉はいらない。

　配下を増やし、大魔王軍の中でも随ずい一いちの力を得た事。

　天界からの無数の刺客を堕落させ、悪魔に堕とした事。

　ダース単位で徒党を組んで襲撃してきた人族の英雄を眠ったままで撃退した事。

　元大魔王の娘であり、まだ渇望すら抱かぬ小娘だったカノンが新たな大魔王とまでなった事。

　幾いく千せん幾いく万まんの死を築き、時の流れさえ置き去りにする。

　発生当時に存在していた魔王はもはや誰一人残っていない。

　知人、友、敵ですら死に、新たに生まれ、そしてまた死んでいく。

　感情すら摩ま耗もうする時の流れを歯し牙がにもかけない父上は天性の堕落の王で。

　そして、至高の魔王から生まれた僕は最強の悪魔に他ならない。

　父上の隣に跪ひざまずき、頭こうべを垂れる。

　それは覚悟。僕は今日魔王に至り、二度と敗北することはないだろう。いや、たとえ敗北したとしても──




　──跪くなどありえない。




　それこそがこの僕が、傲慢独尊のハード・ローダーが、父上に対してできる唯一の報むくいに他ならない。

「お疲れ様でした。終わりにしましょう。僭せん越えつながら、僕が最期を看み取とらせて頂きます」

「……そうか」

　──だから、せめて至高のままに滅ぶといい。堕落のレイジィ。












第三話　カーテンコールに相応しい









　怠たい惰だのスキルは非常に多た岐きに渡っている。

　だが、それは同時にそこまでやらなければ怠惰を獲得できなかったということでもあった。

　そもそも、戦わずとも渇かつ望ぼうを満たせる以上、怠惰には戦闘向けのスキルというものがほとんど存在しない。

　滅多に使用されない怠惰のスキルではあるが、僕には経験があった。この時、この瞬間のために積んだ研けん鑽さんと自信。

　全身に力が漲みなぎる。レイジィが暴ぼう食しよくの王を軽々と討とう滅めつしたという事実は、僕の力をより高めていた。

　戦闘開始の合図など不要。

　巨大な天てん蓋がい付きのベッドを支えていた足が逬ほとばしる力の余波によって折れる。

　ベッドが大きくバランスを崩した瞬間、僕は裂れつ帛ぱくの気合を込めて突きを放った。

　一歩の踏み込みで床が陥没、拳こぶしが容易たやすくレイジィの頭に突き刺さる。何かが折れるごきりという音。

　衝撃が天蓋の柱を吹き飛ばし、レイジィの身体からだがまるで紙切れのように吹き飛んだ。

　轟ごう音おん。

　建物全体が大きく揺れる。まるで影えい寝しん殿でんが悲鳴をあげているかのように。

　拳こぶしの骨が鳴る。残るは確実な手て応ごたえ。されど、硬い手応え。これまでの戦いくさでは、殆ほとんどは初撃で決まっていた。

　回避はされていない。間違いなく直撃している。が、レイジィの気配は消えていない。

　突きはリーゼに燃やされないように丹念に張り巡らされた結界を容易く貫き、壁さえも突き破っていた。それも一枚や二枚ではない。

　見通せない程に遠く空いた暗くら闇やみ。レイジィの寝室の周囲に他の者の部屋はない。

　ベッドの残ざん骸がいを足で踏みつける。

　コンディションは最高。傲ごう慢まんを遂げるに何の障害もない。全身に漲る力は修行の集大成であり、同時に我が主あるじとの歴史の蓄積でもあった。

　至高に挑むに不足なし。

　息を深く吐き、そして吸う。

　怠惰に時間を与えてはいけない。たとえ全身を細切れにしても、核さえ残っていれば容易く再生されるであろう。

　床を蹴けった。速度は一瞬で最高潮まで高まる。

　誰よりも疾はやい速度。

　誰よりも強き力。

　──誰よりも高く翔とぶために。

　それこそが傲慢スペルヴイアの原げん罪ざい。

　武器など不要。己が身一つで十全。

　視界が音速を越えて流れる。僕の身体は光と化す。

　暗闇を踏み抜き、床に大の字のまま倒れているレイジィに肉薄するまで僅わずか一秒にも満たない。

　助走の勢いのまま、その頭を蹴り飛ばす。手応えがない。躱かわされた。いや、消え去った。

　怠惰の持つ瞬間移動のスキル。自分の縄張り間を自在に転移するスキルだ。それは僕の動きが明確に捉とらえられている証あかしでもある。

　それでも力は揺るがない。全すべては想定内。その程度できなくて何が至高か。

　気配は背後。感じる前に身体は動いていた。

　何度も繰り返してきた動作。

　勢いを乗せて蹴り上げる。つま先がレイジィの頭に突き刺さる。

　わかる。思考がわかる。何年、何万年、何十万年。付き従った結果が、誰にも読めない怠惰の王の思考を読むことを可能にする。

　誰にもわからぬその行動理論が、僕だけにはわかる。僕だからこそわかる。

　膂りよ力りよくに天井の結界がぶち破られ、巨大な穴が空く。頭の大きさ程のブロックががらがらと崩れ落ちる。

　身体が一瞬重くなる。悪魔の持つ渇望を重さと化し、枷かせをはめる怠惰のスキル。

　既に承知だ。通じるわけがない。『優越オーバー・ルール』を発動し何の問題もなく打ち破る。

　恐ろしきはその頑強性、その生命力。

　並の魔王ならば討滅してもおかしくない程のダメージを与えたはずなのに何の問題もなくスキルを使えるＶＩＴこそが怠惰の本領。

　ならばそれ以上の力で正面から打ち破ればよい。いや、正面から打ち破らねばならない。それでこそ真に超えたと呼べる。

「……痛い……」

　間延びした声が穿うがたれた穴から漏れる。

　返答する余裕はない。ただ、力を集中する。

　遠距離戦は愚策だ。怠惰の耐性は並大抵のことでは破れない。

　身体が一瞬硬直する。

　正面から放たれたスキル。魔王の持つ魔眼の力だ。問題なく優越する。

　この僕が唯ただの魔眼で縛られるワケがない。

　長期戦はこちらに有利。

　怠惰の悪魔は動けば動く程に力が減っていく。

　だが、そのまま能力低下を待つつもりはない。至高を至高のまま葬る。

　息を整える。しっかりと地に足をつけ、丹たん田でんに力を込める。

「行くぞ」

　身体を弾丸と化す。

　跳躍だけで結界が容易く破られ、反動で床が大きく陥没する。

　爆発的なエネルギーに身体を乗せて、天井の穴に飛び込む。

　視界に入ってくるのは、瓦が礫れきの山に身体を埋めたレイジィの姿だった。涙を滲にじませて、もう傷の消えた頭を押さえている。

　一瞬で距離をゼロにした僕に表情が一瞬変わる。相変わらず殺意、殺気、戦意と呼ばれるようなものは微み塵じんもない。

「はぁあああああああっ！」

「くっ……」

　気合、咆ほう哮こう。

　身体全体の力を使い、突きを繰り出す。

　レイジィの表情が初めて歪ゆがんだ。同時にその身体の前面に薄い透明な壁が現れる。

　防御を高める結界を張る怠惰のスキル。

　無駄だ。それもまた、既知。

　拳が当たると同時に、結界がさしたる抵抗もなく、まるで硝子がらすのように砕け散った。

　優越している以上、結界は意味を成さない。

　魂こん核かくが熱を全身に循環させる。

　拳がレイジィの顎あごを砕く直前に、その姿が掻かき消える。

　厄介なスキルだ。だが、同時に移動する怠惰という矛盾を含んでいる。

　それの使用は、怠惰の力を鈍らせる要因の一つだ。

「……俺、何かやったっけ？」

　聞く意味がない。話が嚙かみ合うわけがない。

　横から聞こえた声に裏うら拳けんを放つ。

　レイジィがそれを腕で防御した。

　骨の軋きしむ音。

　怠惰のスキルには、ただでさえ鈍い痛覚を完全にシャットダウンするスキルがある。使用したのだろう。レイジィの表情には、もはや痛みはない。

　そして、傷さえもレイジィの生命力ならば一瞬で治癒されるだろう。

「父上、もうお休みください」

「……ああ」

　何いってんだこいつ、みたいな眼で頷うなずく。

　聞いていない。コミュニケーションが取れない。

　不安定な足場で蹴りは困難。固く握りこんだ拳に、身体強化のスキルを乗せて繰り出す。

　レイジィはそれを腕を構えたまま受ける。

　怠惰のレイジィに戦闘理論など存在しない。彼の攻撃手法は単純だ。

　それ即すなわち──力による制圧。

　並の魔王を引き離す巨大な力──魂たましいの塊かたまり。

　そこに並大抵の技術は意味がなく、そして同時に技術を扱うという思考は存在しない。それは、超越者の思考だった。

　眼めにも留まらない拳撃の余波で四方の壁が瓦が解かいする。

　一撃当てる毎ごとにレイジィの腕が嫌な音を立てる。

　押している。

　だが、その表情にはいささかの痛つう痒ようを感じている様子もなく、この程度の打撃では力を消費させることはできても決定打にはならない。

　硬すぎる。だが、そんな事は最初からわかっていた。

　怠惰の王を押しているという事実が『優越』を更に強化する。身体の底から更なる力が湧わいてくる。

　そして、ついに蹴りがガードを打ち抜き、レイジィが大きく吹き飛び最後の天井を突き破った。

　血のような真紅の空、影寝殿を構築する黒の構造物──砦とりでが視界の許す限りに広がっていた。

　瓦礫を乗り越え、外界に出る。

　日に一度は、塔の上から見るようにしていた。塔と比べれば低いが、ここの光景だって馬鹿に出来たものじゃない。

　いずれなくなるかもしれないこの光景は、僕にいつも覚悟を感じさせる。

　見張りを行っていた兵士が、いきなり床を突き破ってきた僕の元に慌てて駆け寄ってくる。

「ど、どうなされましたか、ハード様」

「貴様が気にする必要はない。元の配置に戻れ」

「は、はい。承知致しました！」

　何もかも下らない話だ。

　ゆっくりと砦を見渡しながら、倒れ伏すレイジィの元に歩を進める。

「父上、美しいとは思いませんか？」

「……ああ」

　仰あお向むけに天を仰ぐその心中は恐らく僕が永遠にわからないものなのだろう。

　だからこれはただの一人よがりに過ぎない。

　胡う乱ろんな瞳ひとみが、黒の濁った瞳がこちらを見上げている。

　無感情な眼まなこ。腐った魚のような眼。ここに至ってもそこには殺意がなかった。

　手の平を固め、手刀を作り出す。

「次は斬きります」

「……降参だ」












「…………」

　その全ては、かつて見知った経験に過ぎない。

　その言動、怠惰な所作に惑わされダース単位で魔王が滅んでいった。

　だが、僕には、息子の僕にだけはわかる。こいつは、やるときはやる男なのだ。

　戦意など、殺意などいらない。唯、怠けるためだけにレイジィは力を使う。

　故にまだ逃げていない。瞬間移動で長距離を翔べば一時的には逃げられるというのに。

　──ここで僕から逃げても何の意味もないと考えているから。

　是ぜ、也なり。

　それこそが怠惰であっても王である証あかし。

　逃げるなら逃げるでもよかった。それは敗北の証でもある。

　だが、父上が逃げる事はない。

　戦いたくはないが、面倒だから潰つぶしておこう。

　数多あまたの悪魔の戦意を塗りつぶす不純な動機こそがその渇望の証明。

　通常考える怠惰のイメージとのその差異に悪魔は、魔王は滅んでいった。僕はその様子を具つぶさに観察してきた。

　こうしている間も、レイジィの力は徐々に弱まっている。膨大な蓄積があるから気がつかないだけで、その力は無限に近くとも決して無限ではない。

　こちらが撤退して、再び万全な体調で挑めば次はさらに有利な状態で戦闘を進められるだろう。

　だが、その選択肢はありえない。有利になるから一いつ旦たん去る？

　何故、その程度の理由で一度引かなくてはいけないのか！

「……ふん、必要のない処置だ。この僕が敗北するわけがない」

「……ああ、お前が最強だ」

　燃える魔界の太陽が血のように赤き光で僕たちを照らしている。

　それは僕が生み出されてからずっと続いてきた光景で、同時に僕が生み出される前からレイジィが見てきたはずの景色。

　レイジィが億おつ劫くうそうに言う。

　それと同時に、上空から力の塊が振り下ろされた。

『空くうの右手』と『空の左手』。

　腕と連動した念動の力。動かずに遠くのものを取るための下らないスキルが、その莫大な力を背景に明確な脅威となって僕を叩たたき潰す。

　と同時に、力の塊が霧散した。とっくの昔にそのスキルも『優越』している。準備は十全に整っていた。

　レイジィが明らかに顔を顰しかめる。

「……面倒だな」

「……ふん、父上はいつも楽をしすぎている」

　恐らく、その果てしない生の中でもほとんどのスキルを無効化される経験は初めてだろう。

　僕は逆だった。『傲慢スペルヴイア』は傲慢故に其そのほとんどのスキルが知れ渡っている。戦う相手はこちらに対して対策を取っている事が多く、その全てを正面から叩き潰してきた。

　父上はただ漫まん然ぜんと生きてきた。その事実のなんと無為な事か。

　僅わずか一歩で接敵。全力で頭を踏みつぶす。手応えは在る。あるが砕けていない。

　そのまま手刀をその肩に叩きつけた。

　金属でも切りつけたような鈍い感触。そのあまりの硬度に手の平の方が音を立てて軋きしむ。

　ぬるりとする冷たい感触。レイジィが何の意味もない眼でこちらを見上げ、肩を見て短い悲鳴をあげた。

　効いている。その防御を突破できている。

　肩に穿うがたれた穴。べっとりとついた血を振り払い、連撃を叩き込む。

　レイジィが消える。だが、戦闘の中で高こう揚ようした精神はレイジィの場所を一瞬で感知していた。

　後方十メートル。そんなの一瞬で踏破できる距離だ。

　振り向き様に手刀を飛ばす。

　構えようとしたレイジィの腕に突き刺さり、鮮血が舞う。

　遅い。遅すぎる。

　見えてはいるのだろう。だが、滅多に動かさない身体では躱かわせはしまい。

　燃費が悪い瞬間移動でも使わない限りは。

　正面から襲来する『空の手』を無効化する。

　ここに至ってもまだその手を使ってくるということは、やはり攻撃スキルが他にないのか。

　未知の力を警戒するが使ってくる気配はない。

　然さもありなん。悪魔のスキルにもルールがある。防御と攻撃どちらも秀でているなどありえない。

　ましてや、怠惰のスキルは怠惰に過ごすための自パ動ツ発シ動ブ系のスキルでその大部分が埋まっている。

　痛みがなくても何度も連続で攻撃を受けるのは不ま味ずいと思ったのか、レイジィが再び消える。

　感知する。巨大な力は塔の頂点に転移していた。

　影寝殿に存在する最も高きその建物の上に。

　円えん錐すい状の屋根の上に寝そべり、僕を見下ろすレイジィの眼はやはり眠そうで、それ即ち微み塵じんの隙もない。

　距離は数百メートル。だが、その程度の距離などゼロに等しい。

　踏み込もうとした瞬間、砦を穿つ奇妙な音が聞こえた。

　周囲に茶色の物体が立ち上がる。

　表情は愚か目鼻口すら存在しない茶色の頭。

　細長い胴体に、同じく長い手足は全てが土の質感で、かろうじて全身を見る事で人の形を作っている事がわかる。

　魔界広しといえども、このような形の悪魔は存在しないだろう。

　成長する人形を生み出すスキル。

　レイジィがスロータードールズと呼ばれる所以ゆえんとなったスキル。

『虐殺人形スロータードール』

　生まれた頃の自身を思い出し、僕は顔を顰めた。

「……ふん、くだらんな」

　レイジィ本人を追い詰めた僕を相手に生まれたばかりの人形が敵う訳がない。




　たとえ──




　辺り一面に生成された感情も痛みも思考すら持たない人形『たち』を見渡す。




　──数百体の数を生み出したとしても。




　人形がその佇たたずまいとは裏腹な機敏な動作で飛びかかってきた。

　間近に生み出された人形を手刀で貫き、真っ二つにする。

　抵抗はあったが、その程度防ぐにすら値しない。

　手刀の先についた茶の物体を確かめる。

「……土……いや、砂を源にした人形か……」

　砦に積もった僅かな砂を元に生み出したのだろう。

　確かに、一瞬でこの数を生み出せるのは脅威だ。

　だが、こんな下らない事に自らの力を割くなど、僕ならばありえない選択だった。

　たとえ、このスキルしか残っていなかったとしても。

　天高くにいる父上を見上げる。

「……父上、これが最後のあがきですか……」

　先に生まれた僕が負けるわけがない。

　それは、『傲慢スペルヴイア』の特性を考えても必定。

　襲い掛かってくる土人形の速度は確かに速く、力も弱くない。

　だが、所詮はそれだけだ。渇望もなく、経験もない。

　しかし、それでもこの数を下すのは面倒臭い。

　目を閉じて、スキルを使用する。

『傲慢の重圧ハード・プレツシヤー』

　傲慢の上位スキル。

　他者を強制的に跪かせる下らないスキルだ。だが、弱者を間引くのに有効なスキルでもある。

　無数の土人形が重圧に耐え切れず、地に伏す。

　手近な人形の頭を踏み砕いた。

　下らない。それとも、この程度の数で僕を倒せると思ったのか？

　たとえ万の軍勢を生み出したとしても不可能だ。

「……今向かいます、父上」

　脚に力を込める。魔力を循環させる。疲労はない。石畳を強く蹴る。

　強大な身体能力。地に伏す哀れな土弟人た形ちも、地上の何もかもを置き去りにして、視界が一気に上昇する。

　──僕はもう遙か昔にどこまでも翔べるようになっている。

　父上の手を借りなくとも。父上が生み出した存在に相応ふさわしく。

　塔の先端に摑つかまり、勢いを殺し、屋根を踏み砕いて脚をつけた。

　寝そべっていたレイジィが今まで見たことのない機敏な動きでこちらを捉える。だが、それでさえ遅すぎる。

　その時には既に、僕の手の平は父上の左胸──悪魔の心臓である、魂核のある位置をいともあっさりと貫いていた。

　レイジィの眼が驚きよう愕がくに歪み、自身の左胸を見る。

「おやすみなさい、父上。後は僕に任せて下さい」

「……ああ……」

　手の中で確かに砕けた悪魔の心臓。

　王領ゾーンが消える。

　手の平を引き抜くと、堕落の王がゆっくりと倒れていった。

　そのまま、塔の下にまるで枯れ葉のように落ちていく。

　優越した。だが、今は微塵も達成感が湧わかない。

　最後に残っていた壁、『傲慢スペルヴイア』の渇望を満たし、魔王デモンズ・ロードに至った事を本能で理解する。

　全身に漲みなぎる力。

　だが、せめて、今だけは偉大なる怠惰の王に黙もく禱とうを捧げよう。

　そして、何もかもを支配し亡き我が主に捧げよう。

　それこそが、カーテンコールに相応しい。












第四話　……下らない話だ









　この世の何もかもは些さ事じに過ぎない。

　カノンの小娘が大魔王になるなど世も末だし、天界は疎おろか魔界の制圧にさえ手間取っている今の状況も最低だ。

　我が至高の主あるじさえ下した僕に敵などいない。

　今ならばきっと──神でさえ、殺せる。

　力の増加した手の平を握る。

　今まで魔王に上がれなかったせいで滞っていた傲ごう慢まんのツリーが凄すさまじい勢いで成長していた。

　拡大する知覚範囲。

　新たに得たスキル、『混沌の王領アビス・ゾーン』が一気に主のいなくなった影えい寝しん殿でんを満たす。

　父上が放っていた怠たい惰だのそれとは異なる、上から押しつぶすような傲慢スペルヴイアの魔力。

　だが、やはりそこには高こう揚ようも何もなかった。達成感すら。

　既に僕の上には何者も立っていないというのに。

「……ふん、何もかもくだらんな」

　我が敵は既にこの魔界に存在しない。

　今最も強力な魔王とされる破滅のカノンでさえ──幼少の砌みぎりを知っているこの僕には敵かなわないだろう。それは傲慢にとって圧倒的な優位性だ。

　すれ違う悪魔共が僕を見て、跪ひざまずき頭を下げる。

　くだらない奴らだ。渇かつ望ぼうを進める事もなく、他者の与えるものにのみ満足する愚物。

　傲慢を達成した後、目指す場所はたった一つだった。

　誰一人遮さえぎる者はなく、扉の前に立つ。

　王の間。一際豪華で、そして殆ほとんど誰も足を踏み入れたことのない影寝殿の主のための部屋。

　無造作に扉を開く。未いまだ誰も座ったことのない玉座がひっそりとあった。

　魔界でも極めて希少な金属を、熟練の職人が長い年月を掛けて構築した漆黒の玉座だ。

　掃除は定期的にされているのだろう。埃ほこり一つ存在しないそこは、我が父上と同じく眠っているかのように静かで静せい謐ひつな空気に満ちていた。

　躊躇ためらいなく誰も腰を掛けたことのないそこに腰を下ろす。玉座はただ硬く、冷たかった。

　魔界に既に敵はいない。カノンの小娘を虐いじめるような趣味もない。

　手すりに肘ひじをついて、じっと考える。

「魔界に敵はいない……ならば天界に攻め込むか……」

　小憎たらしい純白の翼を持った神の尖せん兵ぺいの記憶。

　奴らは性質的に悪魔に対して大きな優位性を持っている。それを正面から叩たたき潰つぶす。暇つぶしくらいにならなるだろう。

　そして、天界にまで、四方万里に轟とどろかせよう。

　この僕の名を。そして、かつて存在した偉大なる堕だ落らくの王の名を。

　目を瞑つむり、その時を夢想していると扉が乱暴に開かれた。

　入ってきたのは紅ぐ蓮れんの髪をしたリーゼ・ブラッドクロスと呼ばれる悪魔だ。同時にかつてのカノンと同じく、父上の監察官だった女でもある。

　烈火を具現化したかのような炎の眼まな差ざしに、鬼気迫る容よう貌ぼう。

　任務に失敗したデジとミディアの延命を、こともあろうに傲慢スペルヴイアの僕に命令した愚かな女悪魔。

　僕が魔王に至った事は既にわかっているだろうに、微み塵じんも揺るがぬその意志はさすがといった所か。

「……ッ！　ハード・ローダー。これは一体……」

「……ふん、父上は崩ほう御ぎよなされた」

「崩御!?　怠惰のレイジィが!?　一体何が──」

　下らない事を言う女だ。所しよ詮せん父上に仕えてまだ日が浅い悪魔か。

　父上がこの僕以外の存在に破れるわけがない。

「僕が殺した。カノンの小娘に伝えろ。レイジィ様の威い光こうは……僕が継ぐ」

　戯たわむれに魔王のスキル、魔眼を使用する。

　リーゼの身体が見えない力に縛られ硬直する。格下の行動を縛る力。傲慢スペルヴイアならばともかく、ここまで力に差があると脱出する術すべはない。

　なるほど、これが『魔王の魔眼イビル・アイ』か。初めて使用したが下らないスキルだ。

　敵対勢力はこの腕で屈服させてこそ意味がある。性しように合わんな。

「これは……魔王の!?　ぐっ……ハード・ローダー。まさか主君を殺して──」

　動きを縛られ、しかし身体を痙けい攣れんさせる程の怒気を滾たぎらせ、リーゼが叫ぶ。

　然さもありなん。主君殺し。それこそが傲慢スペルヴイアの本懐。

　いくら雑魚を屠ほふっても意味はない。上位者を優越してこその傲慢。

「物分かりの悪い女だ。そうだと言っている。二度目はないぞ？　カノンに伝えろ。この僕の手を煩わずらわせるな」

「……何な故ぜレイジィ様が貴方あなたのような者に」

　しつこい女だ。

　立ち上がり、スキルを使用した。

　魔王となって得たスキルは間違いなくこれからの戦争で重要な役割を持つだろう。負けることなどあるまいが、鍛錬しておくにこしたことはない。

　万が一にでも負ければ父上の栄光が地に落ちる。

　スキル起動と同時に、思考速度が一気に加速する。世界が停止する。

　身体が軽い。僅わずか一歩で接近、そのままリーゼの首元を摑つかんで持ち上げた。その視線は先ほどまで僕がいた場所を睨にらんでいた。

　スキルが切れる。首を締められた事に今初めて気づいたかのようにリーゼの顔が驚きよう愕がくに染まる。

「ぐっ……な──ご……」

「二度目はない、と言ったはずだ。……ふん、その程度で監察官筆頭とは質も落ちたものだな」

　脆もろい。脆すぎる。レイジィ様と比べてどれだけこの世界の脆い事か。

　少し力を入れただけでぽっきり折れてしまいそうなほどに。

　リーゼの顔が紫色に染まる。憤ふん怒どの炎が腕を舐なめるが、カノンの炎さえ優越している僕に通じるわけがない。

　……ふん、下らん。殺す価値もないな。

　そのまま片腕だけで壁にぶん投げる。手加減はしてある。死にはしないだろう。

　リーゼにはまだカノンに通達するという役目がある。

　何もかもが遅い。

　これこそが傲慢の魔王のスキル。

『孤高の地オンリー・ロード』

　知覚速度を大きく向上させ、世界を己のものとするスキル。

　鍛えあげられた肉体があるからこそ意味を成す傲慢スペルヴイアの極地。

　玉座に腰を下ろすのと、投げたリーゼが壁を突き破るのはほぼ同時だった。

　影寝殿で最も頑丈である王の間も流石さすがに耐え切れなかったのか、部屋が大きく揺れ石いし屑くずが落ちてくる。

　影寝殿は我が父の墓標だ。

　建てなおさせねばなるまい。影寝殿に代わる我が城を。

　軍も編成し直す必要がある。

　ミディアもデジもいなくなった。

　尤もつとも、今となっては僕が一人出れば足ることだ。

　軍が三軍も存在していたのは、自ら出ることがなかった父上に代わりその威いを示すという理由が大きかったのだから。

「……世界を我が手に、か」

　手を見る。堕だ落らくの王を殺せる程までに成長した自身の手を。

　世界にいかほどの価値があるのか。

　手に入れてしまえばそれがわかるのか。かつての傲慢の大魔王は何を考えて世界を手に入れようとしたのか？

　僕にはまったくもって取るに足らない話のように聞こえるが、いいだろう。

　世界全すべてを制覇し、名を知らしめるのも一時の目的としては悪くない。

「……ハード様……」

「入れ」

　扉が控えめにノックされる。

　既にその存在は認識していた。魔王の知覚は悪魔よりも遙かに広い。だがもし魔王に至っていなかったとしても、気づいていただろう。

　そのくらい、その気配は動揺していた。

　若干引きつった表情で入ってきたのはヒイロだ。

　傲慢の悪魔。色しき欲よくを司つかさどるローナの妹にして、この僕とは異なる手法で傲慢を突き進める女だ。

　如い何かなる理由か、随ずい分ぶん前から僕に付き従っていた、軍人とはまた異なる悪魔。

　扉が開いたせいか、壁に穴が空いているせいか、酷ひどく冷たい空気が入ってくる。

　寒さのせいか否か、身体を震わせ、ヒイロが呟つぶやく。

「……レイジィ様を下されたのですね」

「ああ。レイジィ様は強かった」

「……おめでとうございます。魔王閣下。このヒイロ、精一杯奉ほう仕しさせていただきます」

　上っ面だけの称賛の言葉。おどおどしている表情から感じ取れる感情は恐怖だけ。

　実の籠こもっていない言葉など不要。元より、称賛を欲して父上を下したわけでもない。

「……ふん、下らない話はよせ。僕に何か用か？」

「はっ……はい！」

　目の前で跪ひざまずくその表情は真っ青で、眼めには涙が滲にじんでいる。

　見るまでもなく、手足ががたがたと小さく震えていた。

　下らない悪魔だ。上位者に畏敬を抱いても、恐怖を抱いてしまえば優越できない。

　それは傲慢スペルヴイアにとっての一つの禁忌でもある。恐怖がなかった所で、鍛錬すらまともにやらないこの女が悪魔として大成できるとは思えないが。

「実は……その……」

「簡潔に述べろ。次はないぞ」

　ヒイロは喉のどをひくつかせていたが、まるで絞りだすように言葉を出した。

　潤んだ瞳ひとみに祈るように組まれた腕。挙動から見える躊躇ためらいと媚こび。

「……ミディアを逃してしまいました」

「……そうか」

　その言葉を聞いても怒りすら湧わかない。

　失望すら湧かない。なるようになった、それだけの話。

　父上を下す前の僕だったらもう少し感情を動かしていただろうか。いや、それも意味のない想定だ。

　ヒイロを睥へい睨げいする。視線を受けてヒイロが僅わずかに後あと退ずさった。

　あれほど弱っていた嫉しつ妬との悪魔を見逃すとは、その程度の命令すらも聞けないとは。

　失態。それは、この僕にとって一番許しがたいものだった。それは、相手が自身と同じ傲慢の悪魔でも変わらない。たとえその対象が些さ事じであった所で変わらない。そして、たとえ胸中に湧いた感情が『どうでもいい』だったとしても。

　玉座から降り、ヒイロの目の前に立つ。

　その表情に浮かぶ恐怖の正体がわかった。

　長き生で数えきれない程見てきた……捕食者を見る被捕食者の目。

　敏さとい女だ。

　その分野については姉よりも余程機敏。

　そして、その決定は正しい。

　もしこの僕を謀たばかり逃亡したのならば、たとえ地獄の果てに逃げても追いかけて殺す。

　確実に殺す。凄せい惨さんに殺す。生まれたことを後悔させて殺す。

　だが、自ら申告するのならば、一撃で葬ってやれる。

「最期の言葉を聞いてやろう」

　僕の問いに返ってきたヒイロの答えは、命いのち乞ごいではなかった。

　震える声で紡がれた予想外の言葉。

「……一つだけ教えてください。レイジィ様さえも『優越』した今、ハード様は何をするつもりですか？」

　何をする。どうする。どうしたいか。何をしたいか。

　その言葉に一瞬詰まる。どうするかなど、もうとっくに決まっていたというのに。

「……ふん、そんなの決まっている。この──」

　──世界を我が手に下し、僕とレイジィ様の名を轟とどろかせるのだ。

　そう述べようとした瞬間、ヒイロが小さくくしゃみをした。

　眉まゆを顰ひそめる。ヒイロが僕の表情を見て、慌てて言い訳する。

「も、申し訳ございません。何かここ──寒くて……」

　ヒイロが自らの腕を抱えて僕への恐怖からではなく、身体を震わせる。

　その時、初めて気付いた。

　確かに寒い。いつの間にか、床に霜がびっしりと降りている。魔王に至り耐性があがったので気付かなかったが、室温は既に氷点下まで下っていた。

　季節は冬だが、まだ真冬までは遠く、室内がここまで寒くなったこともない。

　壁に穴を空けたせいか？

　いや、王の間は穴からは遠いし、さっきまではここまで寒くなかったはずだ。

　明らかな異常事態。

「……おかしい。何が起こっている？」

　ここ十数万年の生を顧かえりみても、こんなことはなかったはずだ。

　ヒイロと違い、魔王となった僕には寒さに対して耐性がある。この程度ならば問題ない。

　だが、放置するわけにもいかない。

　再びヒイロがくしゅんとくしゃみをして、再び言い訳するように言う。

「……きょ、今日は冷えますね……」

「……馬鹿を言うな。真昼にこんなに気温が下がるわけがないだろ」

　そもそも、並の悪魔でさえ、自然現象程度の気温の高低ならば歯し牙がにもかけないくらいの耐性は持っている。

　張り巡らせたゾーンの中をくまなく探る。

　だが、扱い始めたばかりのスキルはさすがにまだ手にしっくり来ない。遠くなればなるほど感覚が希き薄はくになっていく。

　異常気象？　確かに冬だがしかしこれは──

　壁をぶち破ったリーゼがようやく起き上がる。頭から流れた血で髪が張り付き、しかしその隙すき間まから鋭い眼光と戦意が覗のぞいていた。

「ハード・ローダー。私は認めない。主君を殺すなど──」

「……ふん。貴様に認めてもらうつもりはない」

　全ての決定権はカノンにある。

　そして、別段カノンが認めずとも、ならば僕が全てを支配すればいいだけの話。

　リーゼの身体が紅ぐ蓮れんの炎を纏まとう。霜が一瞬で蒸発し、空に消える。

　憤怒イーラの上位スキル。

『炎神の加護ブレス・オブ・フレイム』

　下らない力だ。

　所詮魔王にさえ至っていない貴様に、この僕は傷ひとつ付けられない。

　それは、単純な魔力の差だ。優越のスキルは相当な差がなければ覆らない。

　視線と視線がぶつかる。カノンと比較してその憤怒のどれだけ薄い事か。矮わい小しような事か。貴様の憤怒には重さというものが欠けている。

　猛たけるリーゼの側そばに、ヒイロが震えながら近づく。

　立場的に、助けでも求めるのかと思えば、そのまま暖だんを取り始めた。

　あっけにとられて見る。それはリーゼも同じ。目を丸くして足元にうずくまるヒイロを見た。

「……何やってるの？」

「……う……寒いです……」

　ぶるぶる震えながら手の平を炎で炙あぶるヒイロの姿は、状況的にふざけているようにしか見えないが、本人は必死だった。

　だが確かに──先ほどよりもさらに気温が下がっている。

　リーゼはもういい。一瞬で殺せるし、その攻撃も全てはカノンの劣化でしかない。既に優越している。

　だが、この寒さは何かがおかしい。それは、蓄積された経験によって研ぎ澄まされた勘かんだった。

　ヒイロがまだ震えながら、僕を見上げる。

「……ハード様、ちゃんとレイジィ様にトドメ刺したんですか？」

「魂こん核かくは砕いた。間違いなくレイジィ様は崩御なさった」

　心臓である魂核を砕かれては悪魔は存在できない。

「じゃあなんでこんなに寒いんですか……絶対何か関係あると思いますけど……」

　だがヒイロの言うこともわかる。是ぜ、也なりだ。

　このタイミング、関係がないとはとても思えない。

　だが、怠惰アケデイアに気温を低下させるスキルなどないはずだ。少なくとも、この僕が今まで生きてきた中ではなかった。

　いや、そもそも、悪魔の渇望、能力には憤怒の炎はあっても氷など存在しない。

　眉を顰めた、その瞬間──僕は信じられないものを感知した。

　氷ひよう柱ちゆうを背筋に入れられたかのような冷たい衝撃が身体を駆け上がる。

「……この僕の『王領ゾーン』が破られた、だと……」

「……くすくす、ほーら、ちゃんとレイジィ様の最期を見届けないから……くしゅん」

「……貴方あなた、よくこのタイミングで笑えるわね……」

　気配が塗り替えられる。

　圧迫するような重たい空気から──凍えるような鬱うつ屈くつした昏くらい空気へ。

　それは間違いなく、見知った父上の『怠惰アケデイア』のものではない。

　強ごう欲よくでも色しき欲よくでも憤怒でも暴ぼう食しよくでも嫉しつ妬とでも傲ごう慢まんでもない。

　リーゼが顔を歪める。

「な、に……この気配……」

「何の魔王だ……いや、魔王なのか？」

　悟った瞬間、脚は勝手に駆けだしていた。

　視界が飛ぶように流れる。わかる。この力の源泉がわかる。ゾーンが破られたとしても。

　リーゼもヒイロも興味はない。

　いつでも殺せる存在に興味など湧くわけもない。

　影寝殿には銀幕の帳とばりが降ろされていた。

　城内にも拘らず白く積もった雪に、天井にずらっと並ぶ巨大なつらら。

　そして──停止した臣下たちの姿。

　青あお褪ざめて恐怖の表情で固まっている臣下の身体に触れる。

　冷たい──完全に凍りついている。

　慌てたように目を見開いた状態での停止。まるでまだ生きているかのように一瞬で固まっている。

「……ふん、自然のものではないな」

　そこに感じる魔力はゾーンを破ったそれと同じ質のものだ。

　怠惰も強欲も色欲も暴食も嫉妬も傲慢も、対応する炎を持つ憤怒までも、何もかもが無差別に。

　力の塊に近づけば近づく程に気温はどんどん低下していった。同時に彫像のごとく固まる臣下の数も増えてくる。

　進んでいく途中で見知った悪魔を見つけ、一瞬立ち止まった。

　ローナだ。穏やかな顔でカートを押したまま凍りついている。

　そこに恐怖はない。恐怖すら感じないままに、一瞬で凍結されたのか。力の源泉に近づくにつれ、冷気が強くなっていったのだろう。

　冷たさを感じる間もなく凍りつかされている。

　凄すさまじい威力だ。

　憤怒イーラの炎に匹ひつ敵てきする威力。

　暴グ食ラの波動に匹敵する範囲。

　その力に、魂が戦意で満たされる。

　面白い。

　魔王としての我が第一の敵に相応ふさわしい。

　力の在る先はとうに解っていた。

　ヒイロの言葉ではないが、ここまでの威力を誇るスキルを使える可能性のある相手は、外部の可能性を除けばこの影寝殿にはたった一人しかいない。

　いや……たった一人だけいたはずだ。

　空気がはっきりと冷たい。耐性のスキルが破られつつある。長くこの場に佇たたずめばたとえ僕でも、凍りつき動けなくなってしまうだろう。

　やがて、力の源泉にたどり着いた。

　怠惰のレイジィ……父上の寝室。今はもう誰もいないはずの寝室に。

　扉の表面は青白くなめらかに凍りついていた。まるで鏡面のように。まるで拒絶するかのように。

　だが、所詮は凍りついただけ。躊躇わずに凍りついた扉を力ずくでぶち抜いた。

　室内はまるで時が凍りついたかのように静かだった。

　目に入ってきた光景に、自身の心がざわめくのを感じる。

　粉々に破砕されたベッドに天井に穿うがたれた巨大な穴。

　全てに霜が降り、凍りついているその極寒の地の中でたった一人の男が安あん楽らく椅い子すの上で膝ひざを抱えていた。

　見み紛まがう事などあるわけがない、確かに魂核を握り砕いたはずの父上が。

　生きているのか死んでいるのかすら定かではないほどに静かに。

　思わず一歩踏み出しかけ、反射的に脚を引く。

　脚を見下ろし、目を見開いた。

「……これは……一体……」

　脚が完全に凍りついていた。

　感覚がない。痛みすらない。まるで無機物のように、滑らかな面が光を怪しく反射している。

　手の平でそっと触れる。極めて固く、そして冷たい。その余りの冷気に鈍い痛みが手の平に奔はしった。

　認識する間すらなかった。足を引けたのはこれまで積み重ねてきた、ただの戦士の勘によるもの。

　耐性系のスキルは基本的にその属性のダメージを受ければ受ける程に成長する。憤怒で炎の耐性はついていたが、氷の耐性は低レベルのものしか持っていない。

　何故ならば──悪魔の有する七つの原げん罪ざいのスキルに、未だかつて氷属性の攻撃はなかったのだから。

　思わずため息をつく。

「父上……これまた酷ひどい切り札を持っていたものだ」

　今の今まで想定していなかった力。否、この力は明らかに──怠惰とは方向性が異なっている。

　吐息が一瞬で氷結し、細かい氷の粒となって床に落ち、微かな音を立てた。

　覚悟は既に決まっていた。その程度、理解不能だからと引く程度の覚悟で至高に挑んでなどいない。

　室内に一歩踏み入れる。絶ぜつ対たい零れい度どに近い銀幕の世界。音もなく、埃も何もかもが存在しない清せい廉れんな空気。

　地に半分凍りついた脚がついた瞬間に、氷が一瞬で侵食を始める。

　やはり想定した通り、室内の温度は部屋の外の比ではない。空気は勿もち論ろん、床も。ここはさしずめ、結界と言ったところか。

「……だが、それでこそ我が主君に相応ふさわしい」

　そうだ。あまりにもあっさりと勝てたと思っていた。この程度ではないはずだと思っていた。

　何しろ、終わってみれば僕の身には傷ひとつ、ついていなかったのだから。

　腿ももまで迫っていた氷結の侵食が止まる。

　この僕が、ただの結界などにやられるわけがない。

　その傲慢プライドだけがこの死の世界で唯ゆい一いつ僕を成すものだった。

　踏み出す度にその冷気の波動が皮膚を焼く。冷たすぎてまるで炎のように熱い。

　その威力は憤怒の炎にすら劣らない。ゾーンは抵抗すら許されず、何もかもが凍りつき停止したこの世界はまさに父上の世界にほかならない。

　手に入れたばかりの速度も力も通用しない残ざん酷こくな世界。

　全気力を込めなければ一瞬で氷像と化すだろう。室外にいる悪魔たちのように。

「……やれやれ……下らない話だ……」

　だが、それを正面から打ち破ってこその我が傲慢スペルヴイア。

　策など我が傲慢スペルヴイアの前に不要。

　想起される記憶。

　ただ一人、我が上に立つ絶対的な創造主。

　如い何かに容姿が、仕草が怠惰であろうと、そんなのは関係のない事だった。

　力。ただそれだけがあればいい。

　ああ、見るがいい。なんと力強く、美しきことか。

　魔界広し、天界まで含めれど、これ以上の完成した美は存在しまい。

　だからこそ、それ故に意味がある。

「──それをこの僕が越える」

　僕の声は果たして万ばん物ぶつが凍りつくこの世界で父上まで届いているのか。

　まったく、往おう生じよう際ぎわの悪い事だ。

　如何なる摂理で魂核を砕かれて生きているのかは知らないが、今一度、冥めい府ふの底に沈めてやろう。

　膝を抱え込んだまま顔を伏す主に宣言する。

　ピクリとも動かないその腕はただでさえ白かったかつてを超越して、もはや氷のように透き通っている。

　僕と同じ黒髪に降りた白い霜。

　あまりに生気のない姿に、一瞬手を出しあぐねる。

　距離は既に半メートル。手を伸ばせば十分に届く距離。平時ならば一秒もいらない、その程度の距離。

　だが、それは触れてしまえば崩れてしまうような儚はかなさに満ちていた。

　父上の顔がゆっくりと上がる。

　ガラス球のように感情のない眼が僕をただ意味もなく見る。怠惰のレイジィの眼光よりも遙かに色があり、遙かに昏い絶望の眼。

　それはずっと付き従ってきた僕でさえ初めて見る表情。

　そして、父上の滅多に開かない口が小さく開き、僅かに動いた。



















第一話　一人の勇者と出会った









　多分、それは俺が知る最も古い記憶だ。

　俺がまだ、魔王ですらないただのちょっと怠たい惰だな悪魔だった頃の話。

　一人の勇者と出会った。とても美しい銀碧の髪をした勇者で、強さこそ、今で言えばそれほど強くなかったものの、金こん剛ごうのような透き通った勇気、刀のように研ぎ澄まされた強きよう靱じんな意志の込められた瞳ひとみは前世を含めて最も美しいものだった。

　銀ぎん碧ぺきのセルジュ。それがその勇者の名前。

　ちょっとだけ他者よりも強く、ちょっとだけ才能があって、ついでにちょっとだけ勇気があった、ただそれだけの少女の名前。

　最下級の悪魔を倒すのすらやっとだった癖に、無謀な夢だけを抱えて魔界にたった一人で降りてきた英雄の名前。

　人と比較して魔界の悪魔は超越して強い。

　故ゆえに、まだ人で言う十代半ばだった少女がたった一人で魔界に挑むのは論ずるまでもなく無謀か愚かで、そして多分俺に第一に出会ったのは非常に運がいいことだった。

　魔力の励れい起きに逆立つ銀碧の髪。手の中の光を形にしたような冷たい一振りの聖剣。

　光を背負い、だがしかしその光は魔界の闇やみの前にあまりにも小さい。

　彼女の目的はきっと魔王で、だからまだ魔王ですらない俺との出会いは恐らくただの偶然だったのだろう。

　俺とセルジュの戦いは熾し烈れつを極めた。

　ただその場でぐったり寝そべる俺に、ただ一人聖剣を振るう孤高の勇者。戯ぎ曲きよくならば茶番だと一笑に付されるような聖戦。

　勇者セルジュ。

　その意志、気合だけは十分で、だけど力の差は歴然で、その攻撃力は俺にちょっとの傷しか付けられず、その傷も一瞬で消える。俺にはセルジュを殺せる程の攻撃のスキルはなく、その気もなく、そしてセルジュには俺のＶＩＴをちょっとばかり突き破る程度の力しかなかった。

　それはイタチごっこと呼ぶも愚かな、永遠に終わることのない殺し合いで、もしかしたら戦闘とすら呼べないのかもしれない。特に俺は、こちらを害さぬ者をまともに相手にする程『勤勉』ではなかったから。

　それでも、どう考えても永遠に終わらない状況を目の前にして一歩も引かないその少女の在り方は明らかに勇者をしていて、ああ、ここは異世界なんだなーと思わせた。

　そして同時に思った。俺はいつか血の滲にじむような努力を、鍛錬をこなし、強くなったこの勇者に殺されるのだろうと。

　それもまた、いいのかもしれない、と。

　確かに今は弱い。だが、逃せば次は殺される。そこにはそう思わせるだけの気迫があった。魂たましいの輝きとでも呼ぶべきものが。それは確かに、俺を圧倒していたのだ。

　魔王はいずれ勇者に討とう伐ばつされるものだ。

　前世でテレビゲームなどを碌ろくにやらなかった俺にだってそのくらいわかる。立場が異なれば幸福の定義も異なる。それこそがハッピーエンドなのだろう、と。

　どうせ俺は好きで生きているわけではない。死ぬのが嫌だから生きているだけで──

　──それさえも、この勇者のためならば我慢できるはずだ。

　再会したのはそれから五年後だ。数えていたからはっきり覚えている。

　セルジュは成長していた。

　人としては強くとも、悪魔と比べるとそれほど強くなかった、怠惰の悪魔一人殺せぬ、突出したものはその勇気しかないちっぽけな人間だったセルジュは、戦国時代さながらの戦争を年がら年中続ける魔界の将軍級の悪魔すら一対一で打倒しうる、人類のくくりの中でトップクラスの──至高の剣となっていた。

　ゲーム的な表現をすれば、彼女はチートキャラだったのだろう。

　いや、それは彼女に対する侮ぶ辱じよくだ。そこにどれだけの鍛錬があったのか俺は知らない。血の滲むような、惰だ弱じやくな俺なんぞが受けたら数分で音を上げるような修行を繰り返してきたに違いない。その五年で、どれだけの冒険があったのか、ただずっと寝ていた俺に知る由よしはない。

　俺が分かったのはたった二つだけだ。たった二つの事実だけだ。




　セルジュは将軍級の悪魔とすら対等に打ち合える強力な勇者となっていた。

　そして、俺は魔王デモンズ・ロードとなっていた。




　この世は、世界は残ざん酷こくで儚はかなくそして下らない。

　魔界は弱肉強食。それは、俺の怠惰がセルジュの努力を超えた。ただ、それだけの事。

　セルジュの研けん鑽さんされた戦意は、かつて俺に僅わずかな傷を付けられた刃は、再会した時には既に俺に髪の毛程の傷すら付けられなかった。付けられないほどに差が広がっていた。

　努力は報むくわれるとは限らない。

　その、やるせない前世の法則は異世界でも適用されていた。

　これは、結果を見た後だからこそ言える事だ。

　セルジュは初戦で俺の身をほとんど傷つけられなくても、撤退すべきではなかった。まだ傷付けられるうちに何としてでも俺を殺すべきだった。それが最初で最後のチャンスだったのだ。そして、人であるが故に寿じゆ命みようという名の枷かせから逃れられない彼女はその機会を永遠に失ってしまった。

　涙を流しながら剣を振りかぶるその勇者の眼めは初めて会った時と同じく極めて美しく、そして儚く、まるで流星のようにきらめくその切っ先を見て、俺はちょっと眠くなって眠った。

　起きた時に、俺の目に入ってきたのは跪ひざまずきぽろぽろ涙を零こぼす勇者の姿だった。

　聖剣は光を失い、ただの鉄の棒となって無造作に地面に突き刺さっていた。

　セルジュには傷ひとつない。当たり前だ。俺は指一本触れていないのだから。

　だが、どんな重傷を負おうと、手足の一本や二本吹き飛ぼうと、泣き言一つ言わずに戦い続けようとしてきた勇者が、まるで唯ただの女の子のように泣きじゃくっていた。

　戦意の欠片かけらも浮かばない虚うつろな瞳。憔しよう悴すいなどという表現が生ぬるく感じる程の絶望。

　まるで俺が何かを壊してしまったかのように。

　初めて出会ったその時に感じた衝撃、俺が感じていた感情は『恋』だったはずだ。多分、もう覚えていないけどそうだったんじゃないのかなあと思う。

　でも、結局その勇者がどうなったのか俺は覚えていない。わかっているのは、銀碧のセルジュと呼ばれる地上の希望の星の活躍がその時をもって終わったということだけだ。




　いつもいつも不思議だった。

　それは、転生してからの俺の疑問の一つだった。

　何な故ぜ他の悪魔はその、黒く燃え上がるような魂の輝きを持って、怒り求め見下し犯し喰くらい妬ねたむのか。

　何故、ただ黙って寝ていられないのか。

　悪魔としての力が欲しいのならば──ただ眠っているだけでいいというのに。

　どうしてそんなにアクティブに動こうとするのか。

　悪魔の身体からだは、ただ眠っているだけならば、長くてもせいぜい百年が寿命の人間と違って、何千何万年の途方もなく長い時を生きていけるらしいというのに。

　それが勘かん違ちがいだと気づいたのは大分後になった頃だ。

　──堕だ落らくの王。

　数えきれない程の年月がすぎ、数えきれない悪魔や勇者、天使をも寝てやり過ごし、やがて誰かが呼び始めた『堕落の王』なんていう下らない呼称が広まり、広く認知されるようになったその時になって、俺はようやく気づいたのである。

　ああ、これは性さがなのだ、と。

　彼らにとって怒り求め見下し犯し喰らい妬む事は生きている存在意義であり、その証明でもあるのだと。

　単純な話だ。寝ないのではない。寝ていられなかったのだ。その魂を精錬するために。

　つまりそれは、そもそもの覚悟が違っていたということで、故に何の覚悟もなく怠惰の魔王になった俺にとっては全く理解できない話だった。理屈はわかっても実感できない話だった。

　俺は何も考えていない。力なんて、どうでも良かった。存在なんて証明するつもりもなかった。

　転生前、平和な日本に暮らしていた頃から欲はほとんどなかった。趣味もなかった。最低限の生存活動を除いた空くう隙げきを埋める睡眠だけが心の支えだった。

　尤もつとも、これは現代社会に生きる若者としてはけっこうありがちな話だと思う。きっと俺の同僚たちがこの世界に転生したらみんな俺と同じ怠惰の悪魔になる事だろう。

　目的などなかった。強しいていえば、怠惰こそが俺の目的で、きっと渇かつ望ぼうの先に力を求める悪魔との感覚の差異が俺が魔王にさっさと至ってしまった理由なのかもしれない。

　勇者と戦いたいとも思っていなかったし、世界征服やら魔界統一にも興味などない。

　ただそこにいる。怠惰が努力になりうる世界。

　何という空くう虚きよを感じさせる話か。

　ただ寝ているだけの俺に、ただ何の意味もなく寝ているだけの俺に、悪魔も人も天使も膝ひざをついた。その中には同じ怠惰の悪魔さえいた。

　堕落？　違う。これは俺にとってただのライフスタイルだ。

　俺だってやる時はやる男だ。ただそのやる時が来ないだけで。

　彼かれ等らが欲し、しかし手に入らないものは俺に取ってゴミ以下の価値しかない。

　目をつぶっているだけでどんどん自らの力が増えていった。どうでもいい話だった。

　使えるスキルが、できる事がどんどん増えていった。それと比例して、俺の活動範囲がどんどん狭まっていった。スキルの力で食事も排はい泄せつも必要ない。呼吸すら必要ない。だが、それさえもどうでもいい話だった。

　俺の欲望はただ一つ。転生前から一貫して変わっていない。

　──ただ、俺を眠らせてくれ。

　一週間の長期休みですら曜日の感覚が狂う。少なくとも俺はそうだった。

　一週間が一日になり、一秒に感じるのに時間はいらない。年だけが過ぎていく。周りの面々が敵も味方も変化する。

　数えてないからわからないが、多分八十年くらいたった頃だろうか。

　眠ることさえ面倒くさく感じてきたその時、俺は気づいた。いや、その時に新たに発生したのかもしれない。

　自らの内に眠る力。

　怠惰のスキルツリーに派生するように、寄生されたかのように接続された一本の新たな系統樹。

『憂鬱メランコリア』

　冷たい失望と憂ゆう慮りよを司つかさどる怠惰のサブツリーに。

　そしてまた、再び意味のない敗北者がまるで塵ちり屑くずのように降り積もっていく。

　努力も鍛錬も感情すら何の意味もない暗闇の世界。勇者が魔王に敗北する残ざん酷こくな世界。

　それはまるで、薄氷のように冷たく儚くそして美しい。

　かつて俺の友は俺に最強の怠惰になれると言った。

　そのような称号、俺には興味もない。












第二話　まだこの世界に満足していない









「とても……憂ゆう鬱うつだ」

　細かい音をたて、空気が温度を失い瞬時に凍りつく。

　寒い。ただひたすらに寒い。身体からだの底、心の底から熱が奪われていくかのように。

　だが、同時に俺の持つ頑強性バイタリテイはこの程度の氷結に突破できるレベルではない。

　それは銀ぎん麗れいの世界だった。

　何もかもが白く凝固し凍りつき、塵ちり一つなくなった空気は高山の頂上のように澄み切っている。

　目の前で、男が完全に凍りついていた。

　黒髪の長身の男。服の上からでもはっきりわかる鍛えあげられた肉体と魔力。はっきりと見開いたまま停止しているその瞳ひとみに映るのは諦てい観かんと憂ゆう慮りよ、そして同時に強い歓喜。口元には歪ゆがんだ笑みが張り付いている。












　安あん楽らく椅い子すから脚を伸ばし、そっと立ち上がる。足元から突き上げてくる未いまだかつて感じたことのない突き刺さるような冷たさを、歯を食いしめて我慢した。

　怠たい惰だの力が低下する。怠惰は立つことすら許さない。

　立たないのではない。立てない。動けない。それこそが怠惰の真相。

　だが、力などどうでもいい俺に取ってそんな理屈もまたどうでもいい話だ。

　力の源泉が憂鬱に傾いたせいか、心がただただ重かった。

　男に張り付いた表情にそっと手で触れる。

　見知った顔だ。随ずい分ぶんと昔から俺の下に付いていた男だ。名前は覚えていないが、その姿形は俺の頭の中にはっきりと刻み込まれている。

　いや、違う。刻みこまれているというレベルではない。

　凍りついたその身に指先で触れる。本能で分かった。

　チェスの駒こま。かつて俺の友がもたらしたチェスの駒に与えた魂たましい。

　駒は黒の王キング。記憶の奥底に微かすかに引っかかっている。

　ふいに友の言葉が浮かび上がる。

『きっと君は──最強の怠惰になれる』

　強かった。確かに強かった。魂こん核かくを砕かれる程度には。

　なるほど……な。

「……満足はしたか……」

「…………」

　ありとあらゆる努力を苦にしない悪魔。

　それでいて、何も得られなかった哀れな男だ。

　ものも言わず時を止める男をただ想おもう。

「……俺はまだこの世界に満足していない」

　ぴしぴしと指を伝わり、右胸に内蔵する、『憂鬱』を得た際に発生した二つ目の魂核から流れた力が広がる。

　ただ、そのままの姿で固まっていた男の周囲に水が渦巻き、氷と化す。

　氷の棺ひつぎを生み出す『憂鬱メランコリア』のスキル。

『氷の咎フリージング・グレイプ』

　透明な氷に閉じ込められ、完全な氷柱と化した男の隣を通り過ぎる。

　俺はこの世界に生まれ落ちてから、未だかつてまともに戦った事も鍛錬した事もない。

　それなのに、何な故ぜこの弱肉強食とされる魔界で僅わずか一敗もしないのか。

　俺は寝るのが好きだ。

　何の意味もなくベッドの上に寝転がり、ただ無む為いに時を過ごすのが好きだ。

　行動の一つも起こさなくとも食事ができるのは素晴らしいし、掃除が勝手に行われるのも割りと気に入っている。

　まだ日本で生きていた頃には手に入らなかったものだ。

　それでも、俺は割りと努力というものが好きだった。好きというより、信じていた。

　いや、俺はしないけど？

　それでも、信じることくらいは自由だろう。

「下らない世界だなあ……この世界は……」

　この世界は酷ひどく残ざん酷こくだ。

　地球もそれはそれでなかなか残酷だったが、力がまかり通っているだけこの魔界はより惨むごたらしい。

　俺は、ただ気に入らなかった。

　いや、許せなかった。

　魔王を討とう伐ばつするために厳しい鍛錬を繰り返し牙きばを研ぎ澄ましたセルジュが、何もしていなかった俺に敗北するのが。

　この俺がそのような事を言うのがお門違いなのは自覚している。だが、それでも嘆かざるをえなかった。

　砕かれた怠惰の魂核がゆっくりと治癒していく。それに比例するように、頭が重くなっていく。

　憂鬱だ。ただただ憂鬱だ。

　鬱うつ屈くつした心の奥底に積もる冷たい闇やみ。

　眠りの間にもたまに感じたそれは、恐らく俺が憂鬱メランコリアを得てしまった理由なんだろう。

　昔から会社行く前とか学校行く前とかに憂鬱になっていたので、もしかしたらそっちの方が原因かもしれないけど、今となっては真実を確かめる術すべはないのでどうでもいい。

　視界が何故か酷く昏くらい。

　破られた氷の扉を潜くぐる。

　室外に一歩踏み出した瞬間、僅かに霜の降りていた床が一瞬で完全に氷結し、ぴしぴしと音を立てて通路を疾走していく。

　領地全土に広がった知覚は酷く煩わずらわしく、いつまでたっても慣れる事がない。

　とめどなく魂を揺さぶる感情の濁だく流りゆうに、立ちくらみ、壁に腕を突く。触れた箇所を中心に白の力が広がる。音一つ立てず、何もかもが常とこ世よの氷に覆い尽くされていく。

　かつて、この世界に転生したばかりの頃、スキルについて教えてくれた奴がいた。

　正直に言わせていただくと、意味がわからなかった。

　悪魔の持つ力には、スキルそれ自体をコピーしたり奪ったり、無効化させたり食らったり消滅させたり、訳の分からない力があるらしい。それこそ一撃受けただけで全すべてが終わってしまうような訳の分からない力が。インフレしすぎだと思う。

　ありえないと思った。

　ナンセンスだった。俺はまだ死にたくない。

　誰だって死にたくはないはずだ。なんたって、死後の世界が今よりも楽とは限らない。

　その気持ちは前世でも少なくとも死ぬ直前まではそうだったし、悪魔として生を受け長い年月存在した今も変わらない。

　だから、負けなかった。だから、まだ生きている。意味の分からない力の全てをただ無為のままに下して。

　時の流れから乖かい離りし引きこもり身を護まもる怠惰アケデイアのカードと、自他無差別に停止した昏き世界に引きずり込む憂鬱メランコリアのカード。

　その二枚の切り札に望む事はたった一つだけ。

　──ただ、俺を孤独に眠らせてくれ。ただ、静せい寂じやくに。ただ、怠惰に。

「な……レイジィ……様？　これ……は……」

「ああ……」

　角から現れたのは、憤怒イーラの悪魔だった。リーゼ・ブラッドクロス。

　恐らく、俺と最も対極にある存在でもある。烈火の如ごとく光り輝く炎をまき散らす属性。憤怒イーラ。

　ジメジメして暗い所に好んで潜む俺とは相あい容いれない存在。

「何故……レイジィ様が……歩いて……」

「俺だって歩く事くらい……ある」

　こんなんでも、だいたい午後からだったが毎日電車に揺られて会社に通っていたのだ。

　立てないと思うほうが……おかしい。そもそも、悪魔の身体能力が人のそれを大きく上回っているのは周知の事実で、人間だった頃の俺が歩けたのに今の俺が歩けないわけがないだろう。

　ともあれ、今更そんな事をいっても意味はない。

　顔を上げる。リーゼの視線と俺の視線がぶつかり合う。憤ふん怒どを司つかさどる彼女の視線に籠こもっていたのはしかし、困惑だった。

　全身に纏まとう炎の鎧よろい。

　不可思議な憤怒の力でこの極寒の中、なんとか保もっているのだろう。

　視線を左下にずらす。物陰に隠れるようにしてこちらを窺うかがう金髪碧へき眼がんの悪魔。

　一歩一歩、静かに足を前に進める。

　三十センチ程の至近距離。リーゼが忘我の表情で俺を見上げていた。

「ちょ……リーゼさん！　あぶな──」

「え……？」

　少女に突き飛ばされ、俺の手が空を切る。

　だが、代わりに俺の手は金髪碧眼の悪魔の髪に触れていた。ローナの隣にいた女だ。名は何と言ったか。

「なんで……動いて……詐さ欺ぎですね……くすく──」

　一瞬で少女の姿がそのまま時を止めた。

　今にも泣きそうな瞳と、無理やり笑おうとしたかのような歪んだ唇。凍りついたその姿はまるで人形のようだ。

「……そうか」

　そりゃ俺だって気分次第では……少し散歩に出ようと考える事くらいある。

　それに詐欺？　何故詐欺だ？

　怠惰の悪魔が動いてはいけないなどと、誰が決めた？

　決して釈しやく明めいしようとは思わないが、お前らはきっと……俺を勘かん違ちがいしている。

　リーゼが慌てて凍りついた悪魔に駆け寄り、その肩に触れる。

「ヒイロ!?　レイジィ様……な、何故……仲間を──」

　必死の言葉。

　鬱屈した思考の渦で考える。

　仲間？　そうか。仲間だったのか。俺には仲間がいたのか。

　しかし、そんな事も、もはやどうでもいい事のように思える。

　ため息は一瞬で氷の吐息に変わった。

　何故？　どうして？　そんなの簡単だ。

「ゆっくり眠りたいからな」

「は!?　え？　眠り……たい？」

「……後、これ……割りと制御効かないんだ」

「え？　なんて迷惑な──」

　ゆっくりと差し出した、ただの手を、リーゼは避よけられなかった。

　指先がリーゼの肩に引っかかる。纏っていた炎が一瞬で鎮まり、そのまま静止した。

　リーゼの表情。憤怒を司るとは思えない間抜けな表情のまま、もう動く事はない。

　それが、自分のしでかしたことなのに無性に悲しく虚むなしい。そして、同時に憂鬱のスキルが成長するのを感じる。

　この世界のなんと儚はかない事か。

　この世界のなんと脆もろい事か。

　それこそが、どんな時にでも俺の中にある憂鬱のツリーが少しずつ成長していた理由なのだろう。

　人の感性、人間のエゴを持って生きた悪魔の刻とき。余りに身勝手でどうしようもない感情。

　醜みにくい感情だ。ただ自じ堕だ落らくのままに生きてきた俺には、世を儚む権利などないというのに。

　どこか、静かな所で一人になりたい。

　この砦とりでの中でもう動く悪魔はいない。だが、その氷柱となった存在すら煩わしい。

　そうだな……塔に登ることにしよう。

　この砦で最も高き場所に。

　かつて一度、誰かに背負われて登ったことがあったはずだ。多分十年くらい前かな。

　その前後はもう何も覚えていないが、ただ塔のてっぺんで望んだ風景だけは覚えている。

　遮さえぎるもののないどこまでも広がる砦。遠き地に引かれた一本の真っ赤な水平線。

　きっと今見てもさぞ、感傷的センチメンタルな気分になるだろう。












第三話　きっと明日は良い事が









　何な故ぜか涙が出た。

　人は本当に感動的な物を前にすると、ただ涙を流すしかないのだろう。

　そしてその涙すらも皮ひ膚ふから滴り落ちた瞬間に凍りつき、粒となってそのまま床を転がった。

　遠き黒の大地を穿うがつ馬鹿でかい構造物。堅固極まりない無骨で滑らかな石が積まれて造られた砦とりでは、建築の分野に全く明るくない俺が見ても、ほんの数年では完成しない事がひと目でわかる。

　地球で見たそれとは異なる魔界の蒼あおき月、赤き空もまた、怖おぞ気けを感じる程に魅惑的でただただ美しい。

　まるでそれはファンタジーの世界そのままで、そして言うまでもなくここはファンタジーの世界だった。

　塔の頂上は周囲一帯を展望できる構造になっている。先ほどの戦闘で屋根の一部が破壊されていたが何の問題もない。

　四方に設置された巨大なガラス窓からはこの地をぐるりと見下ろせたが、俺は一つの窓だけで十分だった。

「……はぁ」

　ため息にさらされた窓ガラスが凍りつき、音もなく割れる。

　生き物の気配一つしない砦は酷ひどく静かで、そして酷く虚無的だ。

　空から小さな白い粒が落ちてくる。

　手に取らなくても分かった。魔界に雪は降らない。

　だからそれは俺にとって、前世から数えて数十年ぶりの雪だった。

　こうして見ていると思い出す。

「こたつに入りたいなあ……」

　感情に呼応するようにガラスが完全に凍りつき粉々に割れる。雪がより勢いを強くし、吹雪となって塔の内部に降り積もった。

　……別に全然そんな事望んでないんだけど。

　雪に触れる。既に、あの男に粉々に砕かれた怠たい惰だの魂こん核かくはほぼ完全に回復していた。

　怠惰のスキルを持つ俺にとってたかが雪の冷たさなど感じられない。だが、触れているとどこか冷たいように感じてしまうのはまだ地球にいた頃の記憶のせいなのだろうか。

　そう考えた瞬間、更に雪の勢いが増した。

　灰色の分厚い雲が渦巻き、莫ばく大だいな数の氷の粒を地面に叩たたきつける。もはやここから砦を一望する事は叶かなわない。

　それが無性に悲しい。

　と、考えた瞬間にさらに雲が厚くなり、灰色は完全に黒くなり、まるで暗幕を降ろしたかのように世界が暗くら闇やみに包まれる。

　──それがただ、俺は無性に悲しかった。

　身を切るような鋭利な風が吹く。既に気温は、並の悪魔ならば氷漬けになるレベルにまで下がっていた。

　全すべては俺の感情がなしたこと。

　憂ゆう鬱うつのツリーとか、この世界作ったやつ馬鹿じゃないだろうか。無限ループだろこれ。

　どう考えても渇かつ望ぼうでもなんでもないし……コントロールできないし。

　十全に回復した力。怠惰の力が憂鬱のそれに入り交じる。

　悲ひ嘆たんするのも面倒になってきた。

「……まぁ、それもまたどうでもいいことだ」

　万ばん物ぶつ等しく面倒で、全ての行動に意味などない。

　今更俺が何を言おうと何をしようと、世界の理ことわりが変わるわけもない。

　ならば、何もしない。

　久しぶりに歩いたせいか、脚が重かった。

　その場で腰を下ろす。

　すぐに眠気はやってきた。それは、人間だった頃から続く、俺の一番の友でもある。

　心が重く、瞼まぶたも重い。

　口を開けると小さく言葉が漏れた。

「……何か眠くなってきたな」

　安あん寧ねいの泥に意識が引きずり込まれる。

　ベッドに戻るのも面倒くさい。そもそも、氷に閉ざされたベッドなどただ硬いだけだ。

　その場で横になり、大きく欠伸あくびをした。

　動いている影はないし、気配もない。さしあたってはゆっくり眠れるだろう。

　腕を組み、目を閉じる。

　慣れ親しんだ暗闇。願わくば、次に目を開けたその時にこそ、この魔界に安息と平穏が訪れんことを。

　そんな清く正しい純粋な想おもいを胸に睡眠に身を委ゆだねようとした瞬間、ふとおかしな声が聞こえた。

「……森しん羅ら万ばん象しように興味がなく、ただ長きを生きる堕だ落らくの王……か。レイジィも業ごうが深いものだ」

「はっ。しかし……なんでこの男はいつもいつも、友軍への攻撃設定フレンドリーフアイアをオフにしないんでしょう……」

「怠惰故ゆえ、だ。リーゼ。私は……少しレイジィと話す。貴様は他の者を確認せよ。万が一、氷に閉ざされた者を見つけたら救え、貴様の憤怒イーラで！」

「……はっ、かしこまりました」

　二つあった力のうち、小さい気配が離れていく。

　だが、そんな事はどうでもいい。俺の感覚が捉とらえているのは目の前の巨大な気配ではなく、砦の中に感じる無数の気配。

　ただただ、煩わずらわしい気配。

　今突然発生したかのように唐突に現れたそれは、確かに完全に凍ったはずのものだ。

　いつの間に……いや、それもまたどうでもいい。いつ起こったかなど。

　……ああ、ただただ憂鬱だ。

　どうしてこの俺が眠りに入ろうとするとこう邪魔が入るのか。

　何もかもを遙はるか深き奈な落らく、静かで深き氷の底に閉じ込めたはずなのに。

　仕方なく、重い瞼を無理やりに開く。

　愕がく然ぜんとした。ゆっくりと周囲を見回す。

　……馬鹿な……。

「……朝……だと……」

　俺が眼めを閉じたのは確かに夜だったはずだ。少なくとも数分やそこらで朝になるような時間ではなかった。それは前世も今世も変わらない。共通の理。

　夜と朝を一瞬で切り替えるなんて、そんな馬鹿げた芸当ができるものはこの魔界広しといえどもそうそういないはずだ。

「……ほほぅ、この私を前にそんな態度をとれるとは……」

　憮ぶ然ぜんとした様子で女がこちらを見下ろしていた。

　長身の女悪魔。背まで伸ばされた暗き炎の髪に、天を突く二本の巨大な角。

　大魔王、カノン。言わずと知れた破は滅めつと憤ふん怒どを司つかさどる最強の魔王。

　人と比べると少しばかり物覚えが悪い俺でも覚えている数少ない名前。

　俺は思わず仰あお向むけに寝転がり、その影を見上げた。

「まさか……お前が──」

「……くっ……全然変わってないな、レイジィ。久しぶりに会うというのに……。まぁ、良かろう。そうだ。貴様の閉ざした世界は私が解放した」

「──夜を朝に!?　……いつの間にそんな力を……」

　なんという恐ろしいスキルを……。

　朝でも夜でも寝ているがどちらかと言うと夜型の俺の天敵ではあるまいか。

　眼を腕で覆い、太陽の光を遮さえぎった。

「ま、待て待て。何の話をしている？」

　腕程度で光が遮られるわけもなく、壁際に身体からだを転がし、壁の方を向いて目を閉じる。

　そこでようやく一息ついた。思考に割く余力ができる。

　……いや、冷静に考えてみたら、前々から持ってたような気も……。

　駄目だ。どうでもいい事過ぎて思い出せない。

「いや、何でもない……」

「いやいやいや、何でもあるから！　くっ、なんでレイジィ兄様はいつもそうなんだ！」

　寒々しかった気温が言葉に呼応して一気に上がる。

　ほんの少しだけ暑い。俺は少しでも影に入るように壁に身体をくっつけた。

　カノンが苛いら立だたしげに杖つえを床に打ち付けるどこか懐かしい音がした。

　壁の冷たい所に額ひたいを密着させたまま尋ねる。

「……で、何の用だ……破滅のカノン」

　俺の問いに対する第一回答は床を砕く音だった。

　何をいらいらしているんだか……。

「何の用だ……だと？　レイジィ、貴様……自分が何をしたのかわかっているのか？」

「何もしてない」

　俺は怠惰だ。何もするわけがない。

「くっ……ああ、いいだろう、いいだろう。レイジィ。貴様はそういう男だ。私が特別に貴様が何をしでかしたのか教えてやろう」

「いや、別に興味もない」

「いいから黙って聞けッ！」

　こぶし大の炎が無数に身体に着弾する。ダメージはない。

　憤怒の悪魔はわりと俺を攻撃する機会が多いので、俺が有する無数の耐性の中でも火耐性が最も高かった。

「いいか？　レイジィ兄様。貴様は──貴様に与えた領土全体を完全に凍らせたんだッ！　……自然には溶けぬ永遠の氷でな」

「……そうか」

　俺の悲しみは、絶望は山よりも高く、空よりも広く、海よりも深い。

　ただそれだけの事。罪悪感も無ければ、今更な話だった。

　まぁ、一応謝っておくか。

「わざとじゃないから許してくれ」

「……許すかッ！　凍土を溶かすのにどれほどの力を使うと思ってる？」

「……」

　そんな事聞かれても、俺が知るわけがない。

　考えるだけ無駄なので考えるのを諦あきらめてごろごろと転がった。抱だき枕まくらがないので非常に腕が寂しい。

　カノンが杖で俺の服の裾すそを穿つ。構わず転がったので服の端っこが破れた。

　大魔王様をぼーっと見上げる。

　烈火を顕あらわす紅ぐ蓮れんの髪にピジョンブラッドのような真紅の瞳ひとみを持つ破滅の王。

　こいつ、本当に何の用で来たんだろう。

「カノン」

「……少し黙れ。貴様と話していると力が抜ける」

「……お前、俺の妹だっけ？」

「!?　……あ！」

　カノンの頰ほおが真っ赤に染まる。憤怒の気配だ。

　俺に兄弟姉妹はいなかったはずだ。今も昔も。

　……いや、忘れているだけでいたかな？　そう言われてみればいたかもしれない。

　人間だった頃は多分いなかったと思うが……駄だ目めだ。まぁ、カノンがそう言うのならばそうなのだろう、という事にしておこう。

「レ、レイジィ……貴様が、今考えている事は、恐らく違う」

「……そうか」

　なら、なんで兄様なんだろう。

　目を瞑つむって考えようとして、面倒になってやめた。そんな事どうでもいいことか。

　別に何と呼ばれた所で俺に影響があるわけでもなし、好きに呼ぶがいい。

「こほん」

　カノンが気まずそうに咳せき払ばらいを一つして、腰をかがめて俺と視線を合わせた。

「レイジィ、私は貴様の後始末に来たのだ。いや、そもそも、リーゼからハードが貴様の軍の将軍を処分しようとしているという報告を受けて来たんだが……まさか領地全体が氷雪に閉ざされているとは、予想外だった……」

　全然知らない話すぎてもう何を言っているのかわからないのだが、考えるのが面倒なのでとりあえず置いておこう。

　俺はむしろそんな下らない理由でここまで来たお前の行動が予想外だ。

　大魔王って暇なのか？　是非俺も肖あやかりたい。

「何故、領土を、影えい寝しん殿でんを、民を、氷で閉ざした？　何故、今までハード・ローダーに全権を託たくし、能動的に動かなかったレイジィ兄様が、どうして今になってこのような真ま似ねをしたのだ？」

「…………」

　もう何もかもがどうでもいい。面倒臭い。話すのが億おつ劫くうだ。

　だが、強しいていうのならば、氷に閉ざしたのは俺であって俺ではない。

　俺が能動的に凍らせたのはリーゼと金きん髪ぱつ碧へき眼がんの悪魔と、そして昔から付き従ってきた王キングの駒こまの男、三人だけだ。

　他の連中は……ただ憂鬱メランコリアの余波を受けただけで。

　ただそれだけで凍りついた。ただ、俺がそこにいることにさえ耐えられない。

　周囲などどうでもいいが、その事実のなんと悲しい事だろうか。

　言葉に出さずに心の中で考えていると、カノンが続ける。俺の返答を待たなくなるのも俺と付き合いの長い悪魔の一つの特徴だ。長い台詞せりふ、考えているうちに面倒になってきて出せないから。

「レイジィ兄様、父上から貴様には世話になったと聞いている。父上の父上も、そのまた父上も世話になったと言っている。私自身、幼少の頃は度たび々たび世話になった自覚がある。だから、なるべくならば兄様を処分したくはない」

「ありがとう？」

「どういたしまし──ち、違う。私は礼を言って欲しいわけじゃない！　軍は兄様のものだし、将軍級ジエネラルを失いこれからどうするのか、などもそれはまた別の話だ。氷雪で閉ざしたことも、それに使用したのであろう覚えのないスキルもまた、今はどうでもいい。私が聞きたいのはたった一つ、たった一つのシンプルな質問だ──」

　カノンが真剣な表情で俺の目の中を覗のぞきこむ。まるでそこに答えがあるかのように。

　多分、それは間違いだ。俺の目の中にはきっと何もない。探すだけ無駄だ。

「兄様は……この私カノンに逆らうつもりか？」

　その言葉に、記憶の奥底で鮮烈なフラッシュバックが起こった。

　破滅のカノン。

　かつてこの俺に手傷を負わせた類たぐいまれな攻撃力を持つ憤怒の魔王。

　敵味方に関かかわらず、その憤怒に触れた者を尽ことごとく灰かい燼じんと化してきた破滅の王。

　それもまた、相当前の話だ。今の力は当時以上に高まっているだろう。

　もしかしたら、俺の怠惰を貫ける程に。

　なんて……面倒くさい。

　憂鬱だ……。

「なッ……兄様!?」

　カノンが慌てて覗きこんでいた顔を上げる。

　美しかった艷つややかな髪も、ルビーのような瞳も何もかもに細かな霜が降りている。

「まさか……本当に私に逆らうつもりなのか!?」

　炎が舞い、カノンの身体からだを覆う。揺らめく紅ぐ蓮れんの炎の波から垣かい間ま見みえる驚愕の表情。

　細かな氷が一瞬で溶かされ消える。氷には炎を。つまり今この地の氷が溶けているのは、この地の時が動き出しているのはそういうことなのだろう。

　カノンの眉まゆが一瞬釣り上がり、すぐに僅わずかに下がる。自分自身に言い聞かせるようにつぶやく。

「いや……違う。怠惰の王がそんな面倒なことをするわけが……そうだ、よりにもよって兄様がそんな能動的な行動を起こすわけがない」

　その思考がおかしい。全員が全員、怠惰が動くのはおかしいと言う。

　それは違う。言い訳じみた言葉になってしまうが、俺が動かないのは、動くメリットと動かないメリットを比べて後者に軍配が上がっていたからだ。

　だから、敵が現れれば戦うし、結果的に動いた方が面倒事がなくなるのならば動く。東京では働かないと死んでしまうので仕方なく働いていた。

　つまり全ては──状況次第。

　聞いた話では、怠惰の悪魔は黙って討滅される奴らが多いらしい。

　馬鹿なんじゃないだろうか。抵抗しろよ。お前ら貝か。

　いや、貝ですら抵抗するだろ。

　特に、憂鬱メランコリアのスキルは怠惰アケデイアに乏とぼしい攻撃的なスキルが多いのだ。まるでその憂鬱を、鬱屈した絶望を他者にぶつけるかのように。怠惰のスキルのデメリットをうまい具合にカバーしている。

　手を伸ばしてカノンの指先に触れる。

　その所作に、カノンの動きが一瞬止まった。

　憂鬱。

　そう──こんな風に、な。

「氷の咎フリージング・グレイプ」

「え……？」

　カノンが一瞬間抜けな声をあげて、そのままの姿勢で氷の棺ひつぎに閉じ込められる。

　その表情はどこか幼いたい気けで、大魔王として畏い怖ふを一身に受けている身の上には見えない。

　……所しよ詮せん大魔王と言ってもこの程度でしかない。

　俺はただ、それが悲しい。ため息が出る。

　この世界は一体どうなってるんだ。

「はぁ……憂鬱だ……」

「ちょ……な、何勝手な事をッ！　か、カノン様!?」

　扉の向こうでこちらを窺っていたリーゼが慌てて氷の棺に駆け寄る。

　完全に停止するカノンを極めて透明感の高い氷ごしに触れた。引きつった表情で俺を見下ろす。

「怠惰の……レイジィ。馬鹿な……詐欺だ。仮にも破滅と炎を司るカノン様が……不意打ちとは言え、一撃!?　怠惰の王、何故貴方あなたはまだ第三位の地位に甘んじている!!」

「…………」

　面倒な事だ。

　地位なんていらない。大魔王になるつもりもなく、世界なんていらない。生きていけるのならば力だっていらない。

　──ただ、何よりも深い安息を俺に与え給たまえ。

　気分が深く落ち込む。何もかもがどうでもいい。

　それは怠惰で同時に憂鬱。無む為いとは真理であり、絶望。

　それこそが俺の司る渇望。

　堕落と放棄、逃避と劣化、停止と衰退、惰性と憂鬱。

　いつの日か成長した憂鬱の魂核が、ぞっとするような冷たい力を全身に回す。

　こんなこと、今までなかった。戦闘によって怠惰の力が薄れたせいだろうか、バランスがとれていない。まぁ、そんな事もまたどうでもいい。

　憂鬱の力を能動的に行使する。

　覆ふく水すい盆ぼんに返らず。一度あふれた力は堰せきを切ったように何者をも飲み込み絶望の奈落に沈める。

　感情に呼応するように一瞬で氷が広がり、カノンが溶かしたのであろう砦を一瞬で包み込む。水分が凝固し、空気が冷たく沈む。

　リーゼが慌てて放った憤怒の炎が俺の身体を包み込み、そして怠惰の耐性を破れず傷一つ負うことなくかき消える。

　この煩わしい世界に、せめてもの安息を。一時の安息を。

　手の平にこぶし大の白い光球が顕けん現げんする。

　初めて使用したスキルだが、はっきりと分かった。そこから伝わってくる力は今までの比ではない。憂鬱のスキルは自身すらその対象から外れない。

　この俺ですらも永遠に溶けぬ氷に閉じ込めるだろう。だが、死ぬわけでもない。それもまた一つの安息の形。

　世界よ、堕落に停止しろ。

　光球が強い銀白色の光を放ち、展開する。

　さぁ、眠るがいい。

「『深き絶望の白世界アブソリユート・レクイエム』」

「ちょ……ひゃ──」

　炎を展開しようとしたリーゼがそのままの姿勢で力に飲み込まれ静止する。

　高く立ち昇った光珠から降り注ぐ銀の矢がまるで流星のように空全体に広がる。

　矢は俺の知覚範囲を遙かに越えて飛散し、矢が突き刺さった箇所を中心に発生した冷気がその周辺一帯を音もなく制圧し、そこを白き世界に変えた。

　動くものが何一ついなくなるのに時間はかからなかった。

　さすがにゾーンの外までは感知できないが、影響は俺の縄張りだけではないだろう。

　唯一の予想外は──

「……怠惰の耐性の方が上回ったか……」

　──万物等しく眠りについたにも拘かかわらず、肝心の俺にだけは効果がない事だけ。

　まぁ、いいだろう。

　それならそれで、ただ眠るだけだ。

　一人、孤独で、静かに眠るだけだ。

　目を瞑ろうとして、その時再び気づいた。知覚範囲内で動くたった一つの影。

　そう簡単に世界は俺を眠らせてくれないようだった。

「……わ、か、った……分かった、分かったぞ、兄様。兄様の目的が──」

「…………」

　カノンを閉じ込めていた氷が静かに融解していた。足元から立ち上り全身を包み込む強い熱気。俺の憂鬱をすら上回る熱量。

　全身をずぶ濡ぬれにしながらも、その視線に怒りはない。カノンの憤怒は敵にしか向かわない。

　まだ俺を敵だと見ていないのか。まぁ、それは事実だ。俺に敵はいない。味方もいないが。

　現実逃避気味に顔を背そむける。

　だが面倒だな。

　破ったか。氷の封印を。

　自ら破れるのか。俺の力を。

　やはり、憤怒こそが憂鬱と怠惰に対応する力。俺自身は誰かと敵対しているつもりはないが、憤怒は俺の司る渇望にとって一種の天敵と呼べるだろう。

「兄様は……ただ、眠りたいんだな」

　ふと声が投げかけられた。哀れみの籠こもった瞳。透き通った声。

　何もかもがどうでもいい。

　それに、さっきから兄様兄様うるさいなあ。さっきまで否定していたくせに、もう言い直す気がないじゃねえか。

「……兄様……」

「い、今はそんな事どうでもいいだろ！　あー、もう。どうしてここまでやって殺意も敵意も見えないんだ！　いつも兄様は……私の憤怒イーラを鈍らせる」

「……そうか」

　もし本当にそう感じているのならば、それは紛れも無く俺に殺意も敵意もないからだ。

　俺は今まで明確な自分の意志で他者を殺したことがない。多分、きっとそのはずだ。

　なにせ、怠惰で過ごすのに他者を殺す必要はないのだから。

　完全に立ち直ったカノンが杖を大きく床に突く。その身体には傷ひとつなく、濡れていた衣装も既に水気が飛んでいる。

　そして、一瞬言いよどむが、すぐにはっきりとした声で通告した。

　強い意志の籠った声だった。まるでその司る憤怒の炎のように、明るくエネルギーに満ち、彼女が大魔王の地位にいることを納得させる程の力。

　それは奇くしくも、かつてのセルジュの持っていたものに似ていた。

「……レイジィ・スロータードールズ……大魔王として宣言する。貴様は魔王失格だ。如い何かに悪魔と言え、自身の領土を氷雪で閉ざすなど言語道断の所しよ業ぎよう、許しがたい」

「……そうか」

「その罰として……兄様の序じよ列れつを最下位に降格させる」

「……そうか」

「領土も没収する。兄様に与えるのはこの影寝殿だけだ」

「……そうか」

　もともと俺には不必要なものだ。特に何の感慨もない。

　序列も場所も、意志に見合った相応ふさわしい者にやるといい。

　カノンの突いた杖から音もなく金色の炎が噴出し、風となって塔上部に溢あふれ席せつ巻けんする。

　熱くはない。ただ、砦の氷を溶かし、どこまでも地を舐なめて広がっていく。まさしく大魔王に相応しい力の大きさ。それはこの間、戦った魔王以上の力を感じさせる。

　僅かに疲労の滲にじんだ声で、しかしそれを表情には出さずにカノンが続けた。

「没収した地は新たに魔王となったハード・ローダーに与える。……傲ごう慢まん独どく尊そん……いつ魔王に至ってもおかしくないとは思っていたが、随ずい分ぶんと長くかかったものだ。それだけ奴の『傲慢スペルヴイア』は御し難いという事か……」

「……ああ……」

　その通り。全くもってその通りなのだろう。俺はよく知らないが。

　まぁ、好きにするがいい。俺はその全てをただ……許容しよう。

「ただ、静かに眠るといい、怠惰の王」

「ああ」

　そうすることにしよう。

　その場で静かに目を閉じる。一瞬で沈む意識の中、偉大な大魔王の声が聞こえた気がした。




　──きっと明日は良い事があるはずだ、と。
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　そしてまた、日常が始まる。

「レイジィ様、お食事の時間です」

「ああ……」

　ローナが作った料理を食べ、部屋の掃除をしてもらう。

　部屋の掃除が終わったらベッドのメイキングを受け、その間は安あん楽らく椅い子すの上でゆっくりと微睡まどろむのだ。

　精神は平静で、ストレスも殆ほとんどない。

　働く必要はなく、今まで定期的に襲来していた敵も来なくなった。楽でいい。

　これが理想の生活なのか、と言われるともっと楽できる所があるんじゃないかと疑問が奔はしるが、これはこれでありだと思う。

「え？　ひゃ……？　レ、レイジィ様……これは……」

　だが、今日は珍しくローナが悲鳴を上げた。

　掛け布団を取り払ったままの姿勢で、表情が引きつり、身体からだが固まっていた。

　俺の憂ゆう鬱うつが原因ではないだろう。

　ベッドの上には小柄な少女がいた。一糸まとわぬ姿で。

　枕まくらを抱え込んだまま安らかな表情で眠っている。

　名前は知らない。

「な、なんでミディアが……レイジィ様のベッドの中に……」

「……知らん」

　いや、入ってきたのはかろうじて覚えているが興味がなかったので放ほうっておいた。

　別に俺を害するわけもなく、何をするわけでもなく、そしてベッドの広さも十分にある。俺に拒否する理由がなかった。というか面倒だった。

　理由はわからないが、居るも居ないも好きにするがいい。俺自身に影響を及ぼさないのならばそれは所しよ詮せん、些さ事じに過ぎないのだ。

「ミディア？　ミディア!?　ちょ……起きなさい!!」

「んぁ……」

　今までにない剣けん幕まくでがくがく揺さぶられ、ミディアと呼ばれた女悪魔が億おつ劫くうげに目を開ける。

　真っ赤な眼め。しかし、その眼は酷ひどく淀よどみ、濁っていた。

　ローナを見ても特に反応する様子もなく、眠そうに眼を擦こする。

「……ん……何？」

「な……何、じゃありません！　な、な、なんで貴方あなたがレイジィ様の部屋に……」

「私は枕。以上。眠い。おやすみ」

「は？　ちょ……起きなさーい！」

　再び枕を抱きしめて寝入りにかかるその姿形にはこう言っちゃなんだが、もはや悪魔としての尊厳の欠片かけらもなかった。

　がくがくと再度揺らすが、今度は起きる気配がない。

　ぼーっと眺める。その身から感じる、深くただ静かな気配。

　それは俺もよく知る気配だ。

　それ即すなわち、『怠惰アケデイア』の力に他ならない。

　そして、それが真実である以上ミディアとやらが起きることはないだろう。

　怠たい惰だは睡眠に補正がかかるのだ。いや、耐性ではなく……。

「ローナ、放っておけ」

「え？　ほ、本気ですか？」

「……ああ」

　怠惰の悪魔の気持ちはよく分かる。

　無理に起こすこともないだろう。迷惑もかかってないし。

　ローナはしばらく俺とミディアを交互に見ていたが、やがて深くため息をついた。

　どこかじとっとした湿った眼を向けてくる。酷ひどく珍しい表情。

「分かりました。レイジィ様。……ですが、やはり男女の仲でもないものが同じベッドで寝ることはあまりよろしくないかと……」

「そうか」

　随ずい分ぶんと倫理的な台詞せりふを吐く悪魔だ。

　まぁ、その言葉に特に反論はない。賛同もしていないんだが、それは俺にとって割りとどうでもいい事だ。

　裸の少女……そういえば性欲も失うせて久しい。元々それほど強い方ではなかったが……。

「ミディアは別室のベッドに運ぶ事にします。よろしいですね？」

　有無を言わさず宣言するローナ。確認の体を取ってはいるが、確認ではない。

　決して怒りを抱いているわけではないだろうが、珍しく意志の籠こもったその言葉に是非もなく頷うなずく。

「……ああ」

　ローナはそのまま、まるで大きな物でも抱えるかのように身み動じろぎ一つしないミディアを抱きかかえると、一礼して部屋から去っていった。

　メイドって大変だなあ。

　そんな事をぼーっと考えながら、椅子の上で身を縮める。

　カノンが送ってきた新しい椅子だ。最前まで使っていたものは凍りついてしまいダメになってしまったが、これもなかなか心地よい。弘こう法ぼう筆ふでを選ばず。怠惰の王、堕だ落らくの手段を選ばず。

　その時、扉を開けてまた新たな悪魔が入ってきた。それもまた日常の範疇ルーチンワークの一つでもある。

　入ってきたのは憤ふん怒どを司つかさどる悪魔であり、俺を観察しているらしい悪魔でもある、リーゼ・ブラッドクロス。

　俺を観察して何が楽しいのか知らないが、最近なかなか静かなので特に文句はない。

　黙って観察するだけならばいつでも観察するといい。

　椅子に深く腰をかける俺に気づくと、軽く一礼した。

「レイジィ様、起きていたのですね……」

「ああ」

　いつもわりとピンピンしながら動き回っているのに、その顔には珍しく深い疲労が見て取れた。

　そのまま倒れこむように、テーブルに付ふ随ずいしている椅子に腰をかけ、何も言わずにへたり込む。

「……疲れているようだな」

「……はい。さすがにハード・ローダーとレイジィ様の二人を監視するのは骨が折れます……」

　なるほど。担当案件が二つあるようなものか。

　それはご苦労なことだ。

「……愚ぐ痴ちっていいですか？」

　好きにするといい。俺なんかに愚痴って意味があるのかは知らないが、黙って聞いてやる程度の事はしてやる。

　別に左から右に聞き流すだけだし、聞くというよりは耳から入ってくるだけみたいなもんだが。

「ハード・ローダーは化け物ですね。もしかしたらレイジィ様以上かも……おまけに凄すごい動くんですよ。魔王になってからまだほとんど経たっていないのに、一歩でも領土に踏み込んだ魔王を一柱も許さずに尽ことごとくを討とう滅めつ……ちょっとちょっかい出してきただけなのに自ら敵本陣まで踏み込んで完全に殺してますからね」

「…………」

「おまけに常に虎こ視し眈たん々たんとカノン様の首を狙ねらってるみたいだし……ぜんっぜん気の休まる暇がないんですよ。彼の所に何人監察官が派遣されているか知ってますか？　十人ですよ、十人！　傲慢スペルヴイアはその特性上最も危険だからといって……異常です。カノン様が如い何かに憂ゆう慮りよしているのかが見て取れるかのようで……」

「…………」

「レイジィ様の序じよ列れつを上げろってうるさいし」

「…………」

「あっという間に序列が上の魔王を優越して、もう第一位ですからね」

「…………」

「全く動かないレイジィ様の担当はやりがいがほとんどなかったですが、やりがいがありすぎるのも困ります……」

「…………」

　ハード・ローダー。王の駒こまの男の名を、そう呼ぶらしい。後から確認すると、リーゼが珍しいものでも見るかのような眼つきで教えてくれた。

　いつ生み出したのか。何な故ぜ生み出したのかも覚えていない、王たりうる男。俺を最強の怠惰と称したあの男にそそのかされて生み出したのか……否、そのような理由であるわけがない。

　覚えてはいないが、不思議と確信できた。何より、偶然か奇跡か何となくか、少なくとも自分の意志で生み出さずしてあの境地には至るまい。

　何にせよ、強力な悪魔だ。あれほどまでに追いつめられたのはちょっと記憶にない。もしかしたら忘れているだけかもしれないが、忘れるまでは覚えていようと思う。

　そしてそんな悪魔を御さねばならぬリーゼの苦労、推おして知るべし。

　しかし、リーゼってもしや中間管理職……大変なのはどこの世界でも一緒か。変な笑いが出た。

　そうは言っても、俺にできるのは意味を成さない同情だけだ。

　まぁ、何なら別に、こっちを観察しなくてもいいのだが。

　どうせ敵など居ないし、俺はただ寝ているだけだ。動く事もない。

　声には出さない俺の意志を感じ取ったのか、リーゼが疲れたような軽く引きつった笑顔を俺に向けた。

　その身に感じる力は、俺の記憶にある一番古いリーゼのそれとは比べ物にならないくらいに、増大している。

「……いや、ここにはただ休みに来ているだけなので……」

「……そうか」

　ならば、好きにするがいい。

　俺の眠りを邪魔しないのならば、別に何をしようが構わん。

　いや、邪魔できるものならばしてみるがいい。

「……一応聞きますが、何かそちらに問題は起こりましたか？」

「……別にないな」

「そうですか……そりゃそうですよね」

　安心したようにリーゼが顔を伏せる。

　噓うそだ。たった一つだけ、問題にならないようなちっぽけな変化だが、たった一つだけ、俺に変化が訪れていた。

　気がついたのはごく最近だ。いつ起こったのかはわからないが、多分領土を剝はく奪だつされ静かな生活が戻ってからだろう。

　実の所、今の俺はもう魔王ではない。

　クラス『邪神イービル・ゴツド』

　魔王のクラスが変化した、それが俺の新たなクラス。

　まさか王の次があるとは思わなかったが、邪じや神しんってもう職じゃねーだろとか思う。文句を付けてもしょうがないのだが、この世界の理ことわりはつっこみどころがありすぎる。

　まぁ、クラスが変わろうがやる事は変わらない。

　俺はただ、そこにあるがままに存在するだけだ。これまでも、そして多分これからも。

　いつか討滅されるであろうその日まで。

　黙ったままその時の事を想おもう俺に、話題を変えるようにリーゼが言った。

「……そういえば最近、魔界にちょっかいを出してくる天界からの刺客にやたら強い者がいるらしいです」

「……？」

　それがどうかしたのか？

　俺の思考の変化に気づいたのか、リーゼが首を横に振る。

　もはや言葉を出す必要すらない。全てを察する洞どう察さつ力りよく。リーゼは俺にとって得難い存在になりつつあった。

「いえ……それが魔王クラスを討滅するほどの恐ろしい力を有しているらしくて……おまけに翼で空を飛びますからね。機動力が高いので、さしものハードと言えど取り逃すことがあるかもしれません。今カノン様が対策を練っていますが、一応周知だけはしておこうかと……」

「魔王を殺しうるほどの天使か……」

　確かに、それは恐ろしい存在……かもしれない。

　そもそも天使の力は悪魔にとって天敵とされている。

　魔界に満ちた魔力は悪魔に高い能力の補正を与えるが、そうであっても度たび々たび悪魔を討滅しうる程に奴らは面倒臭い。

　天使が魔界に攻め入る事があっても、悪魔が天界を攻めることが滅多にない理由でもあった。

　しかし、俺の言葉に、リーゼがテーブルに身体を伏せたまま首を横に振る。

「いや、天使じゃないです……いや、一応分類は天使なんですけど……『戦乙女ヴアルキリー』って知ってますか？」

　知らないな。聞き覚えもない。

　いや、前世でちょろっと聞いたことくらいはあるかもしれないが……多分ファンタジー用語だったはずだ。

　俺の態度に、リーゼがため息をつく。

「『戦乙女ヴアルキリー』ってのは天使の一種で、天に召された『英雄の御霊エインヘリヤル』が変異して出来上がる特殊な天兵です。長い年月を経て力を蓄える私たちや一般の天使と比べて、生まれた頃から膨ぼう大だいな戦闘経験を持っているのでかなり厄介なんですよ……まぁ、魔王を打倒しうる程の英えい霊れいはそうそういないはずですけど……」

　へー。そんなの居るんだ。

　良かったね。

　話に飽きてきてやる気が一切ない俺に、リーゼが肩をすくめて言った。

「銀ぎん碧ぺきの剣、セルジュ・セレナード。現段階で確認されている最強の『戦乙女ヴアルキリー』です。一応記憶に留めておかれた方がよろしいかと」

「……ああ」

　それは、予想外の名前だった。一瞬起き上がろうとして身体が動かなくて諦あきらめる。

　だが、脳内には一気にかつての情景が蘇よみがえっていた。

　──多分、それは俺が知る最も古い記憶だ。

　半ば呆ぼう然ぜんとしながら中空に視線を彷徨さまよわせる。何かを追い求めるかのように。

　信じられねえ。なんで生きてるんだよ。

　もうやだ。日本だと死者が生き返ったりしないのに、この世界では起きるのか。

　死すら可逆。いや、今回の場合は可逆というパターンとは異なるかもしれないが、どっちにしろなんというファンタジー。

　俺はもう一度、自分のクラスを眺め直した。

『邪神イービル・ゴツド』

　恐らく、悪魔の持ちうる最高位のクラス。

　無意識の内に唇くちびるから言葉が溢あふれていた。

「勇者、か」

「？　何か嬉うれしそうですね？」

「……いや」

　勇者。勇者、セレジュ・セレナーデ。

　魔を断つ光の剣。かつての敗北者。

　お前は再び俺に挑むのだろうか？　瞳に張り付いたあの絶望すら乗り越えて。

　いや、挑んで来るに違いない。お前が挑まずして誰が今更、この俺に挑むと言うのだ。

　初回の遭遇が偶然であっても、次の遭遇は運命であるに違いない。

　ああ、いいだろう。

　いつまでもただ待っていてやろう。それは俺の得意分野であり、多分、一人の魔王としての、最ラ後スのボ敵スとしての義務でもある。

　貴様は邪神イービル・ゴツドを打倒しうるのか？

　その勇姿を俺に見せてみろ。




　よは




　満足して、眼を閉じる。すぐに微睡みがやってきた。

　そうだ。俺こそは堕落の王。

　ただそこに居るだけの無む為いの王。

　そして、他者を堕落させ、万物尽くを絶望の奈落に叩きこむ悪意の権化。




　気がついたら異世界に転生していた。

　寝ていたらいつの間にか望んでもないのに魔王になった。

　働かなくていいなんてこの世界、最高じゃないか。きっと日頃の行いがよかったからに違いない。

　怠惰の味は蜜みつの味。栄光、勤勉、貞てい淑しゆく、名誉など興味もない。

　堕落の王とは何を隠そう──この俺の事だ。
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　まるで雷でも落ちたかのような衝撃が身体からだの芯しんを奔はしった。

　場所はレイジィ様の部屋。リーゼさんに寝室を燃やし尽くされ、新しく移された寝室は新品同様で、しかし既にその寝室の主あるじと同様の怠たい惰だの空気に包まれている。

　いるだけで眠くなるようなそんな独特な雰囲気を味わえるのは、魔界広しといえども影えい寝しん殿でんだけだろう。

　怠惰アケデイアの王、レイジィ・スロータードールズ、大魔王軍に与くみするたった一人の怠たい惰だの王その人が、ベッドの隙すき間まから、眼めだけを覗のぞかせていた。

　半分閉じ半分開いたようなやる気の欠片かけらもない目つき。緩かん慢まんな動作と間の抜けた表情、そしてそれに見合わぬ、感知系のスキルなど持っていなくとも明確に理解できる超越的な魔力を感じるたびに私はまるで、大型動物を観察しているかのような錯覚に陥おちいる。

　だが、今の私にはそんな事を気にしている余裕はなかった。

　レイジィ様の眼にしっかりと視線を合わせ、戦慄おののく声で問いただす。

「な……ちょ、もう一回！　い、今のもう一回──」

「……お前、誰だっけ？」

　聞き間違えじゃ……なかった。

　馬鹿にしているわけでも見下しているわけでもない、純粋な疑問に思わず一歩後あと退ずさる。

　そんな……信じられない！

　誰だっけ!?　いいい今誰だっけって言いました!?

　駄だ目めだ。理解できない。何も考えられない。

　幸いなのはこの場に私とレイジィ様以外の人がいない事だろう。こんな所を誰かに見られたら私は──恥を雪そそぐために処分しなくちゃならない所だった。自分より弱い者だったらまだいいけど、レイジィ様の寝室に入るような悪魔は皆私よりも格上だ。

　才能で負けている気は勿もち論ろんないけど、それ以上に軍人としての訓練を受けているリーゼさんやハードさんに勝てるわけがない。ミディアさんなら何とかぎりぎり優越できるかもしれないけどそれでも、面倒事は避けたい。

　って、そうじゃない！

　特に悪気のない大型動物（多分草食）を前に、私は再び名乗りを上げた。声が震えるのはどうしても止められなかったけど。

「わ、私は……ヒイロです！　ローナの妹のヒイロですよ！」

　レイジィ様と私が初めてしっかり顔を合わせて自己紹介をしたのはついこの間の事だ。

　私たちの一族はもうずっと前からレイジィ様の身の回りやその他諸々のお世話をしていて、その中でも一番力の強い者が付き人としてレイジィ様ご本人の世話をするルールになっていた。

　今代のお世話係はお姉ちゃんで、二番手が私。いわば私はお姉ちゃんのバックアップであり、レイジィ様に対しては必要最低限の接触しか許されていなかった。

　お姉ちゃんがいい感じにリーゼさんにウェルダンに焼かれて、規定の通り、後継者としてレイジィ様のお部屋を訪れたのが忘れもしない最初の邂かい逅こうだ。

　結局お姉ちゃんが復活したせいで私はまたサブになってしまったけど……。

　その後は今までに例がない事ではあるが、またお姉ちゃんが死んだりした時のためにお姉ちゃんと一緒にレイジィ様のお世話の修行をしている。お姉ちゃんはレイジィ様のためならば平然とルール違反をするような悪魔なのだった。

　はてさて、部屋に入る者が一人増えたにもかかわらず、レイジィ様はそれを指摘する様子もなく。

　そんなこんなで幸いかな、レイジィ様と接する時間はここ最近とっても増えている。

　にもかかわらずレイジィ様の私に向けられる視線は初めて会った時と何も変わらない。変わらない。変化ない！

　その事について質問してみた結果が、「誰？」である。良い悪いの前に、私はどうやらレイジィ様にとって名前のある存在ではなかったらしい。そんな馬鹿な。

　しっかり今の今二度目の自己紹介をしたばかりなのに、レイジィ様はじっと私の眼を見て首を傾かしげた。

　あー、もうっ！

「……誰だ？」

「……」

　この怒りと絶望のやり場はどこに……。

　悪気がなければいいってものではない。レイジィ様の脳みそは果たしてスポンジか何かでできているのだろうか？

　ジト目で睨にらみつける私に対して向けられる、感情の浮かばないレイジィ様の漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　私は、他の何かあったら暴力で解決を図るような脳筋悪魔たちとは違う。見た目は言うに及ばず可か愛わいらしいけれど、能力だって歳としの割には高いと自負している。そしてそれ以上に、他の悪魔とは違って、自分の思うがままにならなかったからといって当たり散らすような無様な真ま似ねはするつもりはない。

　けれども、初めて挨あい拶さつした時にも気づいていたけれども……レイジィ様の態度はあまりに傲慢スペルヴイアの悪魔に優しくない。

　私が普通の傲慢スペルヴイアの悪魔だったらあまりの絶望に自死していたかもしれない。

　私は一流の悪魔なのでそんな事はしないですけど！

　心の中で言い聞かせるようにして怒りと絶望を溶かしていく。

　大体、今更文句を言うつもりはないけど、お姉ちゃんも、私は後継なのだからもうちょっとレイジィ様に対しての事前情報をくれるべきだ。給仕やベッドメイキング、料理の仕方などではない、レイジィ様と接するコツを。

『よは』の意味とか！

　自分が死んだ後の事もちゃんと考えるのが、レイジィ様の側そば仕づかえとしての責務じゃないだろうか？

　自分が焼きつくされ、私がレイジィ様に『チェンジ』を言い渡され、切せつ羽ぱ詰つまるまでそんな基本的な事も教えてくれなかったのはきっとお姉ちゃんのエゴに違いない。もう嫌がらせとしか言いようが無い。

　今更文句を言うつもりはないけど！

　それにしても、この胸の大きさを除けばお姉ちゃんにも負けていない器量良しの私を前にチェンジを言い渡すなんて、レイジィ様は本当に失礼な方だ。もしもレイジィ様がご主人様じゃなかったら私は三み行くだり半はんを突き付けていただろう。

　脳内でお姉ちゃんを罵ば倒とうしながら必死にどう動くべきか考えている私に、レイジィ様が言った。

「ローナはどうした？」

　……何な故ぜお姉ちゃんの名前が覚えられているのに、私の名前が覚えられていないのか。

　私は唇くちびるを嚙かんで一歩前に進み、レイジィ様の目の前に立って眠そうな顔を見下ろした。

　最近何となく解わかるようになった視線が面倒くせえなあと言っている。失礼過ぎる。

「……レ、レイジィ様、どうやったら私の名前を覚えてくれるんですか？」

「……興味ねえ」

　本当にレイジィ様は興味がなさそうだった。何千年もお世話しているはずなのについ最近までお姉ちゃんの名前も覚えていなかったようなので、本当に興味が無いのだろう。

　だが、過去形である。とうとう名前を覚えてもらったの！　と満面の笑みで報告してきたお姉ちゃんの表情を私は絶対に忘れないだろう。

　お姉ちゃんが覚えてもらえたのに、私が覚えてもらえないなんて……プライドが刺激される。私が負けているのは胸だけ！　胸だけだから！

　それ以外の分野で私が──引くわけにはいかないのだ。

　レイジィ様の視線の真ん前に顔を近づけてもう一度はっきりと言ってやった。

「レイジィ様、ヒイロです！　ヒ・イ・ロ！」

「……よし」

　よしって、何がいいのか。

　戸惑う私に、レイジィ様が全身の力が抜けていくような、とても長いため息をついた。

「お前、名札つけろ」
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「って、ちっがーうッ」

　我に返った私は、たった今作成した名前の刻まれた金属プレートを床に叩たたきつけた。

　レイジィ様に提案された時は一瞬いい方法だと思ったが、冷静に考えてみればそんな事をした所で私のプライドが満たされるわけもない。

　悪魔の力で地面に叩きつけたにもかかわらず黒の金属で出来た認識票ドツグタグには傷一つ付かず、ただ虚むなしく光を吸い込んでいる。

　レイジィ軍配下の者が身分証明のために身に付ける物で、備品庫に収められていた物をこっそり取ってきたのだ。名前を刻むのに、慣れていない私では一時間もかかった。

　叩きつけるだけではいらいらが収まらず、タグを二度、三度と踏みつける。

　そういう意味じゃない！　そういう意味じゃないですからッ！

　私は名前を呼ばれたいのではなく……お姉ちゃんのように覚えてもらいたいのだ。記憶してもらいたいのだ。

　ぐりぐりと足先で踏みにじりながら、荒い息を漏らす。

　駄目だ。いくら八つ当たりしても憤ふん懣まんは微み塵じんも収まる気配はなく、きっと今鏡を覗きこんだら私は顔を真っ赤にしているだろう。

　気づいたその事実が興奮状態に水をさし、少しだけ頭の中が冷静になる。こんな無様な所を誰かに見られたら私は私を許せない。

　その場で胸に手を当て、何度か深呼吸を繰り返す。自室には誰もいないし、基本的に部屋は防音のはずだが、私の部屋はお姉ちゃんと共用だ。お姉ちゃんは忙しいので自室に戻るのは大抵夜遅くになるけど、今戻ってくる可能性だってなくはない。

　怒りをきっちりコントロール圏けん内ないまで鎮めると、ため息をつき、先ほど踏みにじったタグを拾った。鎖を通せるように穴が開いた認識票。目立つように名前を刻んだので、首から掛ければいくらレイジィ様でも私の名前に気づくだろう。

　でも、こんなものを使ってしまったら、きっと永遠に名前を覚えてもらえない気がする。私の勘かんはよく当たるし、チェンジされたあの日以降、レイジィ様の性格はお姉ちゃんから聞いていて、それなりに理解しているのだ。

「……でもお姉ちゃんも随分時間かかったし……」

　口から出てくる独り言もいつもよりもどこか疲れた声だった。

　私は努力が大嫌いだ。昔から大嫌いだ。できるだけ楽をして成果を出すのがモットー、その辺りじめじめこつこつと報われない事を知りつつレイジィ様に仕え続けたお姉ちゃんとは違っていて、それが司つかさどる渇かつ望ぼうの差異にもなっているんだけど……。

　自慢なんだけど、私には才能がある。誇るべき才能。努力しなくてもなんでもよくできる、そんな才能、私にピッタリの才能が。

　今までは何だってできてきた。料理洗濯掃除などの家事は勿論、戦闘だってそこそこ。初めはできなくても少し見聞きすれば習得できたし、それで事足りていた。お姉ちゃんが私にきちんと引き継ぎをしていたら、私はチェンジされる事なんてなかっただろう。

　だけど……今回ばかりは少し不利かもしれない。

　毎日誰よりも早くに起き、部下に指示を出しつつ自らもレイジィ様のお世話を行っているお姉ちゃんの献けん身しんを、多分私は誰よりも知っている。そこまで自らを殺せるのはお姉ちゃんの司る色しき欲よくの渇望故ゆえ、私ではたとえお姉ちゃんを超えるという意図を持っていたとしても到底真ま似ねできない。

　しかし、それは逆に言うなら、私には私にしかできない事があるという事でもある。

　小さく喉のどを鳴らし、指先で弄もてあそんでいたドッグタグをポケットにしまった。気合を入れなおすべく、両手の平で自身の頰ほおを叩く。

　圧倒的な耐久力を相手にする際に必要なのは不屈の意志だ。

　私から言わせてもらえば、お姉ちゃんの献身は長所であると同時に短所でもあった。お姉ちゃんには唯ゆい一いつ足りていないものがあったのだ。

　それは──主張。

　粛しゆく々しゆくとただその溢あふれる愛情を献身に変えてお世話をしたお姉ちゃんには主張と呼ぶべきものが欠片もなかった。お姉ちゃんが長い年月、レイジィ様に名前を覚えてもらえなかったのはそれが一番大きな理由だろう。

　基本的に何も頼まなくても全てのお世話をこなすお姉ちゃんは名前を呼ぶ理由がない。それでも普通の感性だったら、長年身の回りの世話をしてくれる者の名前が気になったりするだろうけど、レイジィ様の感性は普通じゃないし、レイジィ様の記憶力もまた普通ではない。

　主となるべき人の事を馬鹿にするわけではないが、その辺にいる野の良らドラゴンとかの方が記憶力がいいと思う。野良ドラゴンというのはその名の通り悪魔に飼われていない野良のドラゴンで、一般悪魔よりも弱い程度の力しか無い事が多いけど、仮にもドラゴンだけあって知性と呼ぶべきものを持っている。少なくとも名前を覚える事のできる程度の知性はある。

　怠惰の悪魔は痛覚が鈍いとよく言われているが、鈍いのは絶対に痛覚だけじゃない。

　そう、必要なのは……インパクトだ。全く私を記憶する気がないレイジィ様の脳に強制的に私の存在を刻みつけるような、そんなインパクトが欲しい。

　結果論で言えばレイジィ様はお姉ちゃんの名前を覚えられたのだ。私の名前を覚えられないなんて言わせない。

　孤軍奮闘、腕を上げて決意を新たにすると、気を取り直して私は──首を傾げた。

　……どうすればいいんだろう？
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　無関心と生命体としての強度はもしかして比例しているのだろうか。

　悪魔には生物としての寿命がない。外的要因を除けば悪魔はいつまでも生き続けそして、強くなり続ける。

　尤もつとも、常在戦場の魔界においてそれは容易ではない。だから力の弱い悪魔たちは、自らの渇望を抑えてでも上位者の庇ひ護ごを受けようとする。力ある者の下により多くの力が集まってくる、それが理由だ。

　魔界における支配者階級、魔王とは悪魔の頂点であり、その存在は得てして、長く生きているという事になる。レイジィ様もそのルールに則のつとり、私の家に残っている最古の記録では五万年前にはもう存在していたとの事。厳密にいつ発生したかは定かではないが、それを知る者はレイジィ様本人かあるいは、他の同年代の魔王くらいだろう。

　五万年。

　想像も付かない程の年月だ。数千年しか生きていない私だって昔の事を思い出せないのだから、その十倍生きているレイジィ様の欲が薄れ、万ばん物ぶつに関心を抱けなくなってしまったのはもしかしたら仕方のない事なのかもしれない。

　背もたれを前に椅い子すに座り、がくがく揺らしながらレイジィ様に尋ねてみた。

　インパクトを与える見通しは立たないが、方法を誰かに相談するなど、あまつさえお姉ちゃんに聞くなど私のプライドが許さない。一人で成し遂げなければ意味がない。

「どう思いますか？　レイジィ様」

「よは」

　レイジィ様がそっけなく答える。

　最近気づいたんだけど、レイジィ様は返答が面倒な時に前後の文脈関係なしに『よは』と答える傾向にあるようだ。更に面倒になってくると完全に無視して眠り始める。だから、私はその辺りの機き微びを見抜きながら会話を試みなくてはならない。

　相変わらずのどこか間の抜けた表情でレイジィ様がごろごろと寝返りを打つ。かろうじて返答はしてくるが、何一つ状況が進展している気配がない。

　レイジィ様以外で私が見知っている魔王は大魔王であるカノンさんくらいだが、カノンさんはこんな無関心ではなかったのでやっぱり魔王故の性質でもなさそうだった。もしかしたら年齢の違いという可能性もあるけど。

　何はともあれ、コミュニケーションを取らねば始まるものも始まらない。

　私の対応は主に対してやっていいものではないから直すようにと散々お姉ちゃんには怒られたけれど、レイジィ様への対応はちょっとくらい無礼な方がちょうどいいのだ。……堅苦しい口調で話しかけると寝ちゃうし。

「レイジィ様、寝てばかりで退屈じゃないんですか？」

「……好きでやってるんだ。放ほうっておいてくれ」

　くぐもった声でレイジィ様が答える。

　放っておいてくれと言われて放っておくわけにはいかない。少なくとも私の存在を明確に認識してくれるまでは、放置するわけにはいかない。一度寝てしまえばこの魔王様はこうして私と会話した事すら忘れてしまうだろう。

　少しでも印象を深めないと……。

　サイドテーブルの上に置いていた小さな紙袋を取り上げ、レイジィ様の前でぷらぷらと揺らしてみせる。

「実は今日は、クッキーを焼いてきたんです」

「……」

　手作りクッキーで好感度アップ作戦。多分ただ会話しているよりはいいはず。

　レイジィ様はそんな私を無言で見返してくる。そんなレイジィ様に、私は自信満々に続ける。

「私が、このヒイロが、自分の手で、わざわざ、レイジィ様のために!!」

「……」

「実は料理の腕には自信があるんです。お姉ちゃんにも負けてないです」

「……」

「……食べたいですか？」

「いや」

　……駄目だ。全く興味の欠片も示さない。まるで私が馬鹿みたいだ。

　私は一体何をやっているんだろう。胸中に湧わき出してきたそんな感情に一瞬、唇を嚙み締め、すぐに笑顔を取とり繕つくろった。

　この程度でくじけてちゃ、やっていけない。

　紙袋からは焼きたてクッキーの甘い匂においが漂ってくる。わざわざお姉ちゃんに内緒で厨ちゆう房ぼうに入って作った自信作。ちゃんと味見もしたし、食べられないって事はないはずだ。

「もしかして甘い物嫌いでした？」

「……いや？」

　鬱うつ屈くつした表情で首を傾げるレイジィ様。

　ならば一体何が不満なのか。この私がわざわざ手作りしたというのに。

「……じゃあ食べてくださいよ。あ、私が食べさせてあげます！　ほら、あーんしてください！　あーん！」

「……」

　無言、無表情で、しかし僅わずかに開かれた口の中に、ハート型に抜いたクッキーをつまんで入れる。

　照れもなければ感謝もない。周囲から見たらこれ程やりがいのないお世話もないだろう。

　だけど、私は少しだけ感動していた。嫌がって引っ込む可能性もあるのに、わざわざ食べてくれたというその事実に。

　そして、すぐにそんな下らない事に達成感を覚えていた自身に気づき、愕がく然ぜんとした。

　……本当に私は一体何をやってるんだろう。でも、それでも、一歩前進したのは事実。

　食べてさえ貰もらえれば美お味いしい自信はある。

　少しどきどきしながらレイジィ様に尋ねる。

「美味しいですか？」

「ああ」

「……やった」

　確かな手て応ごたえ。無意識にぐっと拳こぶしに力を入れる。

　確かに、確かにレイジィ様は今美味しいって言った！

　無視される可能性もあっただけに喜びもひとしお。少しだけ自尊心が満たされ、頰が緩む。

　レイジィ様の弱点は甘いモノ、と。心の中のメモにその新事実をしっかりと書き留め、踊りだしたくなる身体を何とか抑えてレイジィ様にもう一度聞いた。勿論、名前の主張も忘れずに。

「ヒイロが作ったクッキー、もう一枚食べますか？」

「……いや、いい」

　予想外の答えに思考が一瞬凍りつく。

　えええええ!?　な、なんでぇ!?　美味しいって、美味しいって言ったのに！

　震える唇でもう一度、しっかりと感想を尋ねた。

「お……美味しくなかったですか？」

「いや？」

　……言葉に行動が伴ともなっていない。

　そこで私は無言でクッキーをつまみ、そっとレイジィ様の口元に近づけてみた。眉まゆを顰ひそめ、しかし僅かに開かれた口の中にクッキーを入れる。

　咀そ嚼しやくで僅かに動く頰を半ば呆ぼう然ぜんとしながら見下ろす。

　ふと思いついた事を質問してみた。

「……まさか、食べるの面倒ですか？」

「……ああ」

　嚥えん下かしたのか、喉が僅かに動き、レイジィ様が頷うなずきもなく簡潔に答える。

　思考回路が……違い過ぎる。

　レイジィ様にとって美味しい物を食べるメリットよりも、食べる手間というデメリットの方が大きいのか。わざわざ口元まで運んであげているのに、食べるの面倒って……。

　お姉ちゃん、本当によく長い間お世話していられるな。

　レイジィ様への呆あきれよりも、お姉ちゃんの渇望の深さへの感嘆の方が大きくなった。
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　もしかして怠惰アケデイアってそもそも傲慢スペルヴイアと相性が悪いんじゃないだろうか……いや、悪いなんてもんじゃない。最悪だ。

　ずっと心の何ど処こかで思いながらも目を背けてきていたその耐え難い事実にようやく私は向き合った。

　相性くらいで諦あきらめるつもりは毛頭ないが、レイジィ様を見ているとどうしてもその考えに眼が向く。もっと激しく感情を露あらわにしてくれれば私としても色々やりがいがあるんだけど、レイジィ様の反応は僅かな挙動と二言三言の言葉だけ。正直、面白くない。朝から晩までレイジィ様につきまとってるのに手応えがないとか、そう思ってしまうのも無理はないだろう。

　かと言って、次点で相性が悪いであろう憤怒イーラの渇望を持つリーゼさんが何とかやけにならずにやっている以上（といっても、かなり怪しい所ではあるが）負ける訳にはいかない。それこそ、リーゼさんに敗北してしまえば私の悪魔としての沽こ券けんに関かかわる。

　数日の間をあけて、私は再びレイジィ様に向かい合っていた。寝室には私とレイジィ様しかいない。お姉ちゃんがレイジィ様の寝室に入るのは基本的に朝昼晩の三回だけだ。その時間帯を除けば、大体レイジィ様は一人になる。

　半ば諦めつつもレイジィ様に宣言する。

「レイジィ様、私はヒイロです」

「……そうか」

　返ってくる言葉はいつもと同じもの。

　果たして私の言葉を理解しているのかすら定かではない。野良ドラゴンに芸を教えているような気分だけど、難易度が全く違う。野良ドラゴンに芸を教える方が間違いなく簡単だ。だって、野良ドラゴンはちゃんと私を見てくれる。

　サイドテーブルに腰を掛け、足をぷらぷらさせながら聞いてみる。

「……レイジィ様が欲しい物は何ですか？」

「安息」

　……私にどうしろと。

　即答してくれたのはいいけど、レイジィ様の欲するものは私にとってハードルが高すぎる。物欲も名誉欲もなく、色欲もなさそうだし、レイジィ様は一体何が楽しくて生きているのだろうか。

　唇に指を当て、しばらく考えてみたが私に王の気持ちが解わかるわけもない。

　いつもと変わらない姿勢、いつもと変わらない眼、いつもと変わらない表情、いつもと変わらない声、ベッドの中にさも当然のように寝ているレイジィ様をしげしげと眺める。

　インパクトを与える方法がそう簡単に思いつくわけもなく、ふと抱いた疑問を投げかけてみた。

「……レイジィ様、生きていて楽しいですか？」

「とても」

　予想外の即答。思わず目を見開く。

　レイジィ様の表情をもう一度じっと観察する。青白い肌に隈くまの張り付いた眼。感情の浮かばない容よう貌ぼうは虚無という言葉がしっくりくる。全身に纏まとう退廃的な雰囲気がある意味、どの悪魔よりも悪魔らしい。

　全く楽しそうな表情をしていないんだけど、楽しいんですか……。

「……何が楽しいんですか？」

「全て」

　またしても即答。即答はいいんだけど、でも、答えが答えになっていない。

　多分、聞いても満足な答えは返ってこないだろう。理解するのは憚はばかられるが自分の身の上と置き換えて試しに考えてみた。

　何もしなくても出てくるご飯。身の回りの世話は何も言わなくてもお姉ちゃんがやり、戦わなくても上がっていく地位に何も言わずに動く部下たち。しかも、私のような美少女の悪魔に伺いを立てられる日々。

　……なるほど、そう言われてみると……天上の生活と言えるかもしれない。

　しかし、それでは困る。私の事も少しは考えてもらわないと。

　考える事数分、天てん啓けいに打たれた。レイジィ様の望みと私の渇望、双方が満たされるいいアイディアが。

「……そうだ、レイジィ様。膝ひざ枕まくらしてあげましょうか？」

　安息。私のような美少女に膝枕される以上の安息なんてないに違いない。

　並の悪魔では一生味わえないような至福だ。そして私の渇望も、レイジィ様に求められるとなればまあまあ満たされる。

　レイジィ様の表情はしかし、私のこの上ないアイディアにも変わらない。いつもと同じ表情で呟つぶやく。

「……面倒臭え」

「そう言わずに！　レイジィ様は寝ているだけでいいので……」

　傲慢スペルヴイアの悪魔からここまでの妥協を引き出したのはきっとレイジィ様くらいだろう。

　返事を待たず靴を脱ぎ、ベッドの上に上がる。ベッドに乗せた膝が重みで大きく沈み込む。レイジィ様の部屋は酷く質素だが、例外的にベッドと側においてある安楽椅子だけは高級品だ。

　キングサイズのベッドは二、三人で寝てもゆうに余るだけのスペースがあった。小柄な私ならば膝枕も余裕でできる。

　頭が乗っている大きな枕を無理やり引きずり出し、邪魔にならない横に置く。

　レイジィ様は無抵抗だ。

　これが他の渇望を司る魔王様だったなら、私は粛しゆく清せいされていただろう。だが普段ならば、『威厳がない』としか言いようが無いその性質も今となっては都合がいい。

　レイジィ様の頭を恭うやうやしく持ち上げ、正座した自分の膝の上に乗せた。魔王としての力は強くても、レイジィ様の体重はそれほど重くない。

　どこか心地よい重みが膝にかかり、少しだけどきどきする。

　定期的にお姉ちゃんに切りそろえられている黒髪の下から、漆黒の虹こう彩さいが無感動にこちらを見上げていた。

「……如何いかがですか？」

「……普通」

　非常に失礼な答え。

　仮にも女の子に膝枕されて言う台詞じゃない。

「……レイジィ様ってデリカシーないですよね」

「……」

　気を悪くした様子もなく、レイジィ様が首を動かし横を向く。

　膝の上をもぞもぞと蠢うごめく得も知れぬ感触に、思わず悲鳴のような声を上げそうになるが、何とかあげずに留とどめた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たな手をレイジィ様の頭に乗せる。何をやっても、レイジィ様は声一つ上げない。

　そのまま髪を撫なでても、レイジィ様は何も言わなかった。レイジィ様に言い聞かせるように続ける。

「レイジィ様、私はヒイロです。ヒイロですよ」

「……」

「膝枕でも何でもしてあげるので覚えてくださいね。私はヒイロ、ヒイロですよー」

　次の瞬間、予想外の言葉が返ってきた。

「……そのヒイロが、何をしているのかしら？」

　……え!?

　ふいに背後から投げかけられた場違いの声に思考が固まる。

　押し殺されたような声色に冷や汗が流れた。

　聞こえてはいけないはずの声。いや、空耳……空耳に違いない。

「……ヒーイーロー？　レイジィ様に何をしているのかしら？」

「……」

　必死に言い聞かせる自分を現実に引き戻す声。

　レイジィ様の頭を膝の上に乗せたまま恐る恐る後ろを振り返る。

　そこには修しゆ羅らがいた。

　私と同じ金きん髪ぱつ碧へき眼がんに、お揃そろいのメイド服の胸部を盛り上げる私より倍以上大きな胸。やや下がった目尻と朱の唇は笑みを作っているが、生まれた直後からずっと一緒にいた私は知っている。お姉ちゃんは怒っている時でも笑うのだ。そして、長い間一緒に過ごしてきた私には微笑ほほえんでいる時でも怒っているとはっきり解る。

　菩ぼ薩さつのような笑みを浮かべるローナお姉ちゃんに、私も引きつった笑みで返した。

「……あはっ」

「……レイジィ様、申し訳ございません。妹がご迷惑を」

　私の笑みをスルーして頭を深々と下げるお姉ちゃんに、レイジィ様はいつも通り一言で答えた。

　私が僅かに抱いた、擁よう護ごをしてくれるかもという期待をあっさりと裏切って。

「よは」

「……レイジィ様、私思うんですけど、『よは』を適当に使いすぎじゃないですか？」

　お姉ちゃんの説明によれば『良きにはからえ』かあるいは『余は満足だ』の略らしいが、どちらの意味にもあっていないパターンが多すぎる。

　現実逃避して文句を言う私の肩にお姉ちゃんの手が伸びてきて、そっと乗せられた。

　五指の指先が肩に食い込む。

　白しら魚うおのようなという表現がしっくりくる華きや奢しやな指先からは信じられない、肩の骨が軋きしむ程の凄すごい力。傲慢が格下を相手にした時に高い能力を発揮するのと同様に、色欲は愛する者に関係した時に最も高い能力を発揮する。

　肩を握りつぶさんとするその手の平からは確かな怒りを感じさせた。

　徐々に強くなってくる痛みに悲鳴をあげる。この女、本気だ。妹の肩を本気で潰つぶそうとしてる。

　即座に白しろ旗はたを上げる。こうなったお姉ちゃんに勝てた事などない。

「痛っ……ちょ……お姉ちゃん!?　わ、悪かった！　私が！　悪かったからっ！」

　絶対こうなると思ったからお姉ちゃんのいない時を見計らって来ていたのにどうして──。

　どうやら今回ばかりは情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はないらしく、お姉ちゃんの眼はこの期に及んで私を見ていない。ただレイジィ様の方だけを見ている。

「早急に教育し直しますのでどうぞご容よう赦しやください」

「よは」

「い、いや、わ、私は良かれと思って──ひゃっ!?」

　無機質な声色に言い訳をし始めた所で、背筋に得も知れぬ衝撃が奔る。

　お姉ちゃんが肩を摑つかんでいる手とは逆の手で、おしりから伸びた尻尾しつぽを摑んだのだ。尾骨から背筋を駆け上がる衝撃に身体が震える。

　前摑まれた時も思ったけど、尻尾を摑むなんていくら同性とはいえ、信じられない！　それは一種の不文律だ。たとえ戦争でだって、悪魔の尻尾を狙ねらうような残ざん酷こくな者はいない。

「ちょ……お姉ちゃ──尻尾ッ!?」

「ヒイロ、レイジィ様に謝りなさい」

　尻尾を軽く引かれ、抗議を強制的に中断させられる。

　底冷えするような声色と、尻尾が断続的に伝えてくる衝撃に脳みそが焼けつく。何も考えられない。

　必死に身を捩よじる私に、お姉ちゃんがただ静かに繰り返す。

「レイジィ様に謝りなさい」

「は、はひっ！　わかった！　わかったから尻尾──」












「謝りなさい」

　尻尾をぐりぐりと指先で押され、私は衝動的にお姉ちゃんの言葉に従った。

　絶対、そんな残酷なことしないと思いたいけど、もしかしたら従わなかったら尻尾を引き抜かれるんじゃ──。

　悪魔の再生力は高い。魂こん核かくさえ潰されなければ死にはしないはずだけど、尻尾を引き抜いてまた生えてくるのかどうか、代だい償しようが大きすぎて試す気にすらならない。

　反抗するなんて考えられない。レイジィ様の方を振り向き、お姉ちゃんが満足できるように出来るだけ大きく声を上げた。

「ご、ごめんなさい！　レイジィ様、ごめんなさい！　私が悪かったです！」

　微み塵じんも和らぐ気配のない背後の気配を感じながら唇を嚙みしめる。

　……私、レイジィ様に悪い事なんてしてないのに。

　酷い。酷すぎる。きっとお姉ちゃんはろくな死に方しないに違いない。

　私の必死の謝罪──レイジィ様はそんな私とお姉ちゃんを見ても、眉一つ動かしていなかった。これ、レイジィ様、絶対気にしてないって！

　お姉ちゃんは最後にまるで飛竜の手た綱づなでも引くように尻尾を強く引くと、まだ膝の上に乗ったままだったレイジィ様の頭を恭しく持ち上げ、静かに横に避よけてあった大きな枕の上に置いた。

　枕に沈み込むレイジィ様の頭、ぼんやりと天井を見上げる眼まな差ざしに視線を合わせ、再度しっかりと頭を下げる。

「私の妹がご迷惑をお掛けしました」

「よは」

　絶対！　絶対よはの使い方間違えてる！

　叫びたかったが、再び尻尾を強く握られ言葉を封じられる。酷すぎる。跡がついたらどう責任を取ってくれるんだ！

　お姉ちゃんは言葉を出さなかったが、何をすべきかはわかっていた。まるで人質のように尻尾を握られたまま、ゆっくりと靴を履き、ベッドから降りる。緊張と恐怖で心臓が早はや鐘がねのように鳴っていた。膝が砕けそうだ。

　お姉ちゃんはレイジィ様のためならば躊躇ためらいなく可愛い妹の尻尾を引っこ抜くだろう。動機を与えちゃいけない。

　いつも穏やかな者程その気になれば容よう赦しやというものがないのだ。加減というものを知らない。リミッターがぶっ壊れている。数十年しか生きていない子供の悪魔にだって解ることなのに、野良ドラゴンにだって解る事なのに、やっていいことと悪い事の区別が付かないのだ。このサイコパスめ！

「……ヒイロ？　反省していないようね」

「や!?　い、いや、反省……してます」

　声に出さずに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけていた私を見下ろすお姉ちゃんの眼。そこには一切の慈じ悲ひがなかった。

　私と同じ色の眼なのにどうしてそんな残酷な色を出せるのか。世の中には決して逆らってはいけない存在がある。力の多寡とか、そういう問題ではなく相性の悪い存在というものが。

　私はきっと絶対にお姉ちゃんには勝てないだろう。こんなの絶対トラウマだ。悪夢に見そうだ。

　震える肩を掻かき抱き、少しでも同情を買えるように弱々しい眼差しでお姉ちゃんを見上げる。

　沈黙すること数秒、お姉ちゃんが僅かに視線を外す。よかった。今回はセーフみたい。

　私の恐怖が何とか通じたのか、尻尾が解放される。即座に私は尻尾を消した。摑まれている時には出来ないけど、これでようやく一安心。女の悪魔にとって尻尾はプライドの証あかしだ。日常生活で消すなんてありえないけど、背に腹は代えられない。

　お姉ちゃんが舌なめずりでもするかのように、見せつけるかのようにぺろりと唇を舐なめる。ほっと一息つく私の心中を見透かしているかのように。

　明確な威い嚇かく行こう為い。弱点を握られているわけでもないのに、何故か震えが止まらない。

「……次に同じ事をやったら──」

「や……やったら……？」

　ごくりと唾つばを飲み込む。

　そんな私に、にんまりと酷こく薄はくな笑みを向け、お姉ちゃんはそこで言葉を止めた。

　私は続きを聞けなかった。そこには悪魔がいた。レイジィ様より余程恐ろしい悪魔が。

　しかし、本当に意味がわからない。どうせいつも規則正しいルーチンで寝室を訪れるお姉ちゃんが何故このタイミングでここにいるのか。扉はちゃんと閉まっていたし、音が外に漏れるような事もなかったはずなのに。

　いや、そもそも膝枕くらいでどうしてこんなに怒られなきゃ──。

　こちらの修羅場を意に介する事もなく、目を瞑つむってしまったレイジィ様が可愛さ余って憎さ百倍だ。レイジィ様も尻尾抜かれたらいいのに……ああ、レイジィ様に尻尾なかった。

　恐怖から逃れるために必死に下らない事に思考を巡らせる私を三み度たび、お姉ちゃんの怜れい悧りな視線が貫く。

「……」

　無言の視線に、私は余計な事を考えるのをやめた。

　駄目だ。今のお姉ちゃんには頭の中で考えるだけで見破られそう。そんなスキルないはずだけど、その立ち振る舞いには何をしでかしても不思議ではない凄みがある。

「さ、ヒイロ。行くわよ」

「……はい」

　気分は罪人。まるで連行されているような気分だった。

　お姉ちゃんの後をついてレイジィ様の部屋を後にした。

　手応えはあった。後少し、後少しだけ言い聞かせる事ができたらレイジィ様に私の名前を覚えてもらえたかも知れないのに。

　お姉ちゃんが最悪のタイミングで部屋に入ってきてしまったのがただただ恨めしい。

　淡々と黙ったまま歩みを続けるお姉ちゃん。その行き先が果たしてどこなのか、私にわかるのは、そこがどこであろうと私に待っているのは地獄だという事だけだ。何も望まない。何も望まないので尻尾だけは許して下さい、お姉様。

　しばらく黙ったまま後ろを付いて行ったが、沈黙に耐え切れず口を開く。華奢な背中が怖すぎる。

「……あの……」

「……何？」

　たった一言に籠こもった感情がお姉ちゃんの怒りが微塵も収まっていない事を示している。

　少しでも重たい場を緩和したかったが、何も考えていなかったのでとっさにいい言葉が出てこない。

　その代わりに出てきたのはさっきからずっと感じていた疑問だった。

「な、なんでお姉ちゃんがあの時間にレイジィ様の部屋に──」

　おかしい。ありえない。

　私の事前調査は完かん璧ぺきだったはずで、お姉ちゃんの動きも時計のように規則正しい。

　お姉ちゃんのルーチンが変わるのは大きなアクシデントがあった時くらいだ。例えば、リーゼさんに消し炭にされたりとか。

　余計なちょっかいを出しているという事に気づかれたら怒られるのは言われるまでもなく理解していた。私はローナお姉ちゃんの妹なのだ。生まれてからずっと一緒、私程その性格を熟知している者はいないだろう。そもそも、お世話係でもない私が積極的にレイジィ様に関わるのはルール違反だし。

　私の言葉にお姉ちゃんが立ち止まる。私も立ち止まる。

　後ろを向いたままで出されたお姉ちゃんの言葉は震えていた。いや、震えているのは言葉だけではない。身体全体がまるで何かを耐え忍ぶかのように細かに震えている。

　絞りだすような声。

「……レ、レイジィ様が……」

「レ……レイジィ様が？」

　まさか……ドラゴンの尾を踏んじゃった？

　戦々恐々と言葉を待つ私に、お姉ちゃんが信じられない事を言った。

「……お、お前の妹のヒイロが最近うるさいから引き取れと……」

「え!?」

　うるさいから引き取れって、酷すぎる──って違う、違う！

　そこじゃない！　そこも酷いけど、そこじゃない！

「……お前の妹のヒイロが最近うるさい……？」

「……そ、そうよ」

　不思議と、怒りを嚙み殺すような低い声色も怖くなかった。

　ただ、お姉ちゃんの言葉を脳内で何度も反はん芻すうして確かめる。

　……あれ？

　私、名前を覚えてもらうためにずっと付きまとっていたんだけど……あれぇ？

　まさか、ちゃんと覚えて貰えてる？

　お姉ちゃんがゆっくりと振り返る。その容よう貌ぼうは今まで見たことがない位の怒気を湛たたえていた。

　怒りで引きつる眉。その口から溢れる怒声。不思議と怖くない。

「ほんっとうに信じられない！　レイジィ様が何と仰おつしやったかわかる!?　朝から晩までヒイロがヒイロですヒイロですうるさくてうるさくて敵かなわないって！　私にそう仰ったのよ!?　あいつは俺を何だと思っているんだって、そう仰ったのよ!?　私ほんっとうに、心臓が止まるかと──」

　口から溢れ出す小言も、その視線に乗せられた殺意に限りなく近い何かも全く気にならない。

　小さくガッツポーズを作り、

「……やった」

　お姉ちゃんが数千年積み重ねようやく至った境地に一年も掛からずにたどり着いた。これはお姉ちゃんを越えたと言っても過言じゃないんじゃないだろうか。

　ふふん。私にかかれば、このヒイロにかかればこんなもんです。

　今鏡を見たら私は酷くにやけているだろう。やっと私の念願が叶かなったのだ。にやけた表情を見られるなんてプライドが許さないけど、しょうがない。これはしょうがない。

　だから、私は気づかなかった。自分が浮かれすぎていて何を無視していたのかを。

　浮かれた私の頭が不意にがしりと摑まれる。そこでようやく気づいた。

　喜びに溢れていた思考が氷柱つららでも突き刺されたかのように一気に氷点下に冷える。

「ひーいーろー？」

「ヒッ!?」

　地獄の底から這はい出てきた亡者のような声。聞いただけで心臓が凍りついてしまいそうな殺意を秘めた声。可愛い子供を殺された野良ドラゴンでもこんな声は出せまい。

　悪魔がいた。いや、もうそこに見えたのは魔王の品格だ。

　いつもは凪ないだ水面のように透き通った碧みどりの瞳がまるで魔界の太陽のように真紅に輝き、私を見下ろしている。

　ゴミでも見下ろすかのような冷徹な瞳と、それに相反する怒りの感情が入り混じったそれを表現する言葉を私は持っていない。

　麻ま痺ひしたように満足に動かない喉を全力で動かす。自分のものとは思えない掠かすれた声が出た。

「い、お、ねえ……ちゃん!?」

「……」

　これは……まずい。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。そ、そんなに怒ると、憤怒イーラに目覚めちゃうから、や、やめた方が──」

「……」

　無言で徐々に強くなっていく力。

　そこで私は遅ればせながらようやく心の底から理解した。私は今日ここで死ぬのだ。

　ああ、どうせ死ぬなら、最後にレイジィ様の口から私の名前が出るのを直じかに聞きたかったな……。

　死に瀕ひんして浮かんだのは、そんなささやかな望みばかり。

　しょうがない。ああこれはしょうがない。





　　　＊＊＊＊＊






「れーいーじーぃー様？」

「……何だ？」

「私の名前、知ってますか!?　知ってますよね!?」

　レイジィ様は、お姉ちゃんの折せつ檻かんを何とか根性で耐え切り、意い気き揚よう々ようと自らの価値を確認しにきた私を迷惑そうな眼で見上げて首を傾げた。そして信じられない事を言った。

「……誰だっけ？」

「……え？」

　レイジィ様は冗談を言うような悪魔ではない。そんな面倒臭い事をするような悪魔ではない。

　まさか……もう忘れたの!?　まだ一日しか経たってないのに……。

　絶望からの喜び。そして再び絶望へ。

　あまりの落差に忘我する私に、レイジィ様が懇こん切せつ丁てい寧ねいにとどめを刺してくる。

　いつもちゃんと動かない癖に、こういう時だけきっちりするなんて……。

「……誰？」

　……だ……れ!?

　世界が崩れる。脳裏にここしばらく行っていたレイジィ様に対するアピールと、お姉ちゃんから施ほどこされた拷ごう問もんのような折檻が走そう馬ま灯とうのように奔る。

　怒れるお姉ちゃんを前にしても感じなかった絶望を越えた絶望。行き着く先は……無だ。

　その瞬間、私は初めて堕落と放棄、逃避と劣化、停止と衰退、惰性を司る堕落の王の真の恐ろしさを実感したのだった。

　いくらなんでも酷すぎる。









あとがき






　この度は『堕だ落らくの王おうⅡ』を手に取って頂きありがとうございました。作者の槻つき影かげです。

　当作品は小説投稿サイトで連載しておりました『堕落の王』の第一部後半を大幅に加筆修正したものになります。

　Ｗｅｂ版からお付き合い頂きます方々には既にお分かりかと思いますが、具体的な数字で言うと四割くらいが加筆分です。ストーリーライン自体はＷｅｂ版と変わりありませんが、物語の深掘りをしました。Ｗｅｂ版から追って頂いている方も、書籍版で初めて読んで頂いた方も少しでも楽しんで頂けると幸いです。

　内容的には一巻に引き続き、理り不ふ尽じんな特殊能力を持つ悪魔達が各々の渇かつ望ぼうに従い暴れ回ります。一巻がコメディ成分多めならば、二巻は若干シリアス成分が多めの内容になっております。読みながら自分が悪魔に転生したらどうなるんだろう、と思い浮かべて頂けると面白いかもしれません。




　さて、今回はあとがきのページ数もいっぱいもらえちゃったので余計な事でも書こうかと思います。

　冒ぼう頭とうでも書きましたが、当作品はもともとＷｅｂ版で連載されたものがファミ通文庫さんの眼に止まり、光栄にも出版の運びになりました。もともと十年近くＷｅｂで投稿していましたが、それまで私本人に作家になろうなどという大それた思いはなく、この作品も趣味で好き勝手、書きたい放題に書いたものです。

　当作品を書いたのは忘れもしない二〇一四年の一二月末、Ｗｅｂで連載していた一つ前の作品が一段落つき、新しい作品でも何か書こうと考え、キーボードを打ち始めた際に出てきたのが当作品の主人公、元サラリーマンの転生者、好きなものは睡眠で嫌いなものは面倒なこと全般、堕だ落らくを司つかさどる大悪魔、レイジィ・スロータードールズでした。

　テーマは史上最強の怠たい惰だな主人公（どのくらい怠惰かと言うと、主人公なのに殆ほとんど出てこないくらい怠惰）と、悠久に近い生を持つ事で何がどうなるのか。モチーフは七つの大罪で章構成は七つの大罪＋一。キャラの視点を一時的にでもなく、ころころ変える手法は、Ｗｅｂ連載中に賛否両論あってどきどきしながら投稿したのを覚えています。

　Ｗｅｂ版では現在第二部まで連載しておりますが、書き始めた当初考えていたのは第一部（つまり、この巻まで）でした。中編として書き始め、何故かアクセス数が伸び、何故か多大な評価を頂き、何故か出版社様から連絡が届き、こうして一年ちょっと越しに書籍になる。なんだか不思議な感じがします。




　さて、まだまだページが余っているようなので続きまして設定でも見ながらキャラの紹介をば（ネタバレが入る可能性がありますので、ご注意ください）。




　レイジィ・スロータードールズ　・・・　主人公。元サラリーマンにしていつの間にか転生してしまった男。異世界では世にも珍しい怠惰の魔王となる。人間だった頃から怠惰で休日はずっと寝ているような男だったが、悪魔になってから食事・睡眠・排はい泄せつも不要になりより磨きがかかった。怠惰ではあるが、何もしないわけでは決してなく、楽になるためならば手段を選ばない。黒髪黒目。日本人だった頃の名前は『礼れい二じ』。連載時は章の文字数が少なくて困った。




　リーゼ・ブラッドグロス　・・・　大魔王直ちよつ轄かつ部隊、黒の徒とのメンバーにして主人公の監視を担う女悪魔。有する渇望は憤ふん怒どで、レイジィ下に配属当初はしょっちゅう怒っていたが後半からは慣れてきて怒る機会が少なくなった（というか我慢するようになった）。Ｗｅｂ連載時、ローナを灰にした際はＷｅｂの感想欄に阿あ鼻び叫きよう喚かんを引き起こした。苦労性。




　デジ・ブラインダーク　・・・　レイジィ軍にて一軍を統括する男悪魔。作中で唯ゆい一いつ怪物然とした見た目を持つ。強ごう欲よくを司る悪魔で腕も悪くなく性格もそこそこまともだが、その分欲が浅くそれが魔王に至れない理由になっている。でも欲が浅いからこそまだ何とか生きているので……まぁ。結構お気に入りだが出番が少なかったのがちょっとだけ心残りだったりします。




　ミディア・ルクセリアハート　・・・　レイジィ軍にて一軍を統括する女悪魔。拾われっ娘で嫉妬深く嚙かませ犬。小柄で胸も小さいのに色しき欲よくを名乗る。実力は決して低くないが、格上とばかり戦っていい所がまるでない反面、一巻では触手に嬲なぶられるは二巻では逆レイプを試こころみるはでお色気方面を全部持っていっています。作中で一、二位を争うくらいに不幸。ちなみに一巻の触手陵りよう辱じよく（？）シーンは書き下ろしです。




　ハード・ローダー　・・・　レイジィ軍の総司令官にして、最も古くからレイジィに仕える男。王の資質を持ち、将軍級悪魔にして魔王を討滅する実力を持つ。レイジィが眠ったままで巨大な軍を持つ魔王となったのは間違いなく彼の功こう績せき。主人公よりも主人公らしく、ビジュアルもかなりそれっぽいです。レイジィと真逆の性質を持つと同時に、どこか似通った面もあります。その生せい誕たんの事情からレイジィ以外にめっぽう強い。




　ローナ　・・・　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで胸が大きい、色欲を司るメイドさん。レイジィに仕えている。燃やされたりロリになったり名前すら覚えられていなかったり色々あったがあまり気にしていない。彼女の愛は深く重く、何よりも主君に尽くすそのあり方はメイドの鑑かがみと呼べるでしょう。レイジィに長く仕えている古株悪魔だが、今でも少しレイジィに触れただけでどきどきする。お色気はないです。




　ヒイロ　・・・　ローナの妹で胸の小さい方のメイドさん。傲ごう慢まんを司るが同時に強い者に媚こびへつらう事に躊躇ためらいがない。購入特典やら加筆やらで出番が一番増えた子。才能はありますが、性格が理由でなかなか開花しない。今の目標はローナの代わりにレイジィのお世話係になる事。なぜなら、レイジィの顔がめちゃくちゃ好みだから。




　セルジュ・セレナーデ　・・・　銀ぎん碧ぺきの二つ名を持つ人間の少女。勇者。生涯孤独で臆おく病びようだったが友達が欲しくて戦い続けた女の子。レイジィの悠久の生で唯一残る未練。最後の章でしか出てこず、おまけに過去の記憶でしか出てこない。銀髪銀眼。寂しがり屋。




　以上、キャラ紹介とさせていただきました。如何でしたでしょうか？　裏設定とか諸々、楽しんでもらえたらと思います。




　それでは長くなりましたが、最後にお世話になった方々への謝辞とさせていただきます。

　Ｗｅｂから拙せつ作さくを拾い上げて頂き、また書籍化作業でも大変尽じん力りよくいただきました、前担当編集の戸と塚つか様、現担当編集の長なが島しま様。今回もまた素敵なイラストを描いてくださったエレクトさわる様。スキルを考える際に助けを求めたら、下らなくて使い物にならないスキルを考えてくれた友人Ａと、仕事中にも拘らず時間を割いて考えてくれた友人Ｎ。一冊渡したはずなのに、自分で沢山買って周りに広めてくれた職場のＮ先輩。そして何よりＷｅｂ版から長きに渡りお付き合い頂きました読者の皆様と、新たに書籍版からお読み頂きました読者の皆様に深くお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。またどこかで宜しくお願いします！





槻影（所有スキルはスターナポリタン）
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福島出身千葉在住の妙な生き物。主にＷｅｂ上のあちこちに生息し、好きなように小説を書き殴るのが趣味で、しばしば読者を混乱させる事も。弱点は陽の光で暗い場所を好むためアンデッドの可能性も否めない。
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今年はどっか旅行いきたい！
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